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　　　　　　　　　　　　　　　　要旨

　第1章緒言においては、クロバネキノコバエ科の分類と生態について、これ

までに知られている知見をまとめた。クロバネキノコバエ科（Family　Sciaridae）

は体長2・51nmほどの小型の双翅目（＝ハエ目）昆虫である。本科は現在世界で

58属1709種が知られている（Menze1　and　Mohrig，2000）。また、日本では17

属67種が知られているが（笹川，2003；Sutou　and　Ito，2003）、寒冷なドイツで

343種知られていることを考えると、日本のファウナの解明度は現在約1割程

度であろうと予想される。本科の幼虫はたいてい土壌中、又は朽ち木中に生息

し、腐った植物質を摂食している。特にmoderやmor型土壌（リターが厚く堆

積し、菌糸層の発達した土壌）を好むことが知られている。また、少数である

が、キノコ（子実体）や生きた植物質を摂食するものも知られている。捕食性

のものは知られていない。古くから数種が幼虫期に作物（マッシュィレーム、花

弄の芽、根、球根など）を加害することが知られている。成虫は一般に湿気が

あり薄暗い（樹冠部の厚い）林内を好む。生活史は年一化性のものから多化性

のものまで様々であるが、成虫の寿命は一般に短く一週間から一ヶ月程度であ

ると言われおり、成虫期には摂食活動はほとんど行わない。また、成虫はサト

イモ科植物やウマノスズクサ科カンアオイ類のポリネーターとしても知られて

いる。また近年、本科が土壌から羽化してくる昆虫として、個体数において非

常に優占的であることを示す研究がいくつかなされた（H6vemeyer，1999；

Shi皿azaki　and　Miyashita，2000；Nielsen　and　Nielsen，2004）。

　本研究の中心部分は第2章の、日本産Seiara属群の分類学的研究である。

Sciara属群とは、Menze1　and　Mohrig（2000）が単系統群と推測した6属、Seiara、

LeρtOS（7iarella、血iehosia、　Seythroρoehroa、　Seh　wenekfeldina・ChaetOseiara

である。日本各地から本属群の標本を収集し、プレパラー・’・　F標本（カナダバル

サムで封入）として観察した。採集は主に捕虫網によるスイーピング法、又は

羽化トラップ（40cm×40c皿、木製）により行った。これら6属のうち、　Seiara

属に関する分類学的研究の成果［第2章（2）］は、2004年11月にドイツで印刷、

出版された［Sutou，　M．，　lto，　M．　T．　and　Menzel，丑（2004）Ataxonomic　study　on

the　Jap　anese　specieS　of　the　genus　Seiara　Meigen（Diptera：Sciaridae）．　Studia

dipterolo　gica　11（1）：175・192］。この論文中で、2新種S．．pθeti7inealis　Sutou，

2004とS．血塩」kamiensis　Sutou，2004を記載し、　S．　h　ema　erobioides（Scopoli，

1763）、S．　h　elvola　Winnertz，1867、　S．　m　u！tispinαZosa　Mohrig　and　Ko　z白nek，

1992を日本から初めて記録し、S．　thoraeica　Matsumura，1916、　S．　melanostyla

Mohrig　and　Krivosheina，1990、5〔加皿θτa」lis　Zetterstedt，1851の日本におけ

る新産地を報告した。また、LJ7eoria←Seiara）iaponiea　Enderlein，1911を

Bradysia属へ移動した。第2章（3）、　Lep　tosciatella属の分類学的研究におい



ては、L．　pilosa（Staeger，1840）、　L．ぷψρ立b5凌（Edwards，1925）、　L．　re7eeta

（Winnertz，1867）、　L．　dimaθra（Tuomiko　ski，1960）を日本から初めて記録し、ま

た、L　loboden　ta　ta　Menze1　and　Mohrig，1997の日本における新産地を報告し、

他に本属の3未記載種を記載した。第2章（4）、7｝ieh　osia属の分類学的研究に

おいては、Thnpertrieha　Menzel　and　Mohrig，1997、　T　seotica（Edwards，

1925）を日本から初めて記録し、他に本属の10未記載種を記載した。第2章（5）、

Seythroρoehroa属の分類学的研究（Sutou　and　Ito，　in　press）においては、　S．

ra　dialis　Lengersdorf，1926を本属の日本からの初記録として記載した。第2章

（6）、Sch　wen　ekfeldin　a属の分類学的研究においては、1未記載種を本属の日本

からの初記録として記載した。第2章（7）、Ch　aθtoseiara属の分類学的研究で

は、0θ5～顕加』（Lengersdorf，　1929）を日本から初めて記録し、　a．　takahashii’

Sasakawa，1992の日本における新産地を報告した。更に、本研究は成虫だけで

はなく未成熟期の形態の記載も試みた。日本産Seiara属群のうち、4属9種の

未成熟期の形態を明らかにし、4属12種については、未成熟期の生息環境（食

性）を明らかにした。従来、日本では、Sciara属群に属するクロバネキノコバ

エは4属11種が知られていたが、本研究の結果、1種を本属群から除外し、11

日本初記録種、16未記載種を加えて計6属37種となった。また、日本産クロ

バネキノコバエ科の種数は17属67種から19属94種に増加した。

　第3章では、上記のSciara属群を対象に、属レベルの系統解析を行った。特

に、第2章（2）で系統分類学的重要性を議論した雄交尾器のparamereと

parameral　apodemeの形態も含め、計40個の成虫の形態形質に基づき
PAUP★4．0（Swofford，2000）を用いて解析した結果、本属群の属レベルの系統

類縁関係は（Outgroup（Seiara，、襲〆os亘2∬θ肱）（Z2fiehosia（Seythroρochroa

（Seh　wθnekfeldina，　ahaθtoseiata））））と推測された。

　第4章ではクロバネキノコバエ科に関する基礎的な生態学的知見を蓄積する

目的で、その土壌からの羽化個体数と季節消長を、横浜市内のスダジイの優占

する林内で調査した。その結果、双翅目昆虫の年間1㎡当たりの土壌からの羽

化個体数は4781個体、その内クロバネキノコバエ科は45％にあたる2159個体

であった。また、調査地のクロバネキノコバエの中で最も優占していた種であ

るCtenoseiara　7apom’ea　Su七〇u　and　Ito，2003の季節消長を羽化トラップ法とス

イーピング法で比較し、初夏に個体数の増加する多化性であることを明らかに

した。

　第5章では、総合考察として、特に、第2章で得た日本産Sciara属群未成熟

期の食性に関する知見と、第3章で得た系統解析結果とに基づき、本属群内で

は、主要な食性である土壌での腐植質食から、一部のものが朽ち木食へと適応

した傾向のあることを推察した。
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Ab　stract

　　The　present　study　entitled　“Syste皿atics　oll　the　Japanese　Seiara

genus－group”consists　of　the　studies　of　taxonomy，　phylogeny　and　ecology．　In

the　chapter　2　fo］ユowing　the　genera1　introduction　of　the　chapter　1，　taxono皿ic

study　of七he　Jap　anese　Seiara　genus－group　is　conducted．　Sciara　genus・group

is　a　monophyletic　group　estimated　by　Menzel　and　Mohrig（2000）consisting　of

the　fbllowing　six　genera：Seiara，　Lep　tosαiarelZa，71rfeh　osia，　Seythroρo〔血τoa，

Sek　we」nekfeldina　and　Chaθtoseiara．　Sutou　et　al　（2004）　studie　d　eleven

species　of　the　Jap　anese　Seiara　and　described　eight　species　including　two　new

species，　S．2ワeetilinea∠is　Sutou，2004　and　S．　kゴta」をamiθ刀田遠Sutou，2004．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

Follewing　three　sp　e　cie　s　S．　h　em　erobioides（Scop　oli，1763），　S．　helvola　Winnertz，

1867　and　S．　rn　ultisρin　ulosa　Mohrig　and　Koz白nek，1992　were　newly　recorde　d

fro皿Jap　an．　New　localities　ofぷthoraeiea　Matsumura，1916，　S．　h　umera！is

Zetterstedt，1851　andぷmaelanostyla　Mohrig　and　Krivosheina，1990　were

recorded．　A、　known　locality　of　S．、la　eksehθWt㊨垣Lengersdor£1934　was　noted．

The　species　name　S．」f後8ゴShinji，1938　was　treated　as　nomen　dubium．．砺oαロ辺

（＝Seiara）iaρoniea　Enderlein，1911　was　transfbrre　d　to　the　genus　Braめ7sia　as

comb．　nov．　Su七〇u　and　Ito（in　press）recorded　Seア功坦ρoc力roa　radialis

　　　　　　　　　　　　　　　　　う

Lengersdorf，1926　from　Japan　as　the　first　representative　of　this　gellus　from

Eas七Asia．　The　fbmale　of　this　species　was　redescribed　based　on　the　Japanese

sp　ecimens　and　comp　ared　with　a　closely　similar　species，　S．　grθssitti　Steffan，

1969　from　Microne　sia．　In　addition，　Lep　tos（riarella　pilosa（Stae　ge　r，1840），、乙

subρilosa　（E　dwards，1925），　Zン．　reiecta（Winnertz，1867）and　L．｛遊ηθ」ra
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（［fUo皿iko　ski，1960）are　newly　recorde　d　from　Jap　an；Zンeρtosciarθlla　sp．1（ne　ar

．Zン．　via　tiea），　Lep　toseiareL乙乙a　sp．2（ne　ar　L、　oρaea）and　Lep　toseiaヱ「θlla　sp．3（near

L．oρaca）are　described　with　figures．7｝ri’Ohosia（［leiehosia）hyρθrtrieha

Menzel　and　Mohrig，1997　and鑑’仇o釦逗（Baeosciara）seotiea（E　dwards，1925）

are　newly　recorded　fξo皿Japan；伽iehosta（niehosia）sp．1，71riehosia

（7iriehosta）　sp．2，　伽とrh　osia　（7Jrj’Oh　osia）　sp．3　（ne　ar　　T　　monlとi），　7｝11とrh　osia

（IZirilと必oぷz乞～）sp．4（ne　ar　T　splen　dems　and　77　confusa），鑑iek　osia（2Tleieh　osia）sp．5，

7｝rieh　osia（ノlfo　uffe　tina）sp．6，ク｝ゴと必oβz辺sp．7，鑑’とrh　osia　sp．8，別と戊h　osia　sp．9　and

2Jriehosia　sp．10　are　describ　e　d　with　figure　s．クZ）iehosia　sp．7－10　do　ndt　fit　to　any

currently　recognized　subgenera　of　the　genus　7｝ゴ訪o、史乞～．胡と，hwenekfeldina　sp．

（ne　ar丘earbonaria）is　described　with　a　figure　as　the　new　record　of　this　genus

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

from　Japan．　Chaetoseiaraθstlandiea（Lengersdorf，1929）is　newly　recorded

from　Japan．　Consequently，　the　above　study　of　the　chapter　2　increased　the

number　of　known　species　of　Japanese　Seiara　genus・group　from　eleven

species　of　fbur　genera　to　37　species　of　six　genera．　The　present　study　treated

not　only　adUlt　taxonomy　but　also　immature　morphology　Immature　stages　of

nine　species論belonging　to　fbur　genera　of　the　Japanese　Seiara　genus・group　are

described，　and　the　habitat　preference　of　the　immature　stages　of　twelve

species　belonging　to　fbur　genera　of　this　genus　group　are　recorded．　In　the

chapter　3，　phylo　genetic　relationship　of　the　six　genera　of　the　Seiara

genus・group　is　analyzed　based　on　the　adult皿otp　holo　gy　using　PAUP★4・0・

The　criterion　of　palsi皿ony　alld　the　method　of　heuristic　search　are　adopted

for　the　anaユysis，　and　the　obtained　phylogenetic　tree　is　shown　as（Outgroup

（5已糎，Lept・sciare・lla）（71rieh・sia（Seythrop・ehr・a（Sehwθnekfe！dina，
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ahaθtoseiara））））．　In　the　chapter　4，　the　emergence　abundance　of　sciarid　flies

from　soil　is　studied　using　e皿ergence　traps．　It　is　2159皿’2　year“1　in　the

broad・leaved　evergreen　forest　in　Y（）kohama　city，　which　is　equivalent七〇45％

of　total　catch　of　Diptera　and　40％of　tota1　catch　of　Pterygota　including　Diptera．

In　addition，　the　phenolo　gy　of　Ctθn　oseiara　7’aponiea　Sutou　and　lto，2003　which

is皿ost　dominant　species　of　sciarid且ies　in　the　study　site　of　Ybkohama　city　is

studied　using　eエnergence　traps　and　the　sweeping　method．　The　high

abundance　in　early　sum皿er　and　multivoltine　habit　of　this　species　is　clearly

shown．　Finally，　in　the　chapter　5，　the　evolutioll　of　the　larval　f6eding　habit　of

5ヒ斑mgenus・group　is　discussed　b　ased　on　the　knowledge　of　the　chapter　2　and

3．Considering　that　the　ground　plan　of　the　larva1　feeding　habit　of　sciarid且ies

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

is　phytosaprophagous　in　soi1，　the　evolutionary　trend　within　this　genus　group

is　estimated　to　be“fξom　soil　humus　to　rotten　wood”．

V



第1章　緒言

はじめに

（1）系統分類

　クロバネキノコバエ科（Family　Sciaridae　Billberg，1820）は昆虫綱双翅目

（＝ハエ目）糸角亜目に属する体長2－5mmほどの小型のハエである。英語で

はdark・winged　fungus　gnats、又はblack　fungus　gnats、ドイツ語では

TrauermUcken（喪服をまとったハエ、の意味）と呼ばれている。各国の通俗名

が示すように、たいていの場合体が一様に黒色であるということが、外見上の

特色の一つである。本科の分類階級は以下に示すとおりで、現在広く受け入れ

られている分類体系（Wbod　and　Borkent，1989）では、キノコバエ科、タマバ

エ科と共に、キノコバエ上科を構成している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

昆虫綱（30目からなる）

　双翅目（＝ハエ目、約100科からなる）

　　キノコバェ上科

　　　キノコバエ科

　　　クロバネキノコバエ科

　　　タマバエ科

Class　Insecta

　Order　Diptera

　Sup　erfamily　Sciaroidea

　　Family　Mycetophilidae

　　　Family　Sciaridae

　　Family　Cecidomyiidae

・研究史

　国際動物命名規約第4版（lntemationa1　Code　of　Zoological　Nomenclature・

Fourth　Edition）は、　Linnaeusの「Systema　Na七urae」第10版を二名法によ

り動物を記載するという行為の起点とみなしている。初めてクロバネキノコバ

エが記載されたのはそのわずか5年後のことである。オーストリアとイタリア

で、植物学、生理学、昆虫学を研究したJohann　Anton　Scopoli（1723・1788）は

その1763年の著作「Entomologica　carniolica　exhibens　insecta　carnioliae

indigena　et　distributa　in　ordines，　genera，　species，　varietates．　Method

Linnaeana」の中で乃P　ula　hθm　erobioides　Scopoli，1763という種をCarniolia

←Krain）（現在のスロベニア）から記載した。しかし、　Scop　oliが研究した標本

は、船の難破又は火事によって完全に失われたと言われている（Menzel　and

Mohrig，2000）。Scop　oliの記載の4年後、　Linnaeusは「Systema　Natufae」

1



第ユ2版の中で同じ種をiE2p　ula　thon2aθ　Linnaeus，1767という名でヨーロッパ

から記載した。本種は…現在Sef’ara　hθm　erobioides（Scop　oli，1763）を有効名とし

て知られており、クロバネキノコバエ科の模式属Seiaraの中の模式種、すなわ

ちクロバネキノコバエ科を代表する種であると言える。なお、本種は本論文の

中で日本初記録種として記載されており、横浜国立大学構内からも採集されて

いる。

　その後ヨーロッパでは1800年代に数多くの昆虫が記載された。双翅類学の分

野は特に、「双翅i類学の父」と呼ばれるドイツの植物学者兼昆虫学者Johann

Wilhelm　Meigen（1764－1845）の活躍によって大きな進歩をとげた。　Meigen

（1800）は、クロバネキノコバエ類に対してLJ7coriaという属を設立し、また、

Meigen（1803）ではクロバネキノコバエ類に対し、上記のnP　ula　thomaθ

Linnaeus，1767（＝Hittθa　thomae（Linnaeus）in　Fabエicius，1798）を模式種と

してSciara属を設立した。後の研究で、　Lyeoria属の模式種も働砲thomae

Linnaeus，1767と指定された（Coquillett，1910）。このMeigenの二つの著作は

後の分類学研究者に多くの論争を引き起こした。なぜなら前者Meigen（1800）

はフランスに住む彼の知人が、Meigenが執筆中の原稿の内容を彼の許可なしに

パンフレットとして配布したものだったからである’（Evenhuis，1997）。従って

Meigen（1800）とMeigen（1803）の内容は実質的には同じであるが、上記の

Lyeoria属とSeiara属のように同じ分類群に異なる学名がつけられているケー

スも多く、混乱を引き起こした。この事態は最終的には動物命名法国際審議会

の裁定によって収拾された（lnternational　Comission　on　Zoological

Nomenclatur，1963）。この裁定の中で、　Meigen（1800）は分類学的には不適格

な書物として抑制（suppression）され、結果としてLyeorta属はSeiara属のシ

ノニムとして取り扱われることとなった。現在ではSctara　Meigen，1803がクロ

バネキノコバエ科の模式属として広く認められている。挿図画家としての職も

持っていたMeigenはその後、1818年から1838年にかけて数々の美しい挿図

と共に　Systematische　Beschreibung　der　bekannten　europ　aischen
zwei且Ugeligen　lnsekten（7　Vols　．）を出版し、ヨ・一ロッパにおける双翅類学の基

礎を築き上げた。彼はその生涯に32種のクロバネキノコバエを記載した。

　クロバネキノコバエを科階級の分類群として扱ったのは、スウェーデンで動

植物を研究したGustaf　Johann　Billberg（1772・1844）による著作Billberg

（1820）が最初であったと言われている（Steffan，1966；笹川，1993；Sabrosky，

1999）。ただし、クロバネキノコバエ科を表す綴りは“Sciaraedes”であった。ま

た、BiUbergの著作の中では新属や新種の記載はなされなかった。初めて本科

の包括的な分類学的研究を行ったのはドイツの昆虫学者（特に双翅目糸角亜目

の専門家）Johanne　s　Winneエtz（1800・1890）であった。特にWinnertz（1867）の
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モノグラフの中で彼は、ヨーロッパ産の標本に基づき、クロバネキノコバエ科

に3つの既知の属を認め、4つの新属を記載した。また、30種を再記載し、157

の新種を記載した。Winnertzの分類は主に触角の形状、体色、翅脈相などに基

づいて行われた。その後1800年代には本科の分類学的研究に目立った進展はな

かったが、1900年代に入り、Enderlein（1911）、　Edwards（1925）、　Lengersdorf

（1928－1930）、Frey（1942，1948）、　Tuomikoski（1960）、　Free皿an（1983）らによ

って次第にヨーロッパ産種の属分類体系が整えられ、多くの新種が記載されて

きた。本科は1900年代前半には、しばしばキノコバエ科の1亜科として扱われ

たが、既知種数の増加に伴い、特に1960年代以降は一貫して独立の1科として

扱われている。Steffan（1966）は本科の北米産種の属分類体系を包括的に論じ

たが、北米はアジア同様、現在本科の分i類学的研究の非常に遅れた地域である。

本科の成虫は、多くの研究者が指摘しているように（例えばLoudon，1980；

Steffan，1980）、顕著な分類形質を欠く場合が多く、そのため分類学的研究の対

象としては敬遠されがちであった。何らの理由で、比較的短期間の間に大きな

適応放散を遂げた結果ではないかと推測される。実際に本科の分類学的研究を

進めてみると、「広く浅く」進化した分類群であるという印象が残る。しかし、

1980年代以降も、本科の分類学的研究はドイツのMohrig、　Menze1らによって

進められた。近年の著作Menze1　and　Mohrig（2000）は、主にヨーロッパ、ロシ

アの材料に基づく本科の旧北区のモノグラフであり、ここでは初めて属レベル

の系統解析も試みられた（ただしこの解析は最節約原理に基づいておらず、試

験的なものであると本文中に述べられている）。今後は、このモノグラフによっ

て提唱された分類体系が、本科の分類体系を議論するうえでの基準になるもの

と思われる。

　Menzel　and　Mohrig（2000）によれば、本科は現在世界で58属1709種、旧

北区からは28属836種が知られている。また、Menze1（2000）によれば、国別

の既知種数はドイツが最も多く343種、次いでフィンランドが223種、オース

トリア180種、イギリスが153種と続き、他に既知種数が100種をこえる国は、

スイス、イタリア、チェコである。概して本科の分類学的研究はヨーロッパ、

特にドイツ語圏を中心に進展してきており、ヨー一一一ロッパ以外の地域におけるフ

ァウナの解明度は極めて低い。本科の地理分布は非常に広く、両極以外のほと

んどの地域に分布しているといえる。例えばWeber（1954）はアラスカから数種

のクロバネキノコバエを記録している。本科の種数や個体数の、他の昆虫に比

した相対的な割合は、高緯度地域において高まると思われるが、Floren（2003）

は、マレーシア、キナバル国立公園の熱帯雨林で、殺虫剤によるキャノピーノ

ックダウン（フォギング）法によって多くの双翅目昆虫を採集し・この中で本

科が種数、個体数とも非常に豊富（約300種1505個体）であったことを示して
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いる。また、Kitching　e　t　al．（2004）はオーストラリア東岸とニューギニアの熱

帯林において、キャノピーノックダウン（フォギング）、マレーゼトラップ、イ

ェローパントラップなどの手法で本科成虫が非常に多く採集できることを示し

ている。世界の熱帯地域において、更なる本科の種多様性の解明が望まれてい

る現状である。また、Austin　e　t　aZ（2004）はオーストラリアの森林においてし

ばしば本科成虫が極めて優占的であること、同時にこの地域における分類学的

研究が極めて遅れていることを指摘している。

　日本産クロバネキノコバエが初めて記載されたのは1911年である。ドイツの

昆虫学者GUnther　Enderlein（1872・1968）は神奈川から採集された1匹のメス

の標本をもとにLJ7eoria　laponiea　Enderlein，1911を記載した。なお、本論文で

は、このLyeoria　7’aρ　onieaの完模式標本が現在ポーランドのPolish　Ac　ademy　of

Scienceに所蔵されていることを明らかにし、それを所見した結果として、本種

をBra　dysia属へ移すことを提案している（第2章（2）参照）。続いて1916

に、北海道帝国大学の松村松年がSeiara　th　ora　cica　Mat　sumura，1916を札幌か

ら記載した。以後数十年にわたり、日本産クロバネキノコバエが記載されるこ

とはなかったが、Mohrig　et　al．（1992）、　Sasakawa（1983，1992，1994，1997）、

湯川ら（2000）などによって研究がなされ、笹川（2003）は、日本産クロバネキノコ

バエの既知種を17属63種とまとめた。しかし、寒冷なドイツで約350種分布

していることを考えると、南北に長い日本には、実際には600・・700種ほど分布

しているのではないかと予想される。

　本科の未成熟期の形態はMadwar（1937）、　Plachter（1979b；c）、

Blaschke・Berthold（1988）らによって明らかにされてきたが、今なお非常に知

見が不足しており、幼虫による属同定は不可能である。今後の研究の強く望ま

れているところである。

・化石種

　本科の最古の化石は中生代白亜紀の地層から産出しているが、多くは新生代

第三紀から産している（Evenhuis，1994）。本科に近縁なキノコバエ科も、最古

の化石は中生代中期から知られており、新生代第三紀のバルト琉珀などからも

多くの化石種が産出している（Evenhuis，1994；Blagoderov　and　Arillo，2002）。

クロバネキノコバエ科とそれに近縁なキノコバエ科、タマバエ科、ケバエ科な

どの科の分化はおそらく中生代ジュラ紀におこったであろうと推測されている

（Matile，1997）。クPバネキノコバエ科の化石種はこれまでに139種知られてお

り、そのうち琉珀から発見されたものは60種である（Menzel　and　Mohrig，

2000）。中でもヨーロッパのバルト琉珀からは4属22種が知られている（Mohrig

and　R6schmann，1994；R6schmann　and　Mohrig，1994）。ところで本科の模式
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属Seiara←Lyeoria）はかつて、同定の難しい種や雑多な種は便宜的にたいてい

この属に分類されてしまった経緯があり（いわゆるcatch－a11　genus）、化石種に

おいてはなおさらその傾向が強い（Evenhuis，1994）。これまでに多くのSeiara

（＝Lycoria）属の化石が記載されてきたが、記載内容、特に翅脈R1の長さなどか

ら判断して、確かにSeiara及びそれに近縁の属（Seiara属群）の種の記載を含

むと判断される報告としては、Cockere11（1916）、　Melander（1949）、藤山・岩

尾（1975）、Mohrig　and　R6schmann（1994）をあげることができる。

・細胞遺伝学的研究と性比

　系統進化の推定には、形態形質のみならず、染色体や遺伝子の形質も重要で

ある。これまでのところ、本科の分子系統解析の先例はないが、細胞遺伝学的

な手法による染色体レベルの研究がいくつかなされている。これまで知られて

いる限りでは、クロバネキノコバエの染色体の基本数（n）は4である。すなわ

ち1っの細胞に4対の染色体が存在する。ただしそのうちの1対（性染色体）

は、雌の体細胞ではXX、雄の体細胞ではXO、雄雌とも、生殖細胞系列ではXX

であり、この点が非常に特殊であるとされている（Steffan，1966）。　Wood　and

Borkent（1989）は、染色体削減（chromosome　elimination）の結果、このよう

に体細胞と生殖細胞の染色体数が異なるという形質を、クロバネキノコバエ科

とその姉妹群と推測されているタマバエ科の、共有派生形質の1つとしてあげ

ている。ただし、このような形質は、これらの2科とは系統的には遠く隔たっ

たユスリカ科でも知られているという。また、クロバネキノコバエ科では、染

色体数のみではなく、それに由来する性決定様式にも特徴的な点のあることが

知られている。4対の染色体は中部動原体染色体（metacentric　chro皿osome）

と端部動原体染色体（acrocentric　chromoso皿e）に分類されるが、時には雄のみ、

時には雌のみを生む単性種では、原則として1対の中部動原体染色体と3対の

端部動原体染色体、両性種では原則として2対の中部動原体染色体と2対の端

部動原体染色体を持っている（Steffan，1966）。また、生殖細胞には4対の染色

体の他に0・・3個の制限染色体（1imite　d　chromoso皿e）カ§存在し、これらの働きが

性決定に深く関わっている（McCarthy，1945a，　b；Steffan，1966）。　Crouse

（1960）は胚の卵割初期に起こる複雑な精子形成と染色体削減（chro皿osome

elimination）及びそれらに由来する特異な性決定様式の解明を試みた。また、

生殖細胞のみならず、唾液腺染色体に関する研究もなされている（McCarthy，

1945a，　b；　Metz，1959）。これらの一連の研究にもかかわらず、クロバネキノコバ

エ科の細胞遺伝学的研究は1970年代以降ほとんどなされていない。且aig（1993）

は、本科の特殊な核型や性決定様式に関する進化的解釈を試みたが、今後更な

る研究が期待されている。
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　Tuomikoski（1957）は、クロバネキノコバエ科のSepthroρoehroa　raab’a、TLz；sr

Lengersdorf，　1926の幼虫を飼育した結果、雄のみが羽化する場合と雌のみが羽

化する場合とがあったと報告している。性比が極端に偏ることの適応的意義に

は諸説あるが、雌のみを産する場合には、一般に好ましくない環境に直面した

ときの反応であると解釈されている（Nielsen　and　Nielsen，2004）。本科成虫の

飛翔と分散は、雄よりもむしろ雌の役割であると考えられている（Binns，1979）。

なお、野外で本科成虫を採集する際にも、しばしば捕獲iされた成虫の性比が大

きく偏っていることがあるが（Binns，1979）、こちらはむしろ、雄と雌との行動

パターンの違いや光に対する反応の違いによる場合が多い。

（2）生態

　ここではクロバネキノコバエ科の生態に関する知見を概説する。本論文では

本科を単にクロバネキノコバエ、それに近縁なキノコバエ科を単にキノコバエ

とも呼んでいるが、以下でキノコバエ類と称した場合には、クnバネキノコバ

エ科とキノコバエ科の両科を指すものとする。

・生息環境

　クロバネキノコバエ科の幼虫は大半が森林や草地の土壌や朽ち木中に生息す

るが、時折湿地の泥の中や川岸の半分浸水した朽ち木からも採集される（須島、

未発表）。しかし完全に水生の幼虫はこれまでのところ知られていない。Loudon

（1980）によれば、本科幼虫にはシロアリの巣で寄宿生活（inquilinism）をする

ものもいる。キノコバエ類の成虫は一般に湿気があり薄暗い（樹冠部の厚い）

林内を好むと言われているが（lmms，1957；Ostroverkhova，1992；Okland，

1996）、その生息環境は多岐にわたる。Bahrmann（2002）は川沿いの明るい林

で、arborea1　photo・eclectorと呼ばれるトラップを用いて、ヤナギとハコヤナギ

の幹を訪れた双翅目昆虫を捕獲したが、総個体数のうちの86．5パーセントが糸

角亜目、糸角亜目のうち6．7パーセントがクロバネキノコバエ科であったと報告

している。Hackman（1963）はフィンランドのハタネズミ類（Microtus　arvalis，

Mierotus　agrestis，　Clθ　thrion　omys　glare　01us）の巣穴から計7属25種のクロバ

ネキノコバエを記録した。また、Steffan（1966＞によるとHicks（1959）は15

種のクロバネキノコバエを鳥の巣から記録していると言う。Edwards（1929）は、

インドネシアの洞窟から10種の双翅目昆虫（そのうち1種はクロバネキノコバ

エ科）を記録したが、これらはいずれも洞窟生活に適応した形態的特徴を持っ

ていないため、偶然の訪問者であろうと推測している。Bi皿s（1979）も洞窟に

生息する本科成虫に言及している。また、本科には都市的な環境に進出してい
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る種も多く、Bradysia　amoena（Wi皿ertz，1867），　Bradysia　pa　uρθra

Tuomiko　ski，1960，　Lycoriella　ma　ah’Fitch，1856，　0tenoseゴara　hyaZil　θnm’s

Meigen，1804はヨーロッパでは植木鉢の土からも発生すると報告されている

（Menzel　and　Mohrig　1997，2000）。

・生活史

　クロバネキノコバエの生活史は年一化性のものから多化性のものまで様々で

あるが、一般に温帯では春と秋に発生個体数が増加する。春と秋における成虫

の発生個体数の増加は、温帯の土壌性双翅目幼虫に広く認められる傾向である

（Frouz，1999）。　Nielsen　and　Nielsen（2004）は、デンマークの大麦畑と休閑地

で5種のクロバネキノコバエの季節消長を調査したが、多くの種は年二化又は

三化の傾向を示した。このような耕作地では、耕起（tillage）が土壌から羽化す

る昆虫の発生消長に大きな影響を及ぼすことが知られている。しかし、例えば

二山形の発生消長を単純に年二化と解釈してよいかどうかというと必ずしもそ

うではない。例えばBlackshaw　and　D’Arcy－Burt（1992）は春と秋に発生するケ

バエ科（クロバネキノコバエ科に近縁）の1種thz〈～ρ加β」危加泌5　Linnaeus，1758

の幼虫の成長パターンを研究し、実際には年二化ではなく、春に発生する年一

化の個体群と、秋に発生する年一化の個体群とが同所的に分布しているのでは

ないかと推察した。クロバネキノコバエ科の多化性の種にっいては実験室内で

累代飼育が試みられた研究例もあり、これまでに以下のような報告例がある。

疏a輌抱sθx∂θ刀磁8（Petty，　1918）、産卵から次世代の産卵まで16・35日を要す

る（Steffan，1966）；宜ヨ輌ゴa　a8τθ5血5　Sasakawa，1978、20・25℃で月に2回の

発生が可能（笹川・赤松，1978）；Bradysia　zingibθris（Sasakawa，1985）（論文

中ではPhytoseiara　zingr’bθri’s　Sasakawa，1985）、25℃で産卵から成虫羽化まで

22・28日（小川ら，1985）；Ctenosciara　hawaiiensis　Hardy，1956、20℃で産卵

から成虫羽化まで23・34日（Steffan，1973a）；Pnyxia　scabiθi（Hopkins，1895）、

1世代21－38日（Os皿01a，1970）。他にSteffan（1974）はハワイに生息する7属

13種のクロバネキノコバエを20±2℃の条件で飼育したが、1世代に要する期

間は、最も短い種で平均16日、最も長い種で平均34日であった。

　本科成虫の寿命は一般に短く、1・2週間程度であると言われている。しかし成

虫期での越冬も知られており（Os七roverkhova，1992）、比較的長命の種もある

ことが示唆されている。また、Binns（1979）によれば、雄は一般に雌よりも長

命であるという。　　　　　　　　　　　　　　　　　一

・成虫の生態

植物との関わりでは、キノコバエ類はサトイモ科テンナンショウ属をよく訪
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花し（Sasakawa，1994；Menze1　and　Martens，1995）、ポリネーターとしての役

割のあることが知られている（Vo　gel　and　Martens，2000）。一般にサトイモ科植

物はハエ類をポリネーターとして利用することが多いと言われている（森

1997）。また、ウマノスズクサ科カンアオイ属のポリネーターとしての報告もあ

り（Sugawara，1988；杉浦ら，1999）、これらの花の上に産み付けられたキノコバ

エ類などの小型節足動物の卵が、艀化後成長することのないことが観察されて

いるため、カンアオイ類の花はキノコに擬態しているのではないかとも推測さ

れている（Lu　and　Mesler，1987；杉浦ら，1999）。　Tuno（1998）は、キヌガサタ

ケの胞子分散にショウジョウバエやイエバエ成虫の胞子食が深く関わっている

ことを指摘した。キノコバエ類成虫も、胞子食や胞子の体への付着を通してキ

ノコの胞子分散の役割を担っている可能性のあることが示唆されている

（Ostroverkhova，1992）。また、菌食世代と昆虫寄生世代を持っ1b鋤訪工αm属

の線虫がキノコバエに寄生し、ここではキノコバエがキノコの子実体から子実

体へと線虫を運ぶ伝播者（vector）の役割を担っていることが知られている（津

田，2000）。また、自活性線虫Cruzeneraa　lambdiθnsisとCaenorhabditis

elθgansが栽培キノコの害虫であるクuバネキノコバエ科のLyeoriella　m　aliに

便乗（phoresy）して分散することも報告されている（Rinker　and　Bloom，1982）。

　上記のように、一般に本科成虫の寿命は短いため、成虫期の摂食活動はそれ

ほど活発ではなく、水や有機質を含む様々な浸出液を吸う程度であると考えら

れている。しかしイギリスでは35種のキノコバエ類成虫がカエデ（Acer
psθudopla　tan　us　L．）の樹液に集まっているのが観察されている（Waterhouse，

1998）。また、口吻の伸長したEugnoriste属のクロバネキノコバエはSl’daleea

malvaeffora　Gray（アオイ科の草本植物）の花蜜を吸うのが観察されている

（S七effan，1966）。

　双翅目昆虫の配偶行動は一般に、雄が群飛行動を行うか、もしくは特定の目

標物（landmark）に集まり、視覚によって同種の雌を探索するという行動が最

も原始的と考えられており（Downes，1969）、このような行動をとる種では一般

に複眼の大きさに顕著な性的二型が現れる（雄の方が大きい）。一方、力科、ユ

スリカ科、ヌカヵ科などで知られているように、雌が発する羽音に雄が反応す

る場合、すなわち雄が聴覚による探索を行う場合、もしくは雌が発する性フェ

ロモンに雄が誘引される場合、すなわち雄が嗅覚による探索を行う場合、これ

らの習性はより派生的な行動形質と解釈され、これらの行動をとる種では一般

に、触角の長さや形状に顕著な性的二型が現れる（雄の方が長く複雑な構造を

とる）。クPバネキノコバエ科に近縁なキノコバエ科、ケバエ科やタマバエ科で

は群飛行動が観察されるが（Binns，1979；Sullivan，1981）、これまでのところク

nバネキノコバエ科ではこのような群飛行動は知られていない（Menzel　and
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Mohrig，1997）。劉ら（2002）は、食用キノコの害虫としても知られているチバ

クロバネキノコバエ（Bradysia　pa　uρθra）のメスが、雄の交尾行動を誘起するため

の性フェロモンを発することを明らかにした。クロバネキノコバエ成虫の形態

に見られる性的二型の特徴も、嗅覚、もしくは聴覚による誘引を示唆するもの

であり、活発に飛翔することの少ない本科成虫の多くは、性フェロモンを介し

て地上で同種の雄雌が出会い交尾が成立するのではないかと予想される。古く

はBinns（1979）もクロバネキノコバエ科の配偶行動に性フェロモンが関与す

ることに言及している。なお、Vockeroth（1974）は本科に近縁なキノコバエモ

ドキ科（Cra皿ptonomyiidae）における性フェロモンを介した配偶行動の可能

性を示唆している。

　上記のように、双翅目昆虫の雄は同種の雌を探索するために飛翔する場合が

多いのに対し、雌の飛翔は、移動分散や適切な産卵場所の探索という役割を持

つ場合が多い。クロバネキノコバエ科成虫においてもやはり、分散は雄よりも

むしろ雌の役割であるとされている（Binns，1979）。一方、　Glick（1939）は飛行

機による採集で、数千フィートの上空からもおびただしい数の昆虫、クモ、ダ

ニを採集し、その中には多くのクロバネキノコバエも含まれている。このこと

から、気流に乗った長距離分散も可能であるといえるだろう。

　クロバネキノコバエ科成虫の雌一匹当たりの産卵数に関する知見は少ないが、

これまでに以下のような報告がある。Bradysia　sexdθntataで30・120個
（Steffan，1966）、Bra（dysia　ρraθeoLx（Meigen，1818）で60・70個（Binns，1979）、

Scythroρoehroa　nitida　Edwards，1927で73・157個（Wisely，1959）、

Cten　oseiara　hyahP　ennis（論文中では異名Sciara　ann　ula　ta（Meigen，1818））

で35－46個（Wisely，　1959）、　Pnyαia　sea　biθtで18・163個（Osmola，1970）。これ

まで知られている限り、卵は1卵塊として1度に産み落とされる。

　クロバネキノコバエを捕食するのは小型又は中型の肉食昆虫、クモ、トカゲ

などであるが、スズメ目の鳥類の中にはgnatcatcher（Polioρtila属、ウグイス

に近縁）、gnateater（Conoρoρhaga属）（gnat｝ま“小バエ”の意味）と呼ばれる

非常に小型の鳥類が知られており、これらもキノコバエ類の重要な捕食者であ

る。ちなみにfiyc4therというと、一般にもう一回り体の大きなヒタキ類を指す。

また、クロバネキノコバエに寄生する生物は様々なものが知られているが、と

りわけ寄生蜂（Vilkamaa，2001）、　Entomoρhthora属の昆虫寄生菌（Steffan，

1966）やMegasθim属のノミバェ（D　e　Meij　eヱe，1935；Tuo皿ikoski，1957；

Steffan，1966）がよく知られている。また、　Bi皿s（197P）によれば、　Arctoseius

Cθtra　tusというダニは、クロバネキノコバエの成虫体表に便乗し、その卵や幼

虫を捕食するという。
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・幼虫の生態

　双翅目幼虫の1㎡あたりの個体数には調査によってばらつきがあるが、Frouz

（1999）によれば概ね30・8000個体の範囲に収まる。しかしながら、まれに10qOO

個体をこえるという報告もある（Healey　and　Russell’Smith，1970；　AltmUller，

ユ979＞。これまでの研究で、クロバネキノコバエ科の幼虫は、ユスリカ科幼虫や

タマバエ科幼虫と共に、土壌の双翅目群集の中で、個体数においてたいへん大

きな割合を占めることが知られている（AltmUller，1979；Frouz，1997，1999；

H6vemeyer，1999a；Shi皿azaki　and　Miyashita，2000）。

　本科幼虫の多くは土壌中、又は朽ち木中に生息し、腐った植物質を摂食して

いる。また、少数であるが、生きた植物（ツルニンジンの葉、フキやオオウバ

ユリの茎）に穿孔し、その組織を摂食する種や（Sasakawa，1983，1997）、特に

LyeorieUa属の中にはキノコ食の種も知られている（Menzel　and　Mohrig，

2000）。このように本科ではキノコ食がわずかしか知られておらず、また捕食性

の種は全く知られていなが、一方で近縁のキノコバエ科にはキノコの子実体を

摂食する種や捕食性の種が非常に多く（Hackman　and　Meinander，1979；

Matile，1997）、多孔菌類（サルノコシカケ科など）の胞子食に特殊化したもの

や（Matile，1997）、変形菌（＝真性粘菌）の子実体食に特殊化した属も知られ

ている（杉浦ら，2002）。Frouz（1997）は土壌性双翅目幼虫を食性によって

phytophages、　humus　feeders、　mycophages（mycetophages）、　saprophages、

predators、　otherの6つにわけた。一方、　H6vemeyer（1999b）は以下の9つの

グループに分類した。すなわち、リター食者（phytosaprophages）（狭義のリタ

ー食者、耕作地などの堆肥やコンポストを好むもの、リターの他に落枝や朽ち

木も摂食するもの、の3つに細分される）、腐植質食者』（microhumiphages）（リ

ターよりも分解の進んだ腐植質を摂食する）、剥ぎ取り型腐植質食者（surface

scrapers）（リターの表面から細かい腐植質を擦り取るように摂食する）、菌糸食

者（hyphae　piercers）（菌糸を選択的に摂食する、時に生きた植物の根から養分

を吸い取る、タマバエ科に多い）、朽ち木食者（xylophages）、キノコ食者

（lnacro皿ycetophages）、捕食者（zoophages）（昆虫の幼虫などを捕食する）、腐

肉食者（zoosaprophages）（大型動物の排泄物や死体を摂食する）、寄生者
（parasitoids）（等脚類、イシムカデなどの土壌動物に寄生する）である。このう

ち、クロバネキノコバエ科幼虫は、主にリタ…一一食者、腐植質食者、又は朽ち木

食者に該当する。一方、金子（2004）によれば、近年、土壌動物の機能群は、微

生物食者（皿iCrOgraZer）、落葉変換者（htter　tranSfOrmer）、生態系改変者

（ecosyste皿engineer）、根食者（root　grazer）、捕食者（predator）と分類するの

が一般的となっている。土壌性双翅目幼虫の食性ギルドの分類は上記のように

諸説あるが、それぞれの研究の目的や、特に双翅目幼虫のどのグループに焦点
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を当てるかによっても、適切な分類は変わってくるであろう（第5章総合考察

参照）。

　Healey　and　Russe｝Smith（1970）は土壌の双翅目幼虫の個体数が、多くの場

合、リター層よりも腐植層で多くなることを示した。Frouz（1999）は、リター

層と腐植層の境界付近において最も双翅目幼虫の個体数が多くなるが、捕食性

の幼虫はやや深くまで分布する傾向があると述べている。且ealey　and
Russe1・Smith（1972）（in　Binns，1981）によれば、土壌において極めて優占的で

あったクロバネキノコバエ科のCtenosei’ara　hya．砲θ刀刀垣の幼虫の分布はほとん

ど腐植層に限定されていた。ただし、垂直分布は季節や昼と夜の違いによって

も変化するものであることには注意を要する。

　Frouz（1999）によれば、土壌における双翅目幼虫の分布や発育に最も強い影

響を及ぼす環境要因は、リターの流入量と土壌の水分含量である。したがって

これらの要因は、成虫の羽化時期（生活史）とも深く関わっているだろう。Frouz

（1997）は、双翅目幼虫の個体数の年変動を示し、森林においてハマキガの食害に

よりリター流入量が減った年に、ケバエ科、タマバエ科、クロバネキノコバエ

科などの幼虫の個体数の激減を観察した。AltmUller（1979）は、ドイツのブナ

林において、リター量の増す秋から冬にかけて．・双翅目幼虫の摂食活動が最も

高まるとしている。Blackshaw　and　D’Arcy・Burt（1992）は、ケバエ科幼虫の体

長や体重が、秋から急増し真冬に最大に達することを示した。

　土壌だけではなく、朽ち木中にもクロバネキノコバエ科幼虫が多数生息して

いることが知られている。Irmler　et　aZ（1996）はブナ、ハンノキ、トウヒの朽

ち木や朽ちた切り株から合計11074個体の昆虫を採集し、そのうち3956個体

（114種、ただしハネカクシ科は種同定されていない）が甲虫目、5894個体（38

種）がクnバネキノコバエ科、1224個体（55種）がキノコバエ科であったと報

告している。また、H6vemeyer（1998）は、ブナの朽ち木や落枝から22種のク

ロバネキノコバエを含む多くの双翅目昆虫を記録している。Lloyd（1963）は、

ムカデ、等脚i類、カタツムリ、ミミズ、双翅目幼虫などが、気象条件の変化や

日周リズムの影響でブナの落枝の樹皮下とブナのリターとの間を移動（mass

皿ovements）するかどうかを調査したが、樹皮下に生息するクロバネキノコバ

エ科Seiara　sp．の幼虫に関してはこのような移動が認められず、常に樹皮下にと

どまる傾向の強いことを示した。しかし、Ir皿lerθt　al．（1996）はクロバネキノ

コバエ科やキノコバエ科の多くの種が、リターと朽ち木（又は朽ちた切り株）

の両方から採集されることを示しており、これらの種については、環境や気象

条件の変化に応じて、リターと朽ち木との間を移動していることも予想される。

　土壌性のクロバネキノコバエ科幼虫の中には、林内を大きな列をなして移動

する習性を持つ種のあることが、ヨーロッパでは古くから知られている
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（Berthold，1854）。　Imms（1957）によれば列の長さは12－15フィート、幅2・3イ

ンチ、厚さは0．5インチ程で、毎分1インチ程で進むという。またMadwar（1937）、

Steffan（1966）によれば、列の長さは、時には100フィート（約30m）にも達

することがあるという。ヨーロッパではこれらの幼虫をHeerwur皿
（ニarmyworm）と呼んでいるが、アメリカではヤガ科の列をなして移動する幼虫

もarmywormと呼ばれるため、それと区別してsnakewor皿と呼ばれることも

ある。近年、ヨーロッパでこのような習性を示すのは、Seiara　th　oma　aθ（Linnaeus，

1767）とSeiara　militaris　Nowicki，1868であるとされている（Menzel　and

Mohrig，1997）。北アメリカではBecker（1914）によりSeiara　eongrega　te

Johannsen，1914、　Imms（1957）によりSeiara」fra　terna　S　ay，1824、南米（ベ

ネズエラ）ではShaw　and　Shaw（1950）によりSeiara（Neosciara）　bθθbei　Shaw

and　Shaw，1950（＝Odon　tosetara、ろθθβθτ（Shaw　and　Shaw，1950）in　Amorim

（1992））、また東南アジア（インドネシア）からはDe　Meijere（1935）により

Sctara　lygτoρis　E　dwards，1928がarmywormとして記録されている・また・

Binns（1981）によれば、　Lyeoria　soeta　taという種（記載者名不詳）も、何百何

千という幼虫が群れる習性を持っているが、移動する習性は確認されていない。

いずれの場合も、これら古い記録における種の同定は、再検討を要するであろ

う。

（3）生息地選好性

・環境区分による比較

Hδvemeyer（1999a）は森林とそれ以外の環境区分（草地、耕作地、生垣など）

を比較し、森林の方がクロバネキノコバエ成虫の発生個体数がやや多いことを

示した。また、Nielsen　and　Nielsen（2004）は大麦畑と休閑地で土壌から羽化

するクロバネキノコバエの発生個体数を比較し、前者では年間1㎡当たり

480－527個体、後者では369・433個体であった。Frouz（1997）は、畑h休閑地・

草地森林（森林はeuθreusが優占）を一つの二次的な遷移系列と考え、それぞ

れの環境区分で双翅目幼虫の個体数とバイオマスを調査した。その結果・ユス

リカ科やガガシボ科、ミズアブ科では畑、休閑地、草地で比較的高い個体数や

バイオマスを示したが、ケバエ科、タマバエ科、クロバネキノコバエ科では明

らかに森林で高い値を示した。これらの6科の幼虫は多くが腐食性（植物質）

であるが、一方オドリバエ上科やシギアブ科など捕食性の幼虫は草地で比較的

高い値を示した。この研究では更に、個体数の年変動が示されており、森林に

おいてハマキガの食害によりリター流入量が減った年に、ケバエ科、タマバエ

科、クロバネキノコバエ科などの個体数の激減か観察された。このことから・
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これらの幼虫にとっては厚く堆積したリター層が生息環境としてたいへん重要

であると推察される。

・広葉樹と針葉樹、植生による違い

　広葉樹林と針葉樹林においてクロバネキノコバエ成虫の発生個体数を比較し

た場合、Paquin　and　Coderre（1997）は広葉樹林の方が多いという結果を示し

た。Thiede（1977）はドイツのトウヒ林から羽化トラップを用いて年間1㎡当た

り1083・2612個体のクロバネキノコバエ（双翅目昆虫の全捕獲個体数は

2168－3745個体）を捕獲した。一方Alt皿Uller（1979）同じドイツのブナ林から

年間1㎡当たり3205個体のクロバネキノコバエ（双翅目昆虫の全捕獲個体数は

4114個体）を捕獲した。H6vemeyer（1999a）は6つの植生区分における発生

個体数を羽化トラップを用いて比較した結果、個体数の多い順に、トウヒ林、

ブナ林（皿oder型土壌）、マツ林、ブナ林（mu11型土壌）、コナラ林、低地林（ハ

ンノキ、ヤナギ、トネリコなどの混交林）となり、概して針葉樹林の方が多い

ことを示した。Shimazaki　and　Miyashita（2000）は、同様に羽化トラップを用

いて土壌から羽化するクロバネキノコバエを定量的に捕獲したが、初夏の調査、

秋の調査いずれにおいても、マツ林において広葉樹林（ケヤキ、ホオノキ、ア

ワブキが優占）よりも多くのクロバネキノコバエが捕獲iされた。以上の知見に

基づくと、発生個体数に関しては、常に広葉樹林又は針葉樹林のどちらかに多

いという一般的な傾向は見られない。しかし、特定の種のクロバネキノコバエ

にある程度の選好性があることも知られており、Mohrig　and　Jaschhof（1999）

は、クロバネキノコバエ科の1種、αθ刀08（泣斑垣a砲θロ加θカミ旧北区温帯林の

針葉樹林における普通種であると指摘した。

　また、個体数ではなく種数で比較した場合には、一般に広葉樹林の方が高い

値を示すと言われている（Menzel　and　Mohrig，1997；Mohrig　and　Jaschhof，

1999）。H6vemeyer（1999b）は、羽化トラップを用いてクロバネキノコバエを

含む腐植質食の陸生双翅目幼虫の種多様性を5つの植生タイプで比較した。こ

れらの植生から全部で179種が捕獲され、このうち全ての植生タイプで捕獲さ

れた種は全体の1割弱であった。また、植生タイプ別では、種多様性の高い順

にハンノキ・ヤナギ林、ブナ林、コナラ・クマシデ林、牧草地、生け垣（クマ

シデ、カエデ、サンザシが優占）であった。

・mul型土壌とmoder，　mor型土壌

　一般に温帯林では、mull型の腐植土壌においては大型の土壌動物が、　moder

やmor型の腐植土壌においては小型の土壌動物が優占的であることが知られて

いる（金子，2000）。双翅目幼虫は、終齢幼虫の体サイズから見れば中型・大型土
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壌動物に分類され、Heaユey　and　Russel・S皿ith（1970）は浮遊法（flotation

technique）を用いてイングランドのmul1型土壌（コナラ、トネリコ、ハシバ

ミが優i占）から1㎡あたり平均12150個体の双翅目幼虫を捕獲し、一方同じイ

ングランドの皿oder皿or型土壌（ブナ、クリ、コナラが優占）からは1㎡あた

り平均4900個体の双翅目幼虫を捕獲した。クロバネキノコバエ科幼虫も、体サ

イズから見れば中型一大土壌動物に属するが、双翅目幼虫の一般的な傾向とは異

なり、moder，　mor型土壌、すなわちリターの厚く堆積した環境に多く見出され

ることが知られており、古くはKUhnelt（1961）により、本科幼虫がバクテリア

が少なく糸状菌の多い皿or型土壌（raw　humus）に多いことが指摘されている。

上記のH6vemeyer（1999a）は、土壌pHが低く、大型土壌動物が貧弱で、落葉

の分解率が低くリター層が厚いタイプの森林、いわゆるmoder型の土壌を持っ

森林において、クロバネキノコバエ科幼虫の個体数が顕著に増加することを示

した。

・若い森林と古い森林

　Thiede（1977）は植栽後45年と95年のドイツのトウヒ林で羽化昆虫相を比

較したが、クロバネキノコバエ科の発生個体数は双方に大きな違いは見出され

なかった。Okland（1996）はキノコバエ科の種多様性とノルウェーのトウヒ林

の様々な環境要因との関わりを考察し、選択した30の環境要因のうち、原生的

な林（01dgrowth　forest，　unlogged　forest）の残っている割合が、最もキノコバエ

の種多様性との相関が強いことを示した。また、保全生物学的見地から、キノ

コバエのような小型の昆虫が容易に分散できるような距離間隔で、多くの地域

の原生的な自然の保護のネットワークが作られていくことの重要性を提言した。

・無機的な環境要因との関わり

　Irmler　et　aZ（1996）はブナ、ハンノキ、トウヒの朽ち木から羽化する甲虫目、

キノコバエ科、クロバネキノコバエ科の種数や個体数を調査し、これらに最も

強い影響を及ぼすのは、樹種の違いよりもむしろ朽ち木の水分含量や腐食段階

であることを示した。ただし、上記3つの分類群の中で、キノコバエ科は比較

的樹種の違いの影響を強く受けていた。

・環境の異質性（heterogeneity）

　近年、生息環境の異質性（微環境の多さ）と種多様性との間に正の相関のあ

ることが様々な動物群で確認されている（Townsend　et　al．，2000）。　H6vemeyer

（1999b）は、クロバネキノコバエ科を含む腐植質食の土壌生双翅目幼虫を用い

てこの相関を示したが、肉食の土壌生双翅目幼虫には同様の傾向は認められず、
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こちらは、むしろ羽化した後の地上部の環境要因との関わりが強いことを示唆

した。

（4）農業害虫

　本科幼虫はまれに作物（マッシュルーム、野菜、花卉など）を加害すること

が古くから世界各地で報告されている（Gerb　atchevskaya，1963；Loudon，1978，

1980；White，1986）。加害状況はたいてい、作物の地下部（根や球根）の腐れか

けた部分を食害し、腐敗を更に進行させ商品価値を低下させるというものであ

る。これまで、およそ20種が害虫として報告されているが、いずれも被害は小

規模で、特定の作物に甚大な被害を及ぼすことはない。日本では、Lyeoriella属、

Bradysia属、　ahaetoseiara属の幼虫による、マッシュルーム（ツクリタケ）・

シイタケ、キュウリ、ジャガイモ、ショウガ、ユリ、リンドウなどへの被害が

報告されている（笹川・赤松，1978；小川ら，1985；Sasakawa，1992；笹川，1993）。

また、近年劉ら（2002）は、食用キノコの害虫としても知られているチバクロバ

ネキノコバエ（Bradysiaρa　upera）のメスが、雄の交尾行動を誘起するための性フ

ェロモンを発することを明らかにした。
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研究目的

　本研究の目的の第一点目は、日本産クロバネキノコバエ科の分類学的研究を

進展させることである。緒言で述べたように、本科の分類学的研究は、これま

でドイツや北欧を中心にして進められてきた。しかしこれは本科が特に冷温帯

で種数の多い昆虫であることを意味するのではなく、現在、暖温帯や熱帯地域

における本科の種多様性の解明が強く望まれている現状である。ヨーロッパと

日本との間には、海や南北に延びる広大な山脈など大きな地理的障壁は存在せ

ず、そのため、両地域にまたがる広域分布種は昆虫では多数知られている。一

方で、分布が局所的でヨーロッパ産と日本産とでは別種と同定される場合も多

く、また、ヨーロッパからロシア、中国、日本と、東西に広がる分布域の中で

形態が連続的に変化する（クラインを形成している）種も知られている。更に

南北に長い日本には、冷温帯から亜熱帯までを含む多様な環境が存在し、また、

動物地理学的には旧北区と東洋区の境に位置するため、とりわけ南日本には東

洋区系の要素が入り、複雑な昆虫相が成立している。そのため、日本において

本科の分i類学的研究を進めることの意義は非常に大きく、本科の種多様性の解

明と分類体系の再構築に大きく寄与するものである。

　本研究では日本産クロバネキノコバエ科の中でも、特にSeiara属群を研究対

象とした。本属群は本科の模式属Seiara　Meigen，1803を含み、これは本科の中

で最も古くに設立された属であるため、歴史的にはいわゆるcatch－all　genus（同

定の難しい種が全てこの属に分類されるという、いわばゴミ箱のような役割を

持っ属）であった。そのため、日本産種の分類学的研究を進めるにあたり、ま

ず本属の日本産既知種の分類学的知見を整理することは、非常に重要である（第

2章（2）参照）。また、Seiara属群は本科の中でも原始的な一群と推測されてお

り（Menzel　and　Mohrig，2000）、系統進化の点からもたいへん興味深い。また、

本研究では特に、雄だけではなく種分類形質の乏しい雌個体についても形態の

観察と記載を行い（第2章（2）参照）、また、世界的に知見の乏しかった、未成

熟期の形態を明らかにすることも試みた。本科の系統進化はこれまで成虫の形

態形質に基づいて研究されており（Menzel　and　Mohrig，2000）、特に未成熟期の

形態の解明は、本科の系統解析に新しい可能性をもたらすものである。また、

同時に未成熟期の同定を要する生態学的研究にも大きく貢献することが期待さ

れる。

　本研究の目的の第2点目は、クロバネキノコバエの未成熟期の生息地選好性、

生活史や季節消長など、基礎的な生態学的知見を集積することである。緒言で

述べたように、本科の幼虫は土壌生態系の中で落葉変換者として重要な役割を

担っており、また、土壌からの羽化昆虫として非常に優占的であることが知ら
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れている。にもかかわらず特に種レベルでの生態的知見がほとんど蓄積されて

いないのは、同定が困難であるからにほかならない。とりわけ未成熟期と雌成

虫は現状では形態による種同定が困難であるため、生態学的研究においては、

多くの場合特定の種の個体数を数えることが不可能である。そのため本研究で

は、上記のように雌成虫や未成熟期にも着目した分類学的研究を進め、それら

に基づき、特にSeiara属群幼虫の生息地選好性と食性、クmバネキノコバエ科

の土壌からの発生個体数、及び横浜国大構内で最も優占的なクロバネキノコバ

エであるαθ刀05ぼa斑垣po面ca　Sutou　and　Ito，2003の季節消長に関する知見の

蓄積を試みた（第4章参照）。

　本研究の目的の第3点目は、系統分類学と生態学、両分野にまたがる視点か

ら、Sciara属群の系統進化を考察することである。フィールドワークで蓄積さ

れる生態学知見は、実際には数万年、数百万年という長い歴史的変遷を経て成

立したものである。また、分岐図によって示される系統進化も、実際には単な

る枝分かれではなく、多くの生態学的な要因が絡み合う複雑なものであったは

ずである。本研究では第5章で、特にSeiara属群やクロバネキノコバエ科幼虫

の食性進化について考察し、フィールドで得た生息地選好性や食性に関する知

見の進化的視点からの説明を試みた。
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第2章　分類学的研究

（1）研究方法

・形態用語及びSciara属群の定義（Figs．1，2）

　本科成虫の分類学的研究においては様々な形態形質が用いられてきたが、と

りわけ属分類形質、種分類形質として重要なのは、触角鞭節第4節（4th
且agellomere）の長さや表面構造、小顎髪（p　alpus）の長さや形状、棘毛の状態、

翅脈相、前肢脛節端（inner　ap　ex　of　foretibia）の棘毛の配列、そして最も重要な

のは雄交尾の形態である（Fig．1）。前肢脛節端の構造はTuomikoski（1960）に

よって初めて本科成虫の分類形質として用いられ、以来、特に属分類には必須

の形質として知られている。翅脈相や雄交尾器の分類学的重要性は本科に限ら

ず、様々な昆虫にも共通していることである。各翅脈の命名については、通常、

様々な昆虫類を比較した結果としての相同性が重視されるが、クロバネキノコ

バエ科の翅脈相については、特に、“x”，“y”など、若干、独特の用語の適用が見

られる（Fig．29）。“x”，“y”は相同性を考慮すれば、本来、　xはbase　of　media、　y

はr一皿crossveinと記述られるべきものであるが、簡略化のためLengersdorf

（1928・1930）、Frey（1942，1948）らに使用されはじめ、以後、本科成虫の記載に

広く用いられるようになった。本研究における成虫形態の用語の定義はMenzel

and　Mohrig（1997）に従った。この先行研究も含め、本科の雄交尾器はこれま

で、4つの部分、すなわちgonocoxite，　gonostylus，　tegmen，　aedeagusに分けて

解釈され、記載論文においてはそれぞれの部分の形状が記載されてきた。しか

し、本研究では、より微細な構造に着目し、tegmen，　aedeagusの周囲に更に2

つの切片を見出し、それぞれをparamere，　parameral　apodemeと命名して、そ

の系統分類学的重要性を指摘した（Fig．6B、第2章（2）のDiscussion参照）。

　本科の未成熟期の形態はMadwar（1937）、　Plachter（1979b，　c）、

Blaschke－Berthold（1988）らによって明らかにされてきたが、今なお非常に知

見が不足しており、形態用語の定義も今後様々な検討を加えて行く必要がある

と考えられる。本研究における未成熟期の形態の用語の定義は、Menzel　and

Mohrig（1997）に従った。また、それに加えて以下の用語の定義を新たに行っ

た。まず幼虫の気門の記載を試み、2つの気門開口部にそれぞれ、ecdysial　scar，

spiracular　op　eningの名称を与えた。また、幼虫頭部背面の感覚孔にp1－p9の

番号を与え、その系統分類学的重要性を論じた　（Fig．30、第2章（5）の

Discussion参照）。
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　本研究の研究対象であるSeiara属群はMenze1　and　Mohrig（2000）が雄成虫触

角の2つの共有派生形質［雄成虫触角第4鞭節の首部（neck　portion）が短くその

長さは幅の1／2以下；雄成虫触角鞭節の表面は滑らかで、ざらざらした表面構造

を欠く］（Figs．8B，11B）に基づき単系統群と推測した一群である。触角以外に本

属群に共通する形態形質として重要なのは、前肢脛節端に半円形の剛毛密生域

が存在すること、また、翅脈R1が長いことである（Fig．2）。本属群はSeiara，

Lep　tosctarel7a，7｝riehosia，　Seythropoehroa，　Sehwenekfeldina，　ahaetoseiaraの

6属から構成され、血ieh　osia属は更に、7｝ieh　osia，　Baθoseiara，　Mo　uffe　tin　aの

3亜属に分類される。なお、Vilkamaa　and　Hippa（2004）は、系統解析の結果、

Seiara属群の単系統性を否定し、その構成属のうちSeiara，．Lep　toseiarel7a，

伽iehosiaの3属とSeythroρoehroa，　Schwenckfeldina，　Ohaetoseiaraの3属を

互いに遠く隔たったクレードに位置づけた。しかし、解析に用いた形質数や種

数が少なく、特に種数はクロバネキノコバエ科全体で52種のみであるのが難点

であった。そのため本研究では、旧北区産約800種に基づく包括的な研究であ

るMenzel　and　Mohrig（2000）の分類体系に従った。

・採集方法

　ここではまず、クロバネキノコバエ科（成虫、幼虫）の採集方法について概

説する。本科成虫は、一般に捕虫網によるスイーピング法によって採集される。

マレーズトラップやイエローパントラップ、時にはキャノピーノックダウンに

より採集されることもあるが（Ktching　et　aZ，2004）、スイーピング法が最も簡

便に、効率よく採集できる方法のようである。ただし、イエローパントラップ

は、翅が退化的で専ら地表付近を生息場所としている、いわゆるepigea1と呼ば

れる生態をもつ種を採集するのには最も適している。

　また、近年、羽化トラップを用いることにより、土壌から羽化してきた本科

成虫を効率よく採集できることが示されている（H6vemeyer，1999a；Shimazaki

and　Miyashita，2000）。羽化トラップは、　emergence　trap又はphoto・eclector

と呼ばれ、主に昆虫が暗いところから明るいところへ出て行く性質を利用した

トラップである。地表面や朽ち木に仕掛けるものの他に、水生昆虫用も考案さ

れている。羽化トラップが双翅目昆虫の採集に適していることは多くの先行研

究により示されており（Southwood　and　Henderson，　2000）、これには、一般に

双翅目昆虫の一世代の生活期間が短い（何度も羽化する）こととも関係してい

るだろう。また、クnバネキノコバエ科成虫（特に雌）は一般に強い正の走光

性を持っており（Binns，1979）、このトラップによる捕獲に適した分類群である

と言える。ただし、羽化トラップの内部は、通常外部よりも気温の変動が小さ

くなるため、特定の昆虫の季節消長を調べる場合などには注意を要する
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（Southwood　and　Henderson，2000）。　H6vemeyer（1999a）によれば、　Funke

（1971）の研究が、ヨーロッパのブナ林における羽化トラップを用いた生態学的

研究のパイオニアワークとされている。また、羽化トラップは、土壌だけでは

なく、朽ち木をくるむようにして設置されることもあり、このようにして多く

のクロバネキノコバエを採集することも可能である（lrmler　et　al．，1996）。

　クロバネキノコバエ科幼虫の採集は、成虫の採集と比して困難である。その

原因の一つとして、本科幼虫の土壌における分布が非常に不均一であることが

あげられる。陸生双翅目幼虫の中でも、ケバエ科やクロバネキノコバエ科の幼

虫は群生する傾向の強いことが知られている。この群生コロニーは一卵塊に由

来することが示唆されてはいるが（Kevan，1955，1962）、コロニーの分裂や合体

も観察されており（須島、未公表）、これらの生態には未解明な部分が多い。

　土壌動物の抽出装置としては、ツルグレン装置が広く普及しているが、本科

幼虫は乾燥や高温に弱いため、ツルグレン装置における抽出効率は非常に低い。

これに対してHe　aley　and　Russe11－Smith（1970）は双翅目幼虫の比重を検討し

たうえで（クロバネキノコバエ科幼虫は1．04）、水洗ふるい法（wet　sievillg

皿ethod，　wet　sifting　method）と浮遊法（flotation）の併用により、ほぼ100

パーセントの双翅目幼虫の抽出効率を得た。浮遊法による本科幼虫の抽出効率

の高さは、Calvert（1987）においても確認されているが、この手法は、幼虫の

抽出効率が高く活動性のない卵や蠕も採集できるという利点がある一方で、非

常に手間がかかり、一度に少量のサンプルしか処理できないという欠点もある。

　本研究では、著者須島によるクロバネキノコバエ科成虫の採集は捕虫網によ

るスイーピング法、地表面に設置した羽化トラップ法（40cm×40Cln、木製、

第4章参照）、又は幼虫、踊の飼育によって行った。また、マレーゼトラップ（上

杉謙太氏、大川あゆ子氏採集）、ライトトラップ（山内健生氏、後藤純子氏、細

田浩司氏採集）、イエローパントラップ（田辺慎一氏採集）によって採集された

標本も所見した。幼虫、踊は全て須島により直接採集、またはツルグレン装置

により採集された。本研究では、日本各地からクロバネキノコバエ科の標本の

収集を試み、その中からSeiara属群の標本を引き抜き研究材料とした。本科の

標本を入手することのできた地域をFig．3に示す。
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（2）Genus　Seiara

（和名新称　ホンクロバネキノコバエ属）

（Figs．4－13）

Abstract

　　Eleven　species　of七he　Japanese　Seiara　are　studied　and　eight　species

includingぷpθeti五nealis　Sutou，2004　and　S．　kゴtakaヱnie」nsis　Sutou，2004　are

described　with　figures．　S．　hθrnθrobin’磁（Scopoli，1763），　S．　he！vOfa　Winnertz，

1867and　S．皿α1励励ulosa　Mohrig　and　Koz白nek，1992　are　newly　recorded

丘o皿Jap　an．　New　localitie　s　of　S．～thoraeiea　Matsumura，1916，’S．加m　era7is

Zetterstedt，1851　and　S．　melanostyla　Mohrig　and　Krivosheina，1990　are

recorded．　A　known　locality　of　S．五～ekseheWt’tzl’Lengersdorf，1934　is　noted．

The　species　nameぷ痘8ゴShinji，1938　is　treated　as　nomen　dubium．、Lyeoria

（＝Seiara）ノ∂ρoniea　Enderlein，1911　is　treated　as　the　species　of　the　genus

Bxadysia　according　to　Sutou　et　al．（2004）．

Key　words　Sciaridae，　Seia」ra，　taxonomy，　new　species，　Jap　an

Introduction

　　The　genus　Sciara　Meigen，1803　is　known　to　be　no皿ina1　genus　of　the　family

Sciaridae．　Prior　to　this　original　description，　the　genus　Lyeoria　had　already

established　for　the　same　taxon　in　the　pamphlet　of　Meigen（1800）．且owever，

this　publication　was　suppressed　under　the　plenary　power　of　the

InternationaユCo皿mission　on　Zoologica1　Nomenclature（1．　C．　Z．　N．1963），　and

the　genus　Lycoria　became　one　of　the　synony皿s　for　the　genris　Sciara．　Until

the　early　20th　cen七ury，　generic　classification　of　sciarid　fLies　was　considerably

unstable，　and　the　genus　Sctara　had　frequently　been　treated　as　a　catch－all

genus．　However，　generic　concep七〇f　the　Palaearctic　species　has　well　been

studied皿ainly　by　Tuo皿ikoski（1960），　Freeman（1983），　and　Menzel　and

Mohrig（1997，2000）．　The　new皿onograph，　Menze1．and　Mohrig（2000），

recorded　17　species　of　Seiara　from　the　Palaearctic　region，　dividing　them　in七〇

three　species　groups．　These　generic　and　species　group　concep七s　are　fbllowed

in　the　present　study．　See　key　to　the　species　in　the　present　study　to　recOgnize
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each　species　group　of　Seiara．

　　The　first　record　of　Seia」ra　in　Japan　was　the　description　of　S．　thoraciea

Matsumura，1916　from　Hokkaido．　A丘eヱthis　description，　Jap　anese皿emhers

of七his　genus　have　not　been　recorded　fbr　a　long　time．　Recently，　YUkawa　et　al．

（2000）recorded　S．」mθ丘」nostyla　from　the　garden　of　the　1皿p　erial　P　alace，旺bkyo．

Sasakawa（2003）repoヱted　the　distribution．　of　S．」h　uni　eralis　in　G血Prefbcture

and　that　of　S．ノaeks（rhθrvゴ伽’in　Kyoto　Prefbcture．　Therefbエe，　fbuエspecies　of

Seia」ra　have　been　known　from　Japan　thus　far．　The　present　study　incエeases

the　species　number　of　Japanese　Sciara　to　nine　including　three　new　records

and　two　new　species．

Ma七erials　and　methods

　　Since　1995，　the　new　materials　were　collected　by　insect　net，　Malaise　trap，

1ight　trap　or　sticky　paper　trap，　and　were　preserved　in　70・・80％ethanol　or

pinned　and　dried．　In　the　collecting　records　of　each　species，　Hokkaido，

Honshu，　Shikoku　and　Kyushu　mean　four　main　islands　of　Japan．　The　male

genitalia　of　dried　specimens　were　cleared　in　10％KO且solution　and　were

mounted　on　glass　shdes　with　glycerol．　The　ethanol　specimens　were　also

cleared　in　10％KOH　solution　and　were　dehydrated　through　ethanol　series　or

directly　dehydrated　without　KOH　treatment．　Then，　they　were　mounted　on

glass　shdes　with　xylo1－based　Canada　Balsam　after　the　treatment　ln　creosote

oil　which　was　recommended　in　Menzel　and　Mohrig（1997）．　The　drawings

were　prepared　thr・ugh　the　c・皿P・und皿icr・sc・pe（Nik・n　ECLIPSE　E600）

and　camera　lucida．　Terminolo　gy　of　adult　morphology　fblows　Menzel　and

Mohrig（1997）except　for　p　aramera1　apodeme　and　para皿ere・which　are　used

according　to　the　definition　by　Steffan（1966）and　Wilkinson　and　D　augherty

（1970）（See　Fig．6B）．

　　Depository　of　exa皿ined　specimens　are　abbreviated　as　fbllows．　NSMT：

National　Science　Museum（Natural　Histoエy），　Tokyo，　Jap　an；PCMS：Private

Collection　of　Mitsuaki　Sutou，　Yokohama，　Kanagawa　Pref．，　Jap　an；PCMSA：

Private　Collection　of　Mitsuhiro　Sasakawa，　Hirakata，　Osaka　Pref．，　Japan；

DEI：Deutsches　En七〇皿010gisches　Institu七，　Eberswalde，　Ger皿any；FMNH：

Finnish　Museu皿of　Natura1且istory，　University　of　Helsinki，　Finland；EAHU：

Systematic　Entomolo　gy，　Faculty　of　Agriculture，　Hokkaido　University，

Sapporo，　Jap　an；NIAE：Insect　Syste皿atics　Lab　oratory，　Na七ional　Institute　fbr

Agr・・Envir・nmental　Sciences，　Tsukuba，　lbaraki　Pref・，　Japan；PAS：P・1ish
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Academy　of　Science，　Warszawa，　Poland；FFPR：Depaxtment　of　Forest

Vegetation，　Forestry　and　Forest　Products　Research　Institute，　TsUkuba，

Ib　araki　Pref．，　Jap　an．　All　examined　sp　eci皿ens　in　NSMT，　P　CMS，　PCMSA，　DEI，

FMN且and　one’fe皿ale（Lectotyp　e）and　one　male　of　S．～thoraci’ca　in　EA且U　are

皿ounted　on　glass　slides．　The　specimens　in　EAHU　except　fbr　above　two

specimens　and　those　in　NIAE，　PAS　and　FFPR　are　pinned　and　dxied．　All　the

holotype　specimens　prepared　in　the　present　study　are　deposited　in　NSMT，

and　the　p　aratypes　are　sep　arately　in　NSMT，　PCMS　and　DEI．

Key　to　the　Japanese　species（male）

1．Wing皿embrane　with　macrotrichia　or　rarely　bare；posteror　pronotum

　　with　setae；dorsal　surface　of　gonocoxite　deeply　concave（Figs　5A，7A，8C，

　　　9A）＿＿＿＿．．＿．＿＿＿＿＿．．＿．．＿＿＿＿＿＿．．＿＿＿．．＿＿＿．＿．．＿＿∴＿．＿．＿＿＿＿2

－Wing　皿embrane　and　pos七erior　pronotum　bare；dorsal　surface　of

　　　gonocoxite　　　　　shallowly　　　　　concave　　　　　（Figs　　　　　10A，

　　　11C）＿．．＿．＿．．．．＿＿＿．．．．＿＿．．＿．．＿＿．．＿＿．．．．．．．．7（S．　h迦θ毘～1Zg　species　group）

2．Inner　side　of　gonocoxite　without　long　setae；concavity　of　dorsal　suヱface　of

　　　gonocoxite　　does　　not　　reach　　its　　basal　half　　（Figs　　5A，

　　　7A）＿＿．．．．．．．．．．．．．．＿．．＿．．．．．．＿．＿．．＿．＿．．＿．．．．3（S．　hθrn　erobioides　sp　e　cie　s　group）

－Inner　side　of　gonocoxite　with　rows　of　long　setae；concavity　of　dorsal

　　　surface　　of　　gonocoxite　　reaches　　its　　basal　　half　　（Figs、8C，

　　　9A）．．．．．＿．＿．．．．．．．＿．．．．＿．．．＿．＿．．．．．．．．＿＿．．．．．．＿．．＿6（S．　rutfea　uda　specie　s　group）

3．Thorax　orange　brown．．．＿．＿．＿．．＿．．．．．＿＿＿．＿＿．＿＿．．＿＿＿＿＿＿S．　thoraeiea

－Thorax　dark　brown　or　brown＿．＿．．．＿．＿．．＿．．．．＿＿．．．＿．＿．＿．＿．．．．．．．．．．．．＿．．＿．4

4．Gonostylus　　wi七h　　well　　differentiated　　5・8　　，　spine　s　　（Fig．

　　　6A）．．＿．．．．．＿．＿．．＿．＿．＿．．＿．．＿．．．．＿．．＿．．．＿．＿．＿．＿．＿．．＿．．＿＿．S．　hθm　erobioi’des

－Gonostylus　without　spines（Fig．7B）．＿．．．＿＿＿＿＿＿．．．＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿5

5．Te　gmen　almost　as　long　as　or　slightly　shorter　than　wide　（Fig．

　　　7A）．．．．．＿＿．．＿．．＿．＿．＿．＿．．．．．．＿．＿．．．．．．．．．．．台．＿．．．＿◆◆＿．．．＿．＿＿．．＿＿＿＿S．　h　e　lvola

－Ti．　gmen　longer　than　wide．＿．＿．＿＿＿．．．．＿．．＿＿＿＿＿＿．＿＿S．　la　ekschθWt’tzi

6．Gonostylus　　nearly　　clavate　　shaped・　as　　shown　　in　　Fig．
　　　8D．．．＿．．＿＿．．．．．＿．＿．．＿．＿．．．．．．．＿．＿．．．＿．．＿．．．．．．．．．．．．．．．＿．．．．．＿＿．．．S．　peeti五ロeakls

7．

Gonostylus　slender　as　shown　in　Fig．9C＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿S．　rnelano●鋤

Each　gonostylus　with　more　than　10　spine　s（Fig．10B）＿．．S」囮ultispin　ulosa

Each　gonostylus　with　le　ss　七han　10　spines　（Figs　l1D，　12A，

B）．．．．＿．．＿＿＿．＿＿．．．．＿＿＿＿＿＿．．．＿＿…………・・…・……………・・……∵……1－・－8
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8．Gonostylus　without　horn・1ike　large　process（Fig．11D）；aedeagus　stout

　　　（Fig．11　C）．．．．．．＿．．．．．＿．＿．＿．＿．．．．＿＿．．＿．＿。．＿．＿．＿．＿．．．．．．．．＿．．S．　kitaka皿iensis

－Gonostylus　with　horn・hke　large　process（Fig．11A，　B）；aedeagus　slender

　　　（Fig．12C）＿L＿．．＿＿．．＿．＿．．．＿＿＿．＿＿．＿＿．．．．＿．．．．．．＿．＿．．．＿．．．．．．．S．　h　um　eralis

　　　　　　　　　　　　　　　、Seiara　thoraαica　Matsumura，1916

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fig．5）

Seiara　thoTaeiea　Matsumura，1916：436－437．聡ηpe　locality：Sapporo，

Hokkaido，　Jap　an．

Maユe．　Head：Eye　bridge　broad，5facets　wide．　Prefrons　with　many　setae，

clypeus　with　several　setae．　Postgena　wide　in　lateral　view　with　marginal

setae．　Scape　and　pedicel　orange　brown，　each　with　7・12　setae；flagellomeres

brown；4th　flageUomere　2．5－3．O　times　as　long　as　wide，　neck　portion　1／8－1／10

0f　its　whole　length，　hairs　yellowish　and　about　O．71ength　of且agellomere

width．　Palpus“brown，3・segmented　with　length　ratio　of　1．4：1．0：1．4，1st

segment　with　about　12　setae　mainly　on　its　outside　and　with　indistinct　daでk

brownish　sensory　area　bearing　minute　sensilla，2nd　segment　with　about　20

setae，3rd　seg皿ent　slendeヱwith　about　18　setae．

Thorax：Color　erange　brown　or　rufous；dorsocentral　setae　on　mesonotum

weak　and　short，　dorsolateral　Setae　on　mesonotum　dark　brownish　and　long；

scutellum　with　various　length　of　dark　brownish　setae；posterior　pronotum

with　setae．　Coxae　and　femora　orange　brown，　trochanters　and　tibiae　brown，

tarsi　dark　brown；each　tibial　vestituエe　without　diffbエentiated　spinぴhke　short

setae；fbre　tibial　spur　1．2　times　longer　than　width　of　tibial　apex．　Wing

infuscate；wing　me皿brane　with　dorsal　and　ventra1　macrotrichia　mainly　on

i七smarginal　portion　of　distal　ha1£M1，　M2，　CuA1，　and　CuA2　with　dorsal

macrotrichia，　ste皿of　M　with　3・5　dorsal　macrotrichia，　dista12／30f　R5　with

both　dorsal　and　ventral　macrotrichia，　x　bare，　y　bare　or　with　a　fbw　dorsal

macrotrichia；length　of　R1＝1．1R，　stem　of　CuA＝O．5－O．8x，　x　equal　to　or

slightly　longer　than　y，　c＝0．6w；R1　ending　at　s　ame　leve1　of　branching　point　of

M．Halter　largely　dark　brown，　proxi皿al　paエ七1igh七brown，　knob　with　many

setae．

Abdomen：Tergites　and　sternites　dark　brown　or　black，　dark　brownish　setae

well　developed；皿embrane　between　tergites　and　sternites　orange　brown，
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almost　concolorous　with　thorax．　Gonocoxite（Fig．5A）stout　and　rounded，

ventroproxima1　p　art　for皿ing　narrow　bridge，　dorsal　surface　deeply　concave，

each　apex　of　gonocoxite　usuaユly　lacking　a　d土任erentiated　long　seta；gonostylus

（Fig．5B）nearly　rectangUlar，　apical　portion　bending　inward　and　with

numerous　shoヱt　conical　setae，6－8　spines　located　ventroapically；tegmen（Fig．

5A）nearly　trapezoidal　in　shape　with　rounded　apex，　slightly　longer　than　wide，

minute　deエ1ticle　s　located　at　central　p　ortion；aedeagus　short　and　stout；

paramere　sclerotized　with　three　distinct　processes．

Wing　length：4．8・6．O　mm．

Female．　Different　from　male　in　the　following　characters：Eye　bridge　4・5

facets　wide．　First　flagelomere　orange　brown　with　7・10　brownish　setae

among　yellowish　hairs；4th　flagellomere　2．3・2．7　times　as　long　as　wide，　neck

portion　about　1／120f　its　whole　length，　hairs　about　half　as　long　as　width　of

seg皿ent．　Length　ra七io　of　3－seg皿ented　palpus　1．5：1．0：1．6，1st　seg皿ent　with

about　14，2nd　with　about　22，3rd　with　about　20　setae．　Stem　of　M　with　3・8

皿acrotrichia；stem　of　CuA　＝0．4・0．5x；Rl　ending　beyond　level　of　branching

point　of　M．　Body　size　distinctly　larger　than皿ale，　wing　length　6・3－8・6皿m・

Specirnens　examined．且okkaido．1♀，7．VII．1951，　Sounkyo，43°43’N　142°57’E，

ユ100malt．，　Ka皿ikawa　town，1eg．　S．　Kato［NIAE］；1♀，4・5．VII．1974，　Rubesibe

town（near　Kitami　city），1eg．　T．　Ku皿ata，　M　Suwa，　S．　Aoki，　T．耳attori

［EAHU］；1g，18．VI．1905（1ectotype），3♀，11．VI．1918，　Maruyama，43°03’N

141°18’E，200malt．，　Sapporo　city，1eg．　S．　Matsumura［EAHU］；1♀，

19．VI．1931，　Maruyama，皿aybe　SapPoro　city，1eg．　Okada［EAHU］；3♀，

17．VI．1949，　Sapporo　city，　le　g．　S．　KATO［NIAE］；1♀，10．VI．1975，　Nopporo，

43°02’N141°31’E，50　m　alt．，　Ebetsu　city，1eg．　M．　Suwa［EAHU］；1♂，

16．VII．1925，　Iyo？，1e　g．　S．　Matsumura［EAHU］．　Honshu．1♀，8．V．2002，0gawa

Forest　Reserve，36°56’N　140°35’E，580－800　m　aユt．，　Kitaib　araki　city，　lbaraki

Pref．，　leg．　M．　Shibata［FFPR］；1♀，4．V．　1934，　Yoga，　Tokyo，1eg．　S．　Yamamoto

［EAHU］；1♀，6．V1934，　Tamagawa，　Tokyo，　le　g．　S．　Yama皿oto［EA且U］．

Shikoku．181♀，10．V．　1951，　S　amachi，　Tokushima　Pref．，　le　g．　T．　Shiraki

［NIAE］；1g，22．IV．　1933，　Engyoji，33°36’N　130°30’E，200　m　al七．，　Kochi　city，

Kochi　Pref．，　leg．　Y　Sugihara［EAHU］．　Kyushu．2♂14♀，26．IV．2000（reared

from　p　up　ae　collected’at　20．IV．2000，　Mt．　Inunaki，33°41’N　130°32’E，480皿alt・，

且isaya皿a七〇wn，　Fukuoka　Pref．　by　M．　Sutou）［PCMS］；1♂11♀，2．V．　1999，　same

locali七y，　leg．　T．　S　aigusa，　T．　Tachi［P　CMS］；2♂129，28．IV．　2001，　Taranakayama，
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32°57’N130°01’E，540　m　alt．，　Tara　town，　Saga　Pref．，1e　g．　T．　Yamauchi（light

trap）［P　CMS］．

Remarks．　Mehze1　and　Mohrig（2000）redescribed　S．　thoraeiea　in　detail，　but

their　description　of　the　male　was　b　ased　on　only　one　sp　ecimen（16．　VII．1925，

Hokkaido，1eg．　S、　Matsumura［EAHU］）．　It　is　strongly　suggested　that　they

皿istook　the　paramere　fbr　the　teg皿en　in　their　description　of　this　species（see

Fig．99d），　which　is　probably　due　to　bad　condition　of　the　exa皿ined　specimen．

We　redescribed　this　species　based　on　fresh　materials　showing　the　p　aramere

and　tegmen　in　Fig．5A．

　　We　can　e　asily　distinguish　S．　thora　eiea　from　the　other　Jap　anese　Sciara　by

its　characteristic　body　coloration，　rufbus　thorax　and　dark　abdomen．　Menzel

and　Mohrig（2000）refbrred　to　S．　copiosa　Le　ngersdor£1927　and　S．　rufith　orax

van　der　Wulp，1881　from　the　Oriental　rei吾on　as　the　species　having　such　a

rufbus　thorax，　but　their　genital　characters　deny　the　close　relationship　with　S．

thoraeiea．　Besides　the皿，　Sciara直茄τθ刀θ（Lengersdorf，1938）from　Belgian

Congo（Zaire）is　also　known　to　have　a　rufous　thorax．　We　examined　one

female　of　this　species［DEI］，　and　fbund　that　it　is　quite　different　fξomぷ

thoraeiea　by　lacking　macrotrichia　on　the　wing　me皿brane・

　　So　far，ぷthoraeica　has　been　known　only　from　Jap　an．　The　known　localitie　s

of　this　species　in　the　previous　publications　weTe　Hokkaido（Matsumuオa　1916）

and　Honshu（Osaka　Pref．　and　Kyoto　Pref．）（Okada　1938）．　In　the　present

study，　we　report　Shikoku　and　Kyushu　as　the　new　localities　of　this　species．

The　collecting　records　also　suggest　that　this　species　is　univoltine，　and

appears　during　June・July　in　Hokkaido，1ate　April・May　in　．Kyushu，　Shikoku

and　Honshu．　It　is　interesting　that　the　sex　ratio　of　this　species　is　considerably

“biased　to　the　female．　The　examined　speci皿ens　of　this　species　in　the　present

study　sum　up　to　seven　males　and　53　fbmales．

　　　　　　　　　　　　　Seiara力θ皿erobioj’des（Scopoh，1763）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（new　to　Japan）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fig．6）

斑πuノ已力θ刀ierobioゴdes　Scop　oli，1763：324・蹴）e　locali七y：Slovenia・

Sciara～th　ora　aθ：Menzelθτa1，1990：312－313．

Sciara　hθmθrohioides：Menzel　and　Mohrig，2000：520－523．
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Male．且ead：Eye　bridge　4－5　facets　wide　at　broadest　portion．　Prefrons　and

clypeus　with　setae．　Postgena　wide　in　lateral　view　with　marginaユsetae．　Scape

and　pedicel　dailk　brown，　each　with　5・10　setae；且agelo皿eres　dark祉own；4th

flagelomere　2．6－3．O　times　as　long　as　wide，　neck　poエtion　short，1／12・1／90f　its

whole　length，　hairs　yellowish　brown　and　almost　as　long　as　width　of

且agelomere．　Palpus　brown，3－segmented　with　length　ratio　of　1．2：1．0：1．3，

1st　segment　with　8・10　setae　mainly　on　its　outside　and　with　indistinct

browllish　sensory　area　bearing　mi皿te　sensilla，2nd　seg皿ent　with　10・14

setae，3Td　segment　slender　with　10・12　setae．

Thorax：Color　predo皿inantly　dark　brown　or　black；dorsocentraユsetae　on

皿esonotum　short，　dorsolateral　ones　long，　setae　on　scu七ellum　dark　brownish

and　long；posterioT　pronotu皿with　setae．　Coxae　and　femora　yellowish　brown，

tibiae　brown，　tarsi　dark　brown；each　tibial　vestiture　without　differentiated

spine－hke　short　setae；fore　tibial　spur　1．2・1．3　times　longer　than　width　of

tibial　apex．　Wing　infuscate，　with　dark　brownish　anterior　veins　and　brownish

posterior　veins；tip　of　wing　membrane　with　macrotrichia；M1，　M2，　CuA1，　and

CuA2　with　dorsal　macrotrichia，　stem　of　M　bare，　dista11／30f　R5　with　both

dorsal　and　ventral　macrotrichia，　x　bare，　y　bare　or　with　a　fbW　dorsa1

皿acrotrichia；R1＝O．9－1．OR，　stem　of　CuA＝O．2－O．4x，　x＝1．2y，　c＝0．7w；Rl

ending　at　same　leve1　of　branching　point　of　M．　Halter　brown，　knob　with　many

setae．

Abdo皿en：Tergites　and　sternites　dark　brown　or　black　with　dark　brownish

setae，　membrane　between　tergites　and　sternites　brown．　Gonocoxite　stout　and

rounded，　ventroproximal　p　art　with　a　median　cleft，　dorsal　surface　shallowly

concave；gonostylus（Fig．6A）stout　and　clavate　with　5・8（mostly　60r　7）apical

spines，　a　digiti鉛ヱm　i皿er　process　with皿merous　short　conical　setae；teg皿en

（Fig．6B）membranous，　almost　as　long　as　wide　or　slightly　longer　than　wide，

minute　denticles　locate　d　at　centra1　portion；2　branches　of　aedeagus　very　long；

parameral　apode皿e　brownish，　sclerotized，　and　weakly　arcuate　ventraly；

para皿ere　weakly　sclerotized　with　three　distinct　processes，　of　which　the

cen七ra1　one　longest．

Wing　length：3．2－4．1　m皿．

Female．　Diffbrent　from　male　in七he　following　characters：Scape　and　pedicel

each　with　8・12　setae；1st　flagellomere　with　7・10　brownish　setae　among

yelloWish　hairs；4th且agelo皿ere　2．2－2．6　times　as　long　as　wide，　neck　portion
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1／12・1／140f　its　whole　length，　hairs　about　O．7　times　as　long　as　width　of

且agelo皿ere．　Fiヱst　segment　of　palpus　with　10－15，2nd　with　15－20，3rd　with

ユ2－15setae．　Fore　tibial　spur　1．3－1．4　times　longer　than　width　of　tibial　apex．

Length　of　x　equal　to　y；RI　ending　just　opposite　to　or　shghtly　beyond　level　of

bエanching　point　of　M．　Wing　length　4．8－6．3　mm．

Specimens　examined．　Honshu．1♂，22．VII．1945，　Iwate　Pref．，　le　g．　O　gasawara

［EAHU］；15♂17♀，3・4．VI．1997（reared　from　larvae　colected　at　23．V．　1997，

Tokiwadai，35°28’N　139°35’E，60　m　aユt．，　Hodogaya・ku，　Y（）kohama　city，

Kanagawa　Pref．　by　M．　Sutou）［PCMS］；1♂，11．VI．2001，　same　locality，　leg．　M．

Sutou［P　CMS］；3♂1♀，20．VI．2000，　Naka・ku，35°26’N　139°40’E，20皿alt．，

Yokohama　city，　Kanagawa　Pre£，1eg．　R．　Iwaizumi［PCMS］；47♂35g，

12・16．VI．2001（reared　by　M．　Sutou伽m　larvae　collected　at　4．VI．2001，　Mt．

Ogusu，35°14’N　139°37’E，150　m　alt．，　YokosUka　city，　Kanagawa　Pref．　by　T．

Uchida　and　A．　Yamaki）［PCMS］；4♂4♀，12．VI．2001，　sa皿e　locality，1eg．　M．

Sutou［PCMS］．

Remarks．　Menzel　and　Mohrig（2000）redescribed　the皿aユe　of　S．

hθmθrobioi’des　based　on　the　European　specimens．　We　redescribed　this

species　based　on　the　Japanese　specimens　and　newly　attached　the　fbmale

desc即tion．　We　compared　these　Japanese　specimens　with　the　European．

specimens　of　this　species［DEI，　FMNH］and　fbund　that　the　gonostylus　of　the

Japanese　specimens（Fig．6A）is　rathe℃slender　and　lacking　a　short　isolated

spine　at　proximal　part　of　digitifbrm　inner　pmcess．且owever，　this

morphological　di　Eference　is　so　small　that　we　determined　our．Japanese

specimens　to　be　S．　hθmθrobioi’des．

　　The　gonostylus　of　S．　neρalensis　Mohrig，1987　is　also　ratheヱslendeT　and　is

similar　to　that　of　the　Jap　anese　specimens　of　S．　hemθrohゴoides．　However，　the

described　charac七ers　of七he　fbrmer，　fbr　example，　absence　of　macrotrichia　on

wing　membrane　does　not　fit　to　that　of　the　latter．

　　S．　hemθrobioides　has　been　recorded　from　many　co’皿tries　of　Europe，　North

A仕ica，　Canary　Islands，　Russia，　Asia，　Taiwan，　and　Sumatra（Menzelθt　al

1990）．In　the　present　study，　weヱeport　this　species　from　Japan　fbr、the　first

time．　The　above　colecting　records　suggest　tha七this　species　is　univoltine

appearing　in　June　or　July　in　Honshu，　central　Japan．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷα’at1a　h　e　lvola　Winnertz，1867

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（new　to　Japan）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fig．7）

Sciara　hθlvo／a　Winnertz，1867：30－31、「fyii）e　locality：not　given．

Male．　Head：Eye　bridge　3　facets　wide　at　broadest　portion．　Prefrons　with

many　setae　and　clypeus　with　3－5　setae．　Postgena　narrow　ill　lateral　view．

Scape，　pedicel，1st　and　2nd　flagellomere　yelowish　brown，　scape　with　2・4

setae，　pedice1　with　3－7　setae；3rd・14th　flagellomeres　brown；4th且agelomere

4．0・4．2times　as　long　as　wide，　neck　portion　1／11・1／100f　its　whole　length，　hairs

yellowish，　about　1．2・1．3　ti皿es　as　long　as　width　of且agellomere．　Palpus

yellowish　brown　or　brown，3－segmented　with　length　Tatio　of　1．2：1．0・：1．3，1st

segment　with　5－8　setae　mainly　on　its　outside　and　with　indistinct　brownish

sensory　area　bearing　minute　sensila，2nd　segment　with　6・12　setae，3rd

segment　slender　with　6－10　setae．

Thorax：Mesonotum　yellowish　or　orange　brown；dorsocentral　and

dorsolateral　setae　on　mesonotu皿dark　brownish；Pleurites　yellowish　brown；

scutellu皿with　soエne　setae，2－40f　them　longer　than　the　others；posterior

pronotum　with　a　few　setae．　Coxae，　femora，　predominantly　yellowish　brown，

tibiae　brown，　tarsi　dark　brown；hind　tibial　vestiture　with　some　differentiated

spine－1ike　short　setae；fore七ibial　spur　1．1　ti皿es　longer　than　width　of　tibial

apex．　Wing　with　brownish　anterior　veins　and　light　brownish　posterior　veins；

wing皿embrane　with　bare　or　1・8皿acretrichia　mainly　on　marginal　portion

betweeエ1　MI　and　M2；M1，　M2，　CuA1，　and　CuA2　with　dorsal　macrotrichia，　stem

of　M　bare　or　with　a　fbw　dorsal　macでotrichia，　dista11／4　of　Rs　with　both　dorsal

and　ven七ral　macrotrichia，　x　and　y　bare；stem　of　CuA　very　short　and　almost

absent，　R1＝0．7R，　x＝0．6・1．Oy，　c　・O．8w；R1　ending　at　same　level　of　branching

point　of　M．　Stalk　of　halter　yellowish　brown，　knob　dark　brown　with　so皿e

setae．

Abdomen：Tergites　and　sternites　brown　with－dark　brownish　setae，

membrane　be七ween　tergites　and　sternites　orange　brown．　Gonocoxite（Fig．

7A）neaヱly　quadrate　iエ1　shape，　ventroproxi皿al　part　with　a皿edian　cleft，

dorsal　surface　deeply　concave；gonostylus（Fig．7B）nearly　pyriform　in　shape，

inner　ap　ex　slightly　swollen，　truncate，　and　darkene　d　with　many　short　conical

setae；tegmen（Fig．7A）皿e皿branous，　quadrate　in　shape，　and　a1皿ost　as　lorig
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as　or　slightly　shorter　than　wide，皿inute　denticles　located　at　basal　portion；

aedeagu．s　slender　with　210ng　fbrks；parameral　apode皿e　brownish，

sclerotized，　and　weakly　arcuate　ventrally；paramere皿embranous　or　weakly

sclerotized，　nearly　trt’　angular　in　shap　e．

Wing　length：2．6－3．O　mm．

Female．　Different　from皿ale　in　the　fblowing　characters：Postgena　wider

than　that　of皿ale　in　latera1　View．　First　flagellomere　with　5・6　brownish　setae

among　yellowish　ha士rs；4th且agellomere　2．3・2．5　times　as　long　as　wide，　neck

portion　1／13・1／100f　its　whole　leIlgth，　hairs　about　1．〇－1．2　times　as　long　as

width　of且agellomere’．　Fore　tibial　spur　1．3　times　longer　than　width　of　tibial

apex．　Wing　length　3．0・3．5　mm．

Specimens　examined．　Honshu．3♂，20．VI．2000，　Tadami　townO　37°20’N

139°15’E，Fukushima　Pre£，1eg．　K．　Uesugi［PCMS］；18♂26♀，7－11．V．2001

（reared　from　larvae　collected　at　2．V．2001，　Douhogawa，35°32’N　139°23’E，90

malt．，　Sagamihara　city，　Kanagawa　Pref．　by　M．　Sutou）［PCMS］．

Remarks．　S．　hθ1vola　is　easily　distinguished　from　the　otheエJapanese　Seiara

by　the　structure　of　gonostylus　lacking　distinct　spines（Fig．7B）and　light

colored　body，　especially，　yellowish－orangish　brown　thorax　and　brownish

abdo皿en．　Lengersdorf（1930）brie且y　redescribed　the　female　of　this　specie『，

and　Tuomikoski（1960）figured　the　male　genitalia　of　this　species．　This　species

has　been　recorded　from　Finland，　Germany，　Czech　and　Slovak　Republics

（Bohe皿ia），　Switzerland，　European　part　of　Russia，　and　North　Korea　We

redescribed　this　species　based　on　Japanese　specimens　reporting　the　first

reco℃d　ofthis　species　fξom　Japan．

　　　　　　　　　　　　Seiara　laeksehθwゴtm’（Lengersdorf，1934）

Lyeoria．！aeksehewitz2’Lengersdor£1934：57．［lb7p　e　locality：Latvia，　Russia．

Seiara　la　ckseh　e　vaitzi　Menzel，1992a二260－261．

Specimens　examined．　Honshu．13，26．VII．1992，　Kurida　p　eninsula，35°34N

135°15’E，　Miyazu　city，　Kyoto　Pref．，　leg．　M．　S　asakawa［P　CMSA］　．

Remarks．　Sasakawa（2003）newly　recorded　one皿ale　of　this　species　from
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Japan．　We　could　exa皿ine　it　by　the　courtesy　of　Dr．　Sasakawa．　See　Menzel

（1992a）fbr　the　description　of　this　species．

Seiara」pθetth’nθaZt’s　Sutou，2004

　　　　　　　　　　　　　（Fig．8）

Male．　Head：Pre丘ons　with　several　setae　and　clypeus　with　a　few　setae．

Postgena　narrow　in　lateral　view　with皿arginal　setae．　Antenna　brown　except

for　yellowish　brown　lst　and　2nd且agelomeres；scape　with　2－4　setae，　pedicel

with　6・7　setae，1st　flagello皿ere　with　2－4　brownish　setae　a皿ong　yellowish

hairs；4th且agellomere（Fig．8A）3．8・4．5　times　as　long　as　wide，　neck　portion

1／13－1／100f　its　whole　length，　yellowish　hairs　about　1．0・12　times　longer　thall

width　of　flagellomere．　Palpus（Fig．8B）brown，3－segmented　with　length　Tatio

of　1．2：1．0：1．4，1st　segment　with　8・10　setae　mainly　on　its　outside，2nd

segment　with　13－17　setae，3rd　segment　slender　with　9－11　setae．

Thorax：Mesonotum　brown，　katepisternum　yellowish　brown；dorsolateral

setae　on　mesonotum　dark　brownish　and　long；　scutellum　with　some　setae，2・4

0f　them　distinctly　longer　than　the　others；posterior　pronotum　with　setae．

Coxae　and　femora　predominantly　yellowish　brown，　tibiae　and　tarsi　brown；

each　tibial　vestiture　without　diffbrentiated　spine－1ike　short　setae；fbre　t丑）ial

spur　1．1－1．2　times　longer　than　width　of　tibial　apex．　Wing　with　brownish

an七erior　veins　and　ligh七brownish　posterior　veins；wing　me皿brane　with

macrotrichia　mainユy　on　its　margina1　portion　of　distal　ha1£　Mi，　M2，　CuA1，　and

CuA2　with　dorsal　macrotrichia，　ste皿of　M　with　2・6　dorsal　macrotrichia，

dista11／4　of　R5　with　both　dorsal　and　ventエal　macrotrichia，　x’b　are，　y　bare　or

with　a　fbw　dorsal　macrotrichia；length　of　Ri＝0．8・1．OR，　ste皿of　CuA　short，

a1皿ost　absent，　x＝0．8－1．Oy，　c＝O．8w；RI　ending　at　same　leve1　of　branching

point　of　M．　Stalk　of　halter　yellowish　brown，　kllob’ b窒盾翌氏@with　setae．

Abdomen：Tergites　and　sternites　brown　with　dark　brownish　setae，

皿embrane　between　tergites　and　sternites　yellowish　brown．　Gonocoxite（Fig．

8C）ventropro）d皿ally　forming　wide　bridge，　doxsal　surface　deeply　concave

reaching　its　basal　half，皿any　long　se七ae　developed　on　its　swollen　inside；

gonostylus（Fig．8D）ne　arly　clavate　with　darkened　ap　ex　on　which　digitiform

small　se七ae　and　weakly　bending　short　setae　present；七egmen（Fig．8C）

皿eエnbranous，10nger　than　wide，　minute　denticles　loca七ed　at　basal　hat］£
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aedeagus　dark　brownish，　short　and　nearly　V・shaped；parameral　apodeme

me皿branous，　horizontally　straigh七；paramere　membranous　with　fUrrows，

’basal　pa主t　weakly　re且ected　upward．

Wing　length：3．0・3．2　mm．

Femaユe．　Different丘om　male　in　the　fbUowing　characters：Antenna　1argely

brown；4th　flagellomere　2．8　ti皿es　as　long　as　wide，　neck　portion　1／140f　its

whole　length．　Length　ratio　of　palpus　1．3：1．0：1．4，3rd　segment　with　13・15

setae．　Fore　tibial　spur　1．3　times　longer　than　width　of　tibial　apex．　Stem　of　M

with　5－9　dorsa1皿ac蜘trichia；ywith　4－6　dorsa1皿acrotrichia；RI　ending

slightly　beyond　branching　point　of　M．　Wing　length　4．0・4．1m皿．

Type　materia1．　Holotype（The　body　and　the　genitalia　are　sep　arately　mounted

on　two　s］ide　s）：1♂，6．V．　1999，　Ohkub　o，31°49’N　130°51’E，280　m　alt．，　Kirishima

town，　Kagoshima　Pref．，　Kyushu，1e　g．　M．　Sutou［NSMT］．　Paratypes：Honshu．

1♂，　29．V．2000，　Yaen・touge，35°37’N　139°20’E，160　m　alt．，　Hachioji　city，　Tokyo，

ie　g．　M．　Sutou［NSMT］；1♂2g，21．VI．1998，　Matsuwa，35°09’N　139°40’E，40　m

alt．，　Miura　cit5L　Kanagawa　Pref．，1e　g．　M．　Sutou［P　CMS］．

Remarks．　The　characteristic　long　setae　on　the　gonocoxite　of　8ρθc磁刀θa垣

（Fig．8C）indicate　that　this　new　species　is　apparently　belongs　to　S．　rufiea　uda

species　group．　It　is　distinguished丘om　the　other　me皿bers　of　the　S・　rdiea　uda

species　group　by　having　nearly　clavate　shaped　robust　gonostylus（Fig．8D）．

The　specific　na皿e　is　made　by　the　co皿bination　of　the　Latin“pecten”←comb）

and　“1inea”（＝1ine）which　is　derived　fξom　above　mentioned　linearly　arranged

close－set　long　setae　on　the　gonocoxite．

　　　　　　　Seia」昭1ηθ必刀08鋤Mohrig　and　Krivosheina，1990
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fig．9）

Scia」ra　maθlanos～泣力：Mohrig　e　t　al．，1990：221－222．　Typ　e　locahty：Pヱimorskiy

Kray，　Russia．

Sciara　m　elan　os～顕：Menzel，1992b：91．

Male、　Head：Eye　bridge　3’4　facets　wide　at　broadest　portion．　Preffons　and

clypeus　with　setae．　Postgena　narrow　in　lateral　view　with　marginal　setae．

Scape　brown　with　2・4　setae，　pedicel　brown　with　5・11　setae；且agelome士es
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brown，　but　so皿etimes　lst且agelo皿ere　yellowish　brown　with　2・5　brownish

setae　among　yellowish　hairs；4th且agellomere　3．5－4．4　ti皿es　as　lollg　as　wide，

neck　portion　1／14・1／120f　its　whole　length，　hairs　yelowish　brown　and　about

1．3times　longer　than　width　of且agellomere．　Palpus　browエ10r　yellowish

brown，3・seg皿ented　with　length　ratio　of　1．2－1．3：1．0：1．3・1．4，1st　segment

with　4・7　setae　mainly　on　its　outside，2nd　seg皿ellt　with　11－16　setae，3rd

segment　slender　with　8－12　setae　on　its　dista1　half．

Thorax：Color　predominantly　dark　brown；mesollotu皿　with　strong

dorsocentra1　and　dorsolateral　setae；scutellum　with　some　setae，2・50f　them

longer　than　the　others；posterior　pronotum　with　setae，　rarely　bare．　Coxae，

femora，　tibiae，　and　proxima1　2／3　of　b　asitarsi　predominantly　yellowish　brown，

apica11／30f　basitarsi　and　2nd　to　5th　tarsomeres　brown　or　dark　brown；　each

tibia1　vestiture　without　differentiated　spine－like　short　setae，　but　sometimes

hind　tibia　wi七h　several　differentiated　setae；fore　tibial　spur　1．1・1．2　times

longer　than　width　of　tibial　ap　ex．　Wing　with　brownish　anterior　veins　and　light

brownish　posterior　veins；tip　of　wing　with　macrotrichia　on　its　membrane　or

rarely　bare；M1，　M2，　CuA1，　and　CuA2　with　dorsal　macrotrichia，　ste皿of　M

with　1－7　dorsal　macrotrichia，　dista11／6・1／50f　R5　with　both　dorsal　and　ventra1

皿acrotrichia，　x　b　are，　y　bare　or　with　1－3　dorsal　macrotrichia；1ength　of　Rl＝

O．7・1．OR，　stem　of　CuA　short，　almost　absent　or　O．1・0．2x，　x＝0．6・1．1y，　c＝

0．7－O．8w；R1　ending　at　same　level　or　slightly　beyond　branching　point　of　M．

Stalk　of　halter　yellowish　brown，　knob　brown　with　setae．

Abdomen：Tergites　and　sternites　brown，1st　sterni七e　without　se七ae，2nd

sternite　with＄e七ae　sp　arsely，3rd　to　8th　stemites　and　all　tergites　with　dark

broWnish　setae　densely．　Gollocoxite（Fig．9A）gradually　attenuated　basely，

dorsal　surface　deeply　concave　reaching　its　basal　half，2rows　of　long　setae

well　developed　on　its　inside；gonostylus（Fig．9C）slender，　with　2　small　apical

lobes　covered　with　many　short　conical　setae，6・10　spines　with　rounded　apex

located　at　apical　darkened，且attened　surface；9th　tergite『（Fig．9B）with

characteristic　chevron－shaped　sculpture　on　which　several　setae　developed；

cerci　lapPillg　distal　part　of　tegmen；tegmen（Fig．9A）me皿branous，　almost　as

long　as　wide　and　nearly　conical　in　shape，皿inu七e　denticles　located　at　central

portion　oヱat　basal　ha1S　aedeagus　distinct　with　short　ste皿；p　ar　ameral

apodeme，皿embranous，　yellowish，　and　almost　straight　horizontally；

paramere皿embranous　with　some　furrows，　basal　p　art　reflected　upward．

Wing　length：3．0・3．6　mm．
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Female．　Different　fro皿male　in　the　following　characters：Postgena　broad　in

lateral　View．　First　fiagellomere　brown，　sometimes　tinged　yelowish　bmwll　at

basal　ha1£4th且agellomere　2．5－3．O　times　as　long　as　wide，　neck　portion

1／16－1／100f　its　whole　lellgth，　hairs　almost　as　long　as　width　of　flagelomere．

First　segment　of　p　alpus　with　6－10　setae，3rd　with　9・15　setae　at　its　dista12／3．

Fore　tibial　spur　1．1－1．4　times　longer　than　width　of　tibial　apex．　Stem　of　M

with　1・10　dorsal　macrotrichia；dista11／6－1／40f　R5　with　both　dorsal　and

ventral皿acrotrichia；ywith　1－9　dorsal　macrotrichia；x＝O．4－1．Oy．　Wing

length　3．7・4．8　mm．

Spec血lens　exa皿ined．　Hokkaido．2♂39，12－19．VI．1995，　Kawanishi，42°51’N

ユ43°11’E，70malt．，　Obihiro　city，1e　g．　A．　Ohkawa［P　CMS］．　Honshu．11（35♀，

25．V．2000，　Shibuta皿i，39°50’N　141°10’E，220皿alt．，　Tamayama　village，

Iwate　Pref．，1eg．　M．　Sutou（at　street　light）［PCMS］；2♂7♀，24．V．2000，

Sizukuishi，39°41’N　141°02’E，200　m　alt．，　Sizukuishi　town，　Iwate　Pref．，　le　g．　M．

Sutou（at　street　light）［PCMS］；2♂，16．V．2000，3♂49，17・23．V．2000，2♂5♀，

26．V．・1．VI．1999，　　16、4♀，　　24－31．V．2000，　　1319，　　7－14．vl．2000，　　5♂2♀，

28．VI．－3．VII．2000，2♀，4・10．IX．2001，1♂19，16．IX．2003，　Narita，39°20’N

141°08’E，70malt．，　Kitakami　city，　lwate　Pre£，1eg．　J．　Gotou（1ight　trap）

［PCMS］；1♂4♀，24．V．2000，　Nitta，38°43’N　141°08’E，30皿alt．，　Hasama　town，

Miyagi　Pref，　leg．　M．　Sutou［PCMS］；3♂99，22．V．2000，5♂1♀，23．V．2000，5♀，

27．V．2000，　Mukaiyama，38°14’N　140°52’E，70皿alt．，　Sendai　city，　Miyagi　Pref．，

1eg．　M．　Sutou　（at　street　light）　［PCMS］；　12♂12♀，　18．IX2001，

Shimotsukeosawa，36°41’N　139°44’E，300皿alt．，　Imaichi　city，　Tochigi　Pref．，

1eg．　M．　Sutou（at　street　light）［PCMS］；1♂，9．V．2002，　JingUji，　Oba皿a　city，

35°27’N135°47’E，　Fukui　Pre£ジ1eg．　M．　Sasakawa［PCMSA］；16、，9．VIII．2000，

1♂，18．IX．2000，4♂，19．IX．2000，　Hiwa，34°57’N　132°58’E，600　m　alt．，且iwa

town，　Hiroshima　Pref．，　le　g．　T．　Ya皿auchi（light　trap）［P　CMS］．　Kyushu．1♂，

30．VI．2000，　Nagasato，31°39N　130°20’E，80皿alt．，　Higashiichiki　town，

Kagoshima　Pref．，1eg．　M．　Sutou［PCMS］　．

Remarks．　The　characteristic　long　setae　on　the　gonocoxite　of　S．ヱηθコlanostyla

（Fig．9A）indicate　that　this　species　is　a　typical　membeエof　the　S．　rufiea　uda

species　group　together　with　S．■pectrZ加θa蛤described　above．丘ヱnθlanos～lyla

is　aユso　characteエized　by　the　chevron・・shaped　anterior　sculpture　on　the　ninth

tergite（Fig．9B）．　This　species　was　originaly　descTibed　f士om　Primorskiy　Kray
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the　Far　East　of　Russia（MoHRIG　et　a！．1990）．　Y江kawa　et　a！．（2000）recorded

one　male　of　this　species　fro皿the　Imperial　Palace，　Tbkyo　as　the　fLrst　record

fro皿Japan，　and　Sasakawa（2003）also　recorded　one　male　f士om　Fukui

Prefecture．　As　shown　above，　the　present　study　revealed　the　wide　range　of

distribution　of　this　species　within　Japan．　The　adults　of，　this　species　appear

丘om　May　to　Septe皿ber　in　Jap　an，　and　are　frequently　observed　to　be　attracted

to　artificial　light　at　night．

　　　　　　　＆短燗1η〃捌5亘刀uZosa　Mohrig　and　Koz益nek，1992
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（new　to　Japan）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fig．10）

Seiara　mα1tispin　u」losa：Mohヱigθ診a！．，1992：19．　Typ　e　locality：Paekdusan

mountain　chain，　NoTth　Korea．

Male．且ead：Prefrons　and　clypeus　with　setae．　Postgena　narrow　in　lateral

view　with　marginal　setae．　Scape　and　pedicel　brown，　each　with　6・10　setae；

且agello皿eres　brown；4th且agellomere　3．6・4．O　times　as　long　as　wide，　neck

portion　l／15－1／160f　its　whole　length，　hairs　yelowish　brown　and　a1皿ost　as

long　as　width　of且agellomere．　Palpus　yellowish　brown，1st　segment　with　4－6

setae　mainly　on　its　outside　and　with　indistinct　brownish　sensory　area

beahng　minute　seIlsila，2nd　segment　wi七h　10－12　setae，3rd　segment　slender

with　8・10　setae．

Thorax：Color　predo皿inantly　dark　brown；dorsocentra1　setae　on　mesonotum

short，　dorsolateral　setae　on　mesonotum　and　setae　on　scutelu皿dark

brownish　and　long；posterior　pronotum　bare．　Coxae，　femora，　and　tibiae

predominantly　yellowish　brown，　tarsi　brown；each　tibial　vestiture　without

differentiated　spine・like　short　setae；fbre　tibial　spur　1．0－1．1　times　longer

than　width　of　tibial　apex．　Wing　with　brownish　anteヱioゴveins　and　light

brownish　posterior　veins；wing　membrane　without　macrotrichia；M1，　M2，

CuA1，　and　CuA2　with　dorsal　macrotrichia，　stem　of　M　with　3－7　dorsal

macrotrichia，　distaユ1／30f　R5　with　both　dorsal　alld　ventral　macro七richia，　x

bare　or　With　a　few・dorsal　macrotrichia，　y　with　4－5　dorsaユmacrotrichia；1ength

of　R1＝0．9R，　stem　of　CuA　very　short　or　absent，　x＝1．1－1．3y，　c＝0．7w；Rl

ending　slightly　beyond　leve1　of　branching　point　of　M．　Halter　yellowish　brown，

knob　with　some　setae．
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Abdomen：Tergites　and　stemites　dark　brown　with　dark　brownish　setae，

皿e皿brane　hetween　tergite　and　stemite　yellowish　brown，9th　tergite　large．

Gonocoxite（Fig．10A）ventroproXimally　forming　narrow“bridge，　dorsaユ

surface　shallowly　concave；gonostylus（Fig．10B）nearly　triangUlar　in　shape，

with　characteristic　13・ユ5　strong　spines　and　a　tongue－1ike　inner　process

bearing　many　short　conical　setae；teg皿en（Fig．10A）皿embranous，　slightly

longer　than　wide，　minute　denticles　located　a七proximal　and　central　portion；

aedeagus　slender　with　210ng　fbrks；parameral　apodeme　sclerotized，

brownish　and　aエcuate；paramere　membranous　or　weakly　sclerotized，　nearly

triangular　in　shape．

Wing　length：3．2・3．5　mm．

Female．　Diffbrent　fro皿male　in　the　following　characters：Pedicel　with　7・12

setae；　first　flagellomere　with　4・6　brownish　setae　among　yellowish　hairs；4th

flagellomere　2．1－2．7　times　as　long　as　wide，　neck　portion　1／14・1／120f　its　whole

length．　Second　segment　of　palpus　with　12・15　se七ae．　Fore　tibial　spur　1．2　ti皿es

longer　than　width　of　tibial　apex．　Stem　of　M　with　4－11　dorsal　macrotrichia；

dista11／3一ユ／20f　R5　with　both　dorsal　and　ventral　macrotrichia；ywith　7・10

dorsal皿acrotrichia；1ength　of　x＝0．8・1．1y；RI　long，　ending　we11　beyond　level

of　branching　point　of　M．　Wing　length　4．4・5．3mm．

Spechnens　examined．　Honshu．1♂，27．VII．1997，　Izumino，35°25’N　139°30’E，

50malt．，　Yokehama　city，　Kanagawa　Pref．，1eg．　M．　Sutou［PCMS］；1♂，

12．VIII．2000，　Mt．　Oyorogi，35°04’N　132°52’E，900　m　alt．，　Takano　town，

且iroshima　Pref．，　le　g．　T．　Yamauchi［PCMS］；1♀，19JX2000，1♂29，20．IX2000，

Hiwa，34°57’N　132°58’E，600　m　alt．，　Hiwa　town，　Hiroshima　Pref．　，1eg．　T．

Yamauchi（1ight　trap）［PCMS］．

Remarks．　S．　m　ultisρinu／bsa　is　charac七erized　by　the　13・15　strong　spines　on

the　gonostylus（Fig．10B）．　The　bare　wing　membrane　and　bare　posterior

proIlotu皿indicate　that　this　species　belongs　to　the　S．　h　umθrak’s　species　gコroup．

This　species　was　originally　described　fξo皿North　Korea（Mohrig　et　al．　1992）

based　on　two　males．　The　present　study℃epoエts　the　newヱecord　of　this　species

from　Jap　al1，　and　the　female　of　this　species　is　described　here　for　the　first　ti皿e．

8α’ara丑ゴtakaヱnienθz’5　S　utou，2004
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（Fig．11）

Maユe．　Head：Eye　bridge　3　facets　wide　at　broadest　portion．　Prefrons　with

several　setae，　clypeus　with　a　few　setae．　Postgena　naヱrow　in　lateral　view　with

皿arginaユsetae．　Scape　and　pedicel　brown，　each　with　5・12　setae；且agelome苫es

brown；4th且agellomere（Fig．11A）3．1－3．7　times　as　long　as　wide，　neck　portion

1／13－1／90f　its　whole　length，　hairs　yellowish　brown　and　al皿ost　as　lollg　as

width　of　flagellomere．　Palpus（Fig．11B）yellowish　brown，3・segmented　with

length　ratio　of　1．2：1．0：1．3－1．4，1st　segment　with　4－8　setae皿aiエ11y　on　its

outside　and～With　indistinct　brownish　sensory　area　bearing　minute　sensilla，

2nd　seg皿ent　with　9・12　setae，3rd　seg皿ent　slender　with　5－8　setae　distally．

Thorax：Color　predominantly　dark　brown；dorsocentral　and　dorsolateral

setae　on　mesonotum　dark　brownish　and　strong；scutellum　with　some　setae　of

various　length；posterior　pronotum　bare．　Legs　predominantly　brown，　each

tibial　vestiture　without　differentiated　spine・・1ike　short　setae，　fore　tibial　spur

1．1・1．2times　longer　than　width　of　tibial　apex．　Wing　with　brownish　anterior

veins　alld　hght　brownish　posterior　veins；wing　皿embrane　without

macrotrichia；M1，　M2，　CuA1，　and　CuA2　with　dorsal　macrotrichia，　ste皿of　M

with　1－7　dorsa1　macro七richia，　dista1　1／7・1／40f　R5　with’both　dorsal　and　ventra1

皿acrotrichia，　x　bare　or　with　a　dorsal　macro七richium，　y　with　4－9　dorsal

macrotrichia；1ength　of　R1＝0．7－0．8R，　s七em　of　CuA　short，　almost　absent　or

O．1・0．4x，　x＝0．4・0．9y，　c＝0．7w；RI　ending　at　sa皿e　level　or　shghtly　beyond

branching　point　of　M．且alter　brown，　knob　with　setae．

Abdomen：Tergites　and　sternites．dark　brown　with　dark　brownish　setae，

membrane　between　tergites　and　stemites　brown．　Gonocoxite（Fig．11C）

ventroproximally　forming　narrow　bridge，　dorsal　surface　shallowly　collcave；

gonostylus（Fig．11D）with　a七〇ngue－like　inner　lobe　bearing　nu皿erous　short

conical　setae，　and　a　b　atch　of　closely　fused　3－4　spines　above　the　lobe，　besides

the皿，　two　rows　of　spines　located　dorsally，　upPer　row　consists　of　1・3（usually

2），lower　row　consists　of　3－5（usually　4）spines；frequently，1eft　and　right

gonostylus　of　a　specimen　differen七in　number　of　these　spines；tegmen（Fig、

11C）membranous　with　weakly　sclerotized　fξinge，　and　fan・shaped　with

elliptical　s皿all　appendage　apicaly｝　minute　denticles　located　at　centraユ

portion；aedeagus　brownish，　long，　and　stout；para皿eral　apode皿e　brownish，

wel1・sclerotized　and　aTched；paramere　weakly　sclerotized，　basely　connected

with　p　aramera1　apodeme．
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Wing　length：3．O’3．9　mm．

Female．　Different　fξom皿ale　in　the　following　characters：First且agelomere

with　2－5　brownish　setae　among　yellowish　hairs；4th且agellomere　2．3－2．6

times　as　long　as　wide，　neck　portion　1／17－1／14　of　its　whole　length，　ha工rs　about

O．7times　as　long　as　width　of且agello皿ere．　First　segment　of　palpus　with　4・10

setae，2nd　segment　with　10－13　setae，3rd　seg皿ent　with　7・11　setae．　Fore　tibial

spur　1．2・1．3　times　longer　than　width　of　tibial　apex．　Dista11／5・1／30f　R5　with

both　dorsal　and　ventral　macrotrichia；ywith　7・13　dorsal　macrotrichia；Rl　＝

0．8・1．OR　and　ending　at　well　beyond　branching　point　of　M．　Wing　length

4．3・4．7m皿、

Ty　pe　materia1．　Holotype：1♂，16．IX2003，　Narita，39°20’N　141°08’E，70　m　alt．，

Kitakami　city，　Iwate　Pref．，且onshu，1eg．　J．　Gotou（1ight　trap）［NSMT］．’

Paratypes：且onshu．1♂，21．VI．2000，4♂3g，9・16．VII．2002，1♂，18．VII．2001，

ユ♂，16．IX．2003，　same　data

14．W．2002，　sa皿e　data　as

28．VIII．－3．IX．2001，　1♂2♀，

11・17．IX．2001，　same　data

Shimotsukeosawa，36°41’N　139°44’E

leg．　M．　Sutou（at　street　light）

Tokiwadai，35°281N　139°35’E，

Kanagawa　Pref，　leg．　M．　Sutou（at　street　light）［PCMS］；1♂，11．VII．1955，1♂，

13JX．1950，　Sugina皿i，　Tokyo，1e　g．　N．　Fukuhara［NIAE］．

as　holotype［NSMT］；3♂，11．VI．2002，1♂，

holotype　［DEI］；　3♂，　21・27．VIII．2001，　2♂，

4－10．IX．2001，　48，　11・15．IX．1999，　6♂1♀，

as　holotype　［PCMS］；　13，　18．IX．2001，

　　　　　，300malt．，11naichi　city，　Tochigi　Pref．，

　　［PCMS］；13，12．VI．2003，1♂，21．VI．2003，

　60malt．，　Hodogaya・ku，　Yokohama　city，

Remarks．　S．」鮫’ta」kamiθnsis　is　we11　define　d　by　the　characteristic　arrangement

of　spines　on　the　gonostylus（Fig．11D），　fan・shaped　teg皿en，　stout　aedeagus

and　strongly　arched　para皿eral　apodeme（Fig．11C）．　Based　on　the　bare

posterior　pTonotum，　bare　wing　membヱane，　and　above　genital　characters，　we

re　gard　this　species　as　a　member　of　the　S．　h　umaθralis　species　group（see　Key　to

the　species）．　However，　it　should　be　noted　that　the　tongue・shaped　inner　lobe

of　the　gonostylus　is　observed　not　only　in　this　new　species（Fig．11D）but　also

in　so皿e　me皿bers　of　the　S．　hθrηθrobioides　species　group（Fig．6A）．

　　The　above　collecting　records　indicate　that　this　new　species　appears　from

June　to　Septe皿ber　in　central　part　of　Japan　and　is　frequently　captured　at

artificial　hght　at　night．　The　specific　na皿e　is　derived　f士om　a　na皿e　of

Kitakami　city，　northeast　Jap　an　where　many　speci皿ens　of　this叩ecies　were
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collected．

　　　　　　　　　　　　　　　Seiara　h　utηera」Tis　Zetterstedt，1851

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fig．12）

Sciara」h　umθ」ralis　Zetterstedt，1851：3718．　Typ　e　locality：Norway．

Male．　Head：Eye　bridge　2－3　facets　wide　at　broadest　portion．　Prefrons　and

clypeus　with　setae．　Postgella　narrow　in　lateral　view　with　marginal　setae．

Scape　brown　with　5・8　setae，　pedicel　brown　with　6・10　setae；且agellomeres

brown；1st且agelomere　wi七h　2－5　brownish　setae　among　yellowish　hairs；4th

且agelo皿ere　2．6・2．9　times　as　long　as　wide，　neck　portion　1／13－1／90f　its　whole

length，　hairs　yellowish　brown　and　almost　as　long　as　width　of且agellomere．’

Palpus　yellowish　brown，3－segmented　with　length　ratio　of　1．211．0：1．3，1st

segment　with　3・6　setae皿ainly　on　its　outside　and　with　indistinct　brownish

sensory　area　bearing　minute　sensilla，2nd　segment　with　8・12　setae，3rd

segment　slender　with　8・13　setae　on　its　dista11／3．

Thorax：Mesonotum　dark　brown　with　short　dorsocentral　setae　and　long

dorsolateral　o血es；katepis七emum　brown；scutellum　with　various　length　of

setae；posterior　pronotum吟bare．　Coxae　and　femora　predominantly　yellowish

brown，　tibiae　and　tarsi　brown；each　tibial　vestiture　without（lifferentiated

spine－1ike　short　setae；fore　tibial　spur　1．0・1．2　ti皿es　longer　than　width　of

tibial　apex．　Wing　veins　brownish　except　fbr　light　brownish　ste皿of　M；wing

membrane　without　macrotrichia；M1，　M2，　CuA1，　and　CuA2　with　dorsal

macretrichia，　stem　of　M　with　1・4　dorsal　macrotrichia　or　rarely　without

皿acrotrichia，　dista11／4－1／3　of　R5　with　both　dorsa1　and　ventral　macrotrichia，　x

bare，　y　with　2－5　dorsal　macrotrichia；length　of　R1＝0．7・0．9R，　stem　of　CuA

al皿ost　absent　or　O．1－0．3x，　x＝0．7－1．2y，　c＝0．7w；RI　ending　at　same　level　or

slightly　beyond　branching　point　of　M．　Halter　brown，　knob　with　many　setae．

Abdomen：Tergites　and　sternites　brown　with　dark　brownish　setae，

membrane　between　tergites　and　sternites　yellowish　brown．　Gonocoxite

ventroproxi皿ally　fbr皿ing　narrow　bridge，　dorsal　surface　shallowly　concave；

gonostylus（Fig．12A，　B）nearly　triangular　in　shape　with　a　tongue・shaped

inner　lobe　bearing　many　short　setae，　and　apically　with　a　horn・hke　process

whose　apex　spht　into　3－5　spines，　besides　them，1－4　spines　located　dorsally

［3・4spines　in　specimens　from　mainland　of　Japan（Fig．12A），1spines　in
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specimens丘om　Ishigaki　ahd　Iriomote　Islands（Fig．12B），　see　re皿arks　for

detai1］，　sometimes，1eft　and　right　gonostylus　of　a　specimen　d遜erent　in

nu血ber　of　these　spines；tegmen（Fig．12C）membranous，　longer　than　wide

and　weakly　attenuated　apically，皿inute　denticles　located　basely；aedeagus

with　two　long　branches；paエameral　apodeme　brownish，　we11・sclerotized　and

arched；paramere　weak　ly　sclerotized　and　long．

Wing　length：2．7－3．4　mm．

Female．　Different　fro皿male　in　the　fbllowing　characters：Postgena　broad　i1ユ

1ateヱal　view．　Fouエth　flagelo皿ere　2．0－2．5　times　as　long　as　wide，　neck　portion

1／14・1／100f　its　whole　length，　ha士rs　about　O．8　times　as　long　as　width　of

且agelo皿ere．　Second　segment　of　palpus　with　9－15　setae，3rd　with　8・14　setae

on　its　dista1　half．　Fore　tibial　spur　1．2・1．3　times　longer　than　width　of　tibial

apex．　Wing皿embrane　bare　or　sometimes　with　a　few皿acrotrichia；distal

l／3・1／20f　R5　with　both　dorsal　and　ventral　macrotrichia；ywith　2・9　dorsa1

皿acrotrichia；R1＝0．8・1．OR；x＝0．8・1．3y；RI　ending　wel　beyond　branching

point　of　M．　Abdomen　unicolored，　brown　or　dark　brown．　Wing　length　3．5・4．6

皿皿．

Specimens　examine　d．　Honshu．1♂，6．VI．1953，0hmagari，　Akita　Pref．，1e　g．　N．

Fukuhara［N］［AE］；13，7－14．VI．2000，1♂，18－20．IX2001，　Narita，39°20’N

141°08’E，70malt．，］Kitakami　city，　Iwate　Pref．，　leg．　J．　Gotou［PCMS］；1♂，

26．V．1999，　To，36°28’N　140°26’E，45　m　alt．，　Naka　town，　Ib　araki　Pref．，1e　g．　H．

Hosoda［PCMS］．　Kyushu．48，23．IX2000（reared　from　larvae　collected　at

18．IX．2000，　Kori皿oto，31°34’N　130°32’E，30皿　alt．，　Kagoshima　city，

Kagoshi皿a　Pref．　by　M．　Sutou）［P　CMS］；1♂10♀，14－16．XI．2000（reared　from

larvae　colected　at　7．XI．2000，　same　locality，　by　M．　Sutou）［PCMS］；1♀，

30．IXユ999（1e　g．　K．　E　guchi），2♂1♀，5．V．2000，1♀，23．VI．2000，1♀，1．X．1999，

11♂，2．X．1999，1g，5．X．1999，3♀，9．X．1999（1eg．　M．　Sutou），　same　locahty

［PCMS］；2♂，15．XII．1971，　Ishigaki　Island，24°25’N　124°10’E，　Okinawa　Pref．，

le　g．　J．　Shimanaka［NIAE］；1♂1♀，12．VII．2001，　Iriomote　Island，24°20’N

123°50’E，Okinawa　Pref．，1eg．　T．　Yamauchi［PCMS］．

Remarks．　S．加皿θ』盟函is　wel　characterized　by　the　presence　of　a　hom－like

large　process　on七he　gonostylus（Fig．12A，　B）and　the　shapes　of　tegmen　and

para皿ere（Fig。12C）．　The　horn・hke　process　on　the　gonostylus　of　this　species

is　somewhat　peculiar　in　having　split　apex．　We　suggest　that　this　process
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originated　as　a　fused　structure　of　some　spines　because　the　apical　batch　of

clo　sely　fUsed　3・5　spine　s　on　the　gono　stylus　of　S．」kitakamiθnsis（Fig．11D）100ks

like　its　homologue．

　　Menze1　and　MoHRIG（1991，’2000）pointed　out　the　morphological　variation

of　the皿ale　genitalia　of　S．　h　ume」ralis．　They　cate　goエized　the皿into　two　types：

exa皿ples　from　Europe　and　USA　having　3・4　dorsal　spines　and　relatively　short

hom・hke　apical　process　on　their　gonostylus；examples　fro皿Taiwan，

southern　China（Guizhou　Province），　and　northem　Vietnam　having　only　one

dorsal　spine　and　relatively　long　horn’1ike　apical　process　on　their　gonostylus．

We　call　them　the　Holoarctic　type　and　the　Oriental　type　respectively．

　　In　the　present　study，　we　recorded　22皿ales　of　the　Holoarctic　type丘om

mainland　of　Jap　an（Akita，　Iwate，　Ib　araki　and　Kagoshima　Prefectures）（Fig．

ユ2A）and　three　males　of　the　Oriental　type丘om　southernmost　islands　in・

Japan（lshigaki　Is．　and　Iriomote　Is．）（Fig．12B）．　Based　on　these　ma七erials，　we

esti皿ate　that　the　distributiollal　borderline　between　these　two　types　lies

within　southern　islands　of　Jap　an．　The　speci皿en　showing　intermediate

characters　between　these　two　types　has　not　been　fbund　unti　now　The

possibility　of　the　independent　species　or　subspecies　status　for　the　Oriental

type　should　1）e　considered　in　future　study．

Seiara」f岳8ゴ　S　hinj　i，1938　no皿en　dubium

Remarks．　Menzel　and　Mohrig（2000）treated　this　species　name　as　nomen

dubium．　The　origina1　description　of　this　species　is　not　enough　to　determine

the　genus　or　species　name　of　this　species，　and　we　confrmed　that　Dr．　Shinji

never　prepared　type　speci皿ens　in　his　taxono皿ic　study（Personal　co皿・fξom

Dt．　Yukawa，　Fukuoka，　Jap　an）．　Therefore，　we　cannot　clarify　the　iden七ity　of

this　species　and　retain　the　treatment　as　nomen　dubium．

　　　　　　　　　　　　　　丑ヱ’adysia　7aρoni’ea（Enderlein，1911）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fig．13）

ぴのria　iaρoniea　Enderlein，1911：152－154．　Tb7pe　locality：Kanagawa

Prefecture，　Honshu，　Jap　an．
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Spec皿ens　examined．　Honshu．1♀，19．VI．1906，　Kanagawa　Pref．，　leg．　H．

SAuTER（holotyp　e）［PAS］．

Remarks．　This　species　was　originally　described　as　Lycori’aノ～2ρoヱ庇a

Enderlein，1911．　As　mentioned　in　the　Introduction，　the　genus　Lyeoria　is

regarded　as　one　of　the　synony皿s　of　the　genus　Sciara，　theref己e　we　included

this　species　in　our　taxonomic　study　on　the　Japanese　5ヒ抱m．　We　exa皿ined　the

holotype［PAS］，　and　considered　that　this　species　should　be　transferred　to　the

genus　Bradysia　based　on　the　fbllowing　characters：three　segmented　palpus

（Fig．13B），　single　comb・1ike　row　of　spines　on　the　inner　ap　ex　of　the　fore　tibia

（Fig．13C），　b　are　posterior　veins　of　the　wing（Fig．13D）．

Discussion

Morpho］logy　Ofmaale　genita・lia

　　The皿orphology　of　the　male　genitalia　is　most　important　for　the　species

identification　of　sciarid　flies．　Previous　authorities　carefuly　examined　this

structure　and　described　its　components，　namely，　gonostylus，　gonocoxite，

tegmen　and　aedeagus．　In　addition　to　these　characters，　we　newly　described

the　characters　of　paramere　and　parameral　apodeme　and　co皿pared　them

among　the　sp　ecies　of　Sciara．

　　The　p　arameres　of　S．　th　ora　eiea，　S．　hθmθrobioides　and　S．　mθコlan　ostyla　have

three　processes（Figs　5A，6B，9A），　while　those　of　the　other　Japanese　species

have　only　one　process（Figs　7A，8C，10A，11C，12C）．　The　para皿ere　of　S．

thoraeica　is　sclerotized，　while　those　of　the　other　Japanese　species　are　weakly

sclerotized　or　me皿branous．　The　p　arame陀of　S．加meralis（Fig．12C）are

characteristic　in　having　rounded　apex．

　　We　examined　the　parameral　apodeme　of　most　species　of　the　Palaearctic

Sciara［DEI，　PCMS］，　alld　recognized　this　character　as　a　fbllowing

transfor皿a七ion　series．　Brownish，　sclerotized　and　strongly　arched　in　S．

humθralis　species　group（Figs　10A，11C，12C）；brownishジsclerotized　and

strongly　or　weakly　arched　in　S．　hemθrobioz’des　species　group’ iFigs　5A，6B，

7A）；brownish　or　yelowish，　sclerotized　or　me皿branous，　and　weakly　arched

or　almost　straight　in　S．　ruffca　u（力species　group（Figs　8C，9A）．　We　point　out

the　condition　of　the　dorsal　sl皿face　of　gonocoxite　could　be　also　interpreted　as　a

transfor皿a七ion　seヱies　among　the　Palaearctic　Sciara：shalowly　concave　in　8
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h　um　era7is　species　group（Figs　10A，11C），　shallowly　or　deeply　concave　in　S．

hθmθrobioides　species　group（Figs　5A，7A），　more　deeply　concave　reaching　its

basal　half　inぷτ唖oaα㎝species　group（Figs　8C，9A）．　Based　on　these

observatiolls，　we　stress　the七axonomic　and　phylogenetic　importance　of　the

para皿ere，　para皿eral　apodeme　and　dorsal　concavity　of　the　gonocoxite　of

Sctara．

Female　morρhology

　　As皿entioned　above，　the　morphology　of　the　male　genitaha　is皿ost

imp　ortant　for　the　determination　of　sciarid　flie　s．　Therefore　specie　s

determination　of　the　female　specimen　is　usually　difficult．　However，　we

identi丘ed　the　fbmaユes　of　eight　species　of　the　Japanese　Seiara　by　rearing　the

larvae　or　based　on　the　sympatlic　colecting　records　and　compaヱison　with　the

male皿orphology．　We　described　these　fbmales　in　the　presen七study　and　their

morphological　differences　from　the皿ale　except　for　genital　characters　are

generalized　as　follows：postgena　wide　in　lateral　view，　scape　and　pedicel　with

many　setae，且agellomeres　and且agellar　hairs　shorter，　palpus　with　many

setae，　fbre　tibial　spur　slightly　longer，　wing　veins　with皿any皿acrotrichia，　Rl

slightly　longer，　body　size　distinctly　larger．

Species　diversity　ofS　ciara

　　Menzel　and　Mohrig（2000）recorded　17　Species　of　Seia」ra　from　the

Palaearctic　region，　and　we　added　two　new　species　to　the　Palaearctic　fauna．

Currently，　about　200　species　of　Sciara　are　known　from　the　other

zoogeographical　regions．　However，　many　species　of　current　Seiara　wil　be

transferred　to　the　other　genera　in　future　studies　because　this　genus　had　a

role　of　catch・all　genus　as　mentiolled　in　the　Introduction．　We　recorded　two

species　of　Seiara　from　Hokkaido，　northern　Japan（cool　temperate），　nine

species　from　Honshu，　central　Japan（te皿perate），　and　four　species　from

Shikoku　and　Kyushu，　southern　Japan（warm　te皿perate　to　subtropical）．ぷ

thoraeica　and　S．　me！anostyla　are　recorded　from　all　these　regions．　The

diversity　of　this　genus　in　the　tropica1　re　gions　are　not　well　known　unti1　now．

Menzel　and　Mohrig（2000）estimated　that　this　genus　is　probably　most

diverse　in　the　Neotropical　region．　Further　taxonomic　study　will　gradually

皿ake　clear七he　diversity　of　this　genus　in　the　world．

43



（3）Genus　Lep　toseiareZZa

（和名新称 ヒトトゲクロバネキノコバエ属）

（Figs．14－17）

LeρtoseiarelZa（LeρtoseiarelZa）p”osa（Stae　ger，1840）

　　　　　　　　　　　　　　　　（new　to　Japan）

Specimens　examined
Adult．1♂，1・6．VI．1995，　Kawanishi，　42°51’N　143°11’E，70　m　alt．，　Obihi　ro　city，

le　g．　A．　Ohkawa；4♂，14・28．IV．1996，2♀，26．IV．　1999，2♀，28．IV．2001，1♀，

1．V．2001，7♂1♀，25．III・9．IV．2002（emerged　from　soi1），5♂2♀，4－26．IV．2003

（emerged丘o皿soi1），　Tokiwadai，35°28’N　139°35’E，60　m　alt．，且odogaya－ku，

Yokohama　city，　Kanagawa　Pref．，　leg．　M．　Sutou；1♂，25．V．1999，0izumi

v皿age，35°54’N　138°25’E，1200　m　alt．，Yamanashi　Pref．，1eg．　M．　Sutou．

Larva　and　Pup　a．3exs．，11．IV．2003，　Tokiwadai，35°28’N　139°35’E，60皿a1七．，

Hodogaya・ku，　Yokohama　city，　Kanagawa　Pref．，1eg．　M．　Sutou（from　soi1）．

Lep　toseia』rella（Zンeρtoseiarella）subρilosa（E　dw　ards，1925）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（new　to　Japan）

Specimens　exa皿ined

1♂1♀，12・・14．V．1998，　Kiyosato，35°56’N　138°26’E，1450　m　alt．，　Takane七〇wn，

Yamanashi　Pref．，1eg．　M．　Sutou．

Leρtoseiarella（Lep　tosciareZl巨）1亘θc飽（Winnertz，1867）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（new　to　Japan）

Specimens　examined
6♂，12－19．VI．1995，　Kawanishi，42°51’N　143°11’E，70皿alt．，　Obihiro　city，　leg．

A．Ohkawa；1♂1♀，18．VI．2000，　near　lake　Y阻o，36°48’N　139°26’E，1500　m

44



alt．，　Niktko　city，　Tochigi　Pref．，1e　g、　K．　Uesugi．

Lep　toseiarella（Lep　toseiarelZa）dZm　era（Tuo皿iko　ski，1960）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（new　t・Japan）

Specimens　examined
1♂，19．VI．2000，　near　lake　Chuzenji，36°45’N　139°25’E，1500　m　alt．，　Nikko

city，　Tochigi　Pref．，1e　g．　K．　Uesugi．　’

Leρtosαiarella（Lep　toseiarelZa）sp．1

　　　　　　　　　　　　　　（Fig．15）

Male．　Head：Prefrons　with皿ally　setae，　clypeus　hare．　Scape　brown　with　5・8

setae，　pedicel　brown　with　13・16　setae，且agellomeres　yellowish　brown；4th

flagelomeヱe　2．4　times　as　long　as　wide，　neck　portion　about　1／80f　its　whole

length，　hairs　yellowish　brown　and　slightly　shorter　than　width　of　flagellomere．

Palpus　yellowish　brown，3－segmented　with　length　ratio　of　1．4：1．0：1．5，1st

segment　with　8－10　setae　mainly　on　its　outside　and　with　indistinct　brownish

sensory　area　bearing　minute　sensilla，2nd　segment　with　6－8　setae，3rd

segMent　slender　with　6’7　setae．

Thorax：Color　predomiエ1antly　dark　brown；dorsocentral　setae　on　mesonotum

brownish　and　short；・scutellum　with　some　setae；posterior　pronotu皿with

setae．　Coxae，　femora，　and　tibiae　predo皿inantly　yellowish　brOwn，　tarsi

brown；each　tibial　vestiture　with　some　diffbrentiated　spine－1ike　short　setae；

fore　tibial　spur　1．3－1．4　times　longer　than　width　of　tibial　apex；claws

untoothed．　Wing　with　brownish　anterior　veins　and　light　brownish　posterior

veins；wing　membrane　bare；M1，　M2，　CuA1，　and　CuA2　with　dorsal

macrotrichia，　stem　of　M　with　4－5　dorsal　macrotrichia，　dista11／50f　R5　with

both　dorsal　alld’ventral　macrotrichia，　x　bare，　y　with　6－10　dorsal

皿a　crotrichia；1ength　of　R1＝0．9－1．1R，　ste皿of　CuA　very　short，　x＝O．4y，　c＝

0．8w；RI　ending　at　sa皿e　level　of　branching　point　of　M．　Stalk　of　haユ七er

yellowish　brown，　knob　yellowish　brown　with　many　setae．

Abdo皿en：Nearly　cylindrical　and　long．　Tergites　and　sternites　dark　brown

with　daTk　brownish　setae，　me皿brane　between　tergites　and　sternites　brown・
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Gonostylus　slightly　bending　inwa　rd　and　shghtly　attenuated　apically　with　a

distinct　ap　ical　tooth．

Wing　length：　3．0・3．9皿m、

Specimens　examined
1♂，1・6．VI．1995，1♂，12・19．VI．1995，　Kawanishi，42°51’N　143°11’E，70皿alt．，

Obihiro　city，　le　g．　A．　Ohkawa．

1ンeptoseiare］乙Za（Lep　toseiare必Za）sp．2

　　　　　　　　　　　　　　（Fig．16）

Male．　Head：Prefrons　setose．　Scape　brown　with　4　setae，　pedicel　brown　with

ユ1setae，　flagelo皿eres　brown；4th且agellomere　1．9　times　as　long　as　wide，

neck　portion　about　1／100f　its　whole　lellgth，　hairs　yelowish，　short，0．6　times

as　long　as　width　of且agellomere．　Palpus　yelowish　brown，3－segmented　with

length　ratio　of　1．3：1．0：1．3，1st　segment　with　7　setae皿ainly　on　its　outside

and　with　indistinct　brownish　sensory　area　bearing　mi皿te　sensilla，2nd

segment　with　10　setae，3rd　Segment　slender　with　10　setae．

Thorax：Color　pre　do皿inantly　dark　brown；dorsocentra1　setae　on皿esonotum

brownish　and　short，　dorsolateral　ones　brownish　and　long；scutelum　with

some　setae，40f　them　longer　than　the　others；posterior　pronotum　with　setae．

Coxae，　femora，　and　tibiae　predominantly　yellowish　brown，　tarsi　brown；each

tibial　vestiture　with　diff已entiated　spine－1ike　short　setae；fore　tibial　spur　1．3

times　longer　than　width　of　tibial　apex；claws　untoothed．　Wing　with　brownish

anterior　veins　and　light　brownish　p　osterior　veins；wing皿embrane　b　are；M1，

M2，　CuA1，　and　CuA2　with　dorsa1皿acrotrichia，　stem　of　M　bare，　distal　1／50f　R5

with　both　dorsal　and　ventral　macrotrichia，　x　bare，　y　with　6　dorsal

皿acrotrichia；1ength　of　RI　equa1七〇that　of　R，　stem　of　CuA　very　short，　x＝0・5y，

c＝0．7w；RI　ending　at　sa皿e　leve1　of　branching　point　of　M．　Halter　yellowish

『brown，　knob　with　setae．

Abdomen：Tergites　and　sternites　dark　brown　wi七h　brownish　short　setae，

membrane　between　tergites　and　sternites　yelowish　brown．　Gonostylus

rob　ust　protruding　inward　and　with　a　distinct　apica1　tooth．

Wing　length：3．1mm．
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Specimens　examined
1♂，12・14．V．　1998，　Kiyosato，35°56’N　138°26’E，1450　m　alt．，　Takane　town，

Yamanashi　Pref．，1eg．　M．　Sutou．

」Lep　toseiarelZa（Lep　toscia1「θL乙la）sp．3

　　　　　　　　　　　　　　（Fig．17）

Male．　Head：Prefrons　with　setae，　clypeus　bare．　Scape　brown　with　3－4　setae，

pedicel　brown　with　5－11　setae，　flagellomeres　dark　brown；4th　flagelomere

3．2・3．5times　as　long　as　wide，　neck　portion　about　1／8・1／50f　its　whole　length，

hairs　yellowish　brown　and　almost　as　long　as　or　slightly　longeエthan　width　of

flagelo皿ere．　Palpus　yellowish　brown，3－segmented　with　length　ratio　of　1．8：

1．0：1．2，1st　segment　with　1・3　setae　and　with　brownish　sensory　area　bearing

皿inute　sensilla，2nd　segmellt　with　3－5　setae，3rd　segment　with　3－5　setae．

Thorax：Color　predo皿inantly　dark　brown；dorsocentral　alld　dorsolateral

setae　on　mesonotum　dark　brownish　and　long；scutellum　with　so皿e　setae，2”4

0f　them　longer　than　the　others；posterior　pronotu皿“bare　or　with　setae．　Coxae，

femora，　and　tibiae　predominantly　yellowish　brown，七arsi　brown；each　tibial

vestiture，　e　sp　ecialy　hind　tibia　with　diffbrentiated　spine－1ike　setae；fore　tibial

spur　1．1・1．3　ti皿es　longer　than　width　of　tibial　apex；claws　untoothed・Wing

with　small　anal　area　and　with　brownish　anterior　veins　and　light　brownish

poste主ior　veins；wing　membrane　bare；M1，　M2，　CuA1，　and　CuA2　with　dorsal

macrotrichia，　stem　of　M　with　2　dorsa1皿acrotrichia，　diataH／6－1／20f　R5　with

－both　dorsal　and　ventral　macrotrichia，　x　b　are，　y　with　3－5　dorsal皿acrotrichia；

1ength　of　R1　＝　O．8R，　stem　of　CuA　＝　O．2つ．4x，　x＝1．0－1．2y，　c＝O．7w；RI　ending

before　level　of　branching　point　of　M．　Halter　brown，　knob　with　many　setae．

Abdomen：Tergi七es　and　sternites　brown　with　dark　brownish　setae，　each

tergite　with　a　latera1　sma11　yellowish　spots，　membrane　between　tergites　and

sternites『brown．　Gonostylus　slender　with　long　setae　on　its　basa12／3；distal

part　of　gonostylus　with　many　spines，　and　a　characteristic　conical　tooth

having　blun七apex　located　inside．

Wing　length：2．2’2．6　m皿．

Specimens　exa皿ined

1♂，17．IIIユ999，　Shiroyama，31°35’N　130°32’E， 60皿alt．，　Kagoshi皿a　city，
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Kagoshhエ1a　Pref．，1eg．　M．　Sutou（emerged　from　soi1）；1♂，11．IV．・2．V．1999，

Goino，31°28’N　130°28’E，40皿alt．，　Kagoshima　cit況Kagoshinla　Pref，　leg．　M．

Sutou（emerged　from　soil）；1♂，29．IV．2000，　Mt．　Inao，31°07’N　130°53’E，600

皿alt．，　Sata　town，　Kagoshilha　Pref，1eg．　M．　Sutou．

Leρtoseia」佗□（Leρtαspina）」b加den　ta　ta（Mohrig　and　Menze1，

1997）

Specimens　examined
2♂，12・19．VI．1995，　Kawanishi，42°51’N　143°11’E，70　m　alt．，　Obihiro　city，　leg．

A．Ohkawa．
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（4）Genus　Zltieh　osta

（和名新称　ケブカクロバネキノコバエ属）

（Figs．18－27）

盟泌o磁（鑑ieh　osia）触ρθτ加leha　Menze1　and　Mohrig，1997
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（new　to　Japan）

Specimens　examined

2♂，5．VIII．1998，　Hyakumatsu・zawa，43°01’N　141°13’E，500皿alt．，　S　apPoro

City　Hokkaido，1eg．　K．　Mizota；1♂1♀，19．VIII．2001，0皿osiroyama　plateau，

38°20N　140°30’E，550　m　alt．，　Yamagata　city，　Yamagata　Pref．，1eg．　M．　Sutou；1

♀，12．VI．2001，　Mt．　Ogusu，35°14’N　139°37’E，150　m　alt．，　Yokosuka　city，

Kanagawa　Pref．，　le　g．　M．　Sutou．

71richosia（丑ieh　osia）sp．1

　　　　　　　　（Fig．19）

Male．且ead：Pre丘ons　with　setae，　clypeus　bare．　Scape　dark　brown　with　4・7

setae，　pedicel　darkbrown　with　8－12　setae，且agelomeres　dark－brown；4th

且agelomere　3．3・3．7　times　as　long　as　wide，　neck　portion　about　1／8　of　its　whole

length，　hairs　yellowish　brown　and　almost　as　long　as　or　slightly　longer　than

width　of且agellomere．　Palpus　brown，3－seg皿ented　with　length　ratio　of　1．4：

1．0：1．4，1st　seg皿ent　with　3－6　setae　mainユy　on　its　outside　and　with　indistinct

brownish　sensory　area　bearing　mi皿te　sensilla，2nd　segment　with　5－8　setae，

3rd　segment　slender　with　5・7　setae．

Thorax：Mesonotum　and　pleura　predominantly　dark　brown；dorsocentral

setae　on皿esonotum　dark　brownish　and　short，　dorsolateral　ones　dark

brownish　and　long；scutellum　with　so皿e　setae；posterior　pronotum　bare・

Coxae，　femora，　and　tibiae　predo皿inantly　yellowish　brown，　tarsi　dark　brown；

each　tibial　vestiture　with　differentiated　spine・1ike　short　setae；fbre　tibial

spur　1．2　times　longer　than　width　of　tibial　apex；claws　untoothed．　Wing　with
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brownish　anterior　veins　and　hght　brownish　posteヱior　veins；wing　membrane

with　numerous　macrotrichia　especially　on（listal　2／3；Ml，　M2，　CuA1，　and　CuA2

with　doxsaユmacrotrichia，　stem　of　M　with皿any　dorsal皿acrotrichia，　R5　with

both　dorsaユand　ventral　macrotrichia　along　its　whole　length，　x　bare，　y　with

2・4dorsal　macrotrichia；1ength　of　R1＝O．9R，　stem　of　CuA　very　short，　x＝

O．9・1．Oy，　c　＝　O．7－O．8w；R1　ending　slightly　beyond　level　ofbranching　point　ofM．

Halter　brown　with　many　setae　on　distal　half．

Abdo皿en：Tergites　and　sternites　dark　brown　with　dark　brownish　setae，

皿embrane　between　tergites　and　sternites　brown．　Gonostylus　nearly　ovoidal

in　shape　and　with　9－15　spines　on　its　inside

Wing　length：3．4・3．7　mm．

Speci皿ells　examined

Aduユt．2♀，7．IV．1998（reared　from　larvae　collected　at　29．III．1998，　Tokiwadai，

35°28’N139°35’E，60　m　alt．，　Hodogaya－ku，　Y）kohama　ci七y，　Kanagawa　Pref．

by　M．　Sutou）；1♀，24．IV．2001，2♂，15．IV．・9．V．2002（emerged丘om　soi1），1♂，

4・26」V．2003（emerged丘om　soi1），　same　locality，　leg．　M．　Sutou；2♂，16．V．2000，

Tounomine，35°14’N　139°07’E，250皿alt．，　Hakone　town，　Kanagawa　Pref．，1eg．

M．Sutou．

Larva　and　Pup　a．4exs．，29．III．1998，　Tokiwadai，35°28’N　139°35’E，60皿aユt．，

Hodogaya－ku，　Yokoha皿a　citY」Kanagawa　Pref．　by　M．　Sutou（f泌m　rotten．

wood）．

7｝ゴとrh　osia（7｝ゴと1h　osia）sp。2

　　　　　　　　（Fig．21）

Male．且ead：Pre仕ons　with　setae，　clypeus　bare．　Scape　dark　brown　with　3・5

setae，　pedicel　dark　brown　with　5・8　setae，且agellomeres　daTk　brown；4th

且agellomere　2．8・3．〇七imes　as　long　as　wide，　neck　portion　1／14・1／100f　its　whole

length，　hairs　brown　a1皿ost　as　long　as　width　of　flagellomere．　Palpus　brown，

3・seg皿ented　with　length　ratio　of　1．4：1．0：1．7，1st　segment　with　2’3　setae　on

its　outside　and　with　indistinct　brownish　sensory　area　bearing　minute

sensilla，2nd　seg皿ent　with　7・10　setae，31d　segmen七slender　with　6・8　setae．

Thorax：　Mesonotu皿and　pleura　predominantly　dark　brown；dorsocentral　and

dorsolateral　setae　on　mesonotum　dark　brownish，　each　with　a　row　of　long
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setae　among　short　setae；scutelum　with　some　setae，3－5　of　them　longer　than

the　others；posterior　pronotum　bare．　Coxae，　fe皿ora，　and　tibiae

predo皿inantly　yellowish　brown，　tarsi　brown；each　tibiaユvestiture　with

differentiated　spine・1ike　short　setae；fore　tibial　spur　1．4－1．5　times　longer

than　width　of　tibial　apex；claws　untoothed．　Wing　with　brownish　anterior

veins　and　hght　brownish　posterior　veins；wing　membrane　b　are；M1，　M2，　CuA1，

and　CuAA2　with　dorsal　macrotrichia，　ste皿of　M　with　4・10　dorsa1　macrotrichia，

distal　1／30f　R5　with　both　dorsal　and　ventra1皿acrotrichia，　x　bare，　y　with　5・9

dorsal　macrotrichia；1ength　of　R1＝0．7－0．9R，　stem　of　CuA　very　short，　x＝

0．6－0．9y，　c＝O．7－0．8w；RI　ending　at　same　level　of　branching　point　of　M．　Halter

brown，　knob　with　setae．

Abdomen：Tergites　and　sternites　dark　brown　with　dark　brownish　setae，

membrane　between　tergites　and　sternites　brown．　Gonostylus　characteriStic

in　having　inner　spines　divided　into　upper　b　atch　usually　consists　of　2・4　spines

and　lower　one　usually　consists　of　2　spines．

Wing　length：2．5・3．1mm．

Specimens　examined
Adult．4♂，22．V．2000，1♀，13．V．2001，　Mukaiyama，38°14N　140°52’E，70　m

alt．，　Sendai　city，　Miyagi　Pref．，1eg．　M．　Sutou；4♂2♀，14・19．V．　2001（re　ared

from　larvae　collected　at　11．V2001，　same　locality，　by　M．　Sutou）；5♂3♀，

30．IV．－29．V．2002（reared　fξo皿larvae　collected　at　28．IV．2002，　same　locality，　by

M．SUtou）．

Larva　and　Pupa．40　exs．，11．V．2001，28．IV．2002，　Mukaiya皿a，38°14フN

140°52’E，70malt．，　Sendai　city，　Miyagi　Pref．，1eg．　M．　Sutou（from　rotten　wood

of　Tsuga　sp．）．

旺1乞元□1osia（n！ゴと1hosia）sp．3

　　　　　　　　　（Fig．20）

Male．且ead：Pre丘ons　with　setae，　clypeus　bare．　Scape　dark　brown　with　3・4

setae，　pedicel　dark　brown　with　11・13　setae，且agellomeres　dark　brown；4th

且agello皿ere　2．2・3．6　times　as　long　as　wide，　neck　portion　about　1／110f　its

whole　length，　hairs　brown，0．5－O．6　ti皿es　as　long　as　width　of且agelo皿ere．

Palpus　brown，3－segmellted　with　length　ratio　of　1．4：1．0：1．6，1st　segment
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with　6－11　setae皿ainly　on　its　outside　and　with　indistinct“brownish　sensory

area　bearing　minute　sensilla，2nd　seg皿ent　with　8・12　setae，3rd　segment

slender　with　9・11　setae．

Thorax：Mesonotu皿and　pleura　predominantly　dark　brown；dorsoceエ1tral　and

dorsolateraユsetae　on　mesonotum　dark　brownish，　each　with　a　row　of　long

setae　among　short　setae；scutellum　with　some　setae，4－50f　them　longer　than

the　others；posterior　pronotum　with　setae．　Coxae，　femora，　and　tibiae

predominantly　brown，　tarsi　dark　brown；each　tibial　vestiture　with

differentiated　spine－1ike　short　setae；fbre　tibial　spur　1．3－1．6　times　longer

than　width　of　tibial　apex；claws　untoothed．　Wing　with　brownish　anterior

veins　and　light　brownish　posterior　veins；wing　membrane　bare；M1，　M2，　CuA1，

and　CuA2　with　dorsal　macrotrichia，　stem　ofM　with　many　dorsaユ皿acrotrichia，

R5　with　both　dorsal　and　ventra1　macrotrichia　along　almost　its　whole　length，　x

bare，　y　with　5－9　dorsal　macrotrichia；1ength　of　R1＝0．9－1．1R，　ste皿of　CuA

very　short　or　absent，　x＝0．5－O．8y，　c＝0．7－0．8w；RI　ending　opposite　or　slightly

beyond　level　of　branching　point　of　M．　Halter　yellowish　brown，　knob　with

many　setae．

Abdomen：Tergites　and　sternites　dark　brown　with　dark　brownish　setae，

membrane　between　tergites　and　sternites　brown．　Gonostylus　longer　than

wide，　nearly　ovoida1，　characteristic　4－6　spines　located　at　inside．

Wing　length：3．8・4．1皿皿．

Specimens　examined
Adult．3♂1♀，20・22．IV．　1999，　Mt．　Sefuri，33°27’N　130°22’E，500　m　alt．，

Fukuoka　city，　Fukuoka　Pref．，　leg．　S．　Satou；1♂，17．III．1999（reared　from

larvae　collected　at　8JII．1999，　Kurino　town，31°58’N　130°48’E，600皿alt．，

Kagoshima　Pref．，　by　M．　Sutou）；1♂1♀，28．IV．2000，　Mt．　Hoyoshi，31°15’N

131°00’E，700皿alt．，　Uchinoura　town，　Kagoshima　Pref．，　leg・　M・　Sutou・

Larva　and　Pup　a．2exs．，8．III．1999，　Kurino　town，31°58’N　130°48’E，600皿alt．，

Kagoshi皿a　Pref．，　leg．　M．　Sutou（from　rotten　wood）．

nieh　osia（7irieh．osia）sp．4

　　　　　　　　　（Fig．22）

Male．且ead：Pref士ons　with　setae，　clypeus　b　are．　Scape　dark　brown　with　7－8
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setae，　pedicel　dark　brown　with　12－13　setae，且agellomeres　brown；4th

i］agelolnere　1．9・2．1　ti皿es　as　long　as　wide，　neck　portion　about　1／150f　its

whole　length，　hairs　brown　O．4・0．5　times　as　long　as且agelomere．　Palpus

yellowish　brown，3－segmented　with　length　ratio　of　1．5：1．0：1．5，1st　seglnent

with　3・6　setae　with　indistinct　brownish　sensory　area　bearing　minute　sensilla，

2nd　seg皿ent　with　7・10　setae，3rd　segment　slender　with　6－9　setae．

Thorax：Mesonotum　with　both　long　and　short　dark　brownish　setae；scutelum

with　soエne　setae，4　of　them　longer　than　the　others；posterior　pronotum　b　are

or　weakly　setose．　Coxae，　fbmora，　and　tibiae　predominantly　yelowish　browl1，

tarsi　brown；each　tibial　vestiture　with　differentiated　spine・like　short　setae；

fbre　tibial　spur　1．8　times　longer　than　width　of　tibial　apex；claws　untoothed．

Wing　with　brownish　anterior　veins　and　light　brownish　posterior　veins；wing

membrane　bare；M1，　M2，　CuA1，　and　CuA2　with　dorsal　maαotrichia，　stem　of　M

with　Many　dorsa1　macrotrichia，　R5　with　both　dorsal　and　ventral　macrotrichia

along　its　whole　length，　x　bare，　y　with　10　dorsal　macrotrichia；1ength　of　R1＝

ユ．O・ユ．2R，　stem　of　CuA　＝　O．2x，　x＝O．4・O．7y，　c＝　O．8w；RI　ending　slightly　beyond

leve1　of　branching　point　of　M．　Halter　yellowish　brown，　knob　with　many　setae．

Abdomen：Tergites　and　sternites　brown　with　dark　brownish　dense　setae，

membrane　between　tergites　and　sterni七es　yellowish　brown．　Gonostylus　with

steep　inner　surface　on　which皿any　spines　and　setae　pre　sent．

Wing　length：3．9・4．O　mm．

Speci皿ens　examined

2♂，18．IV．1994，　Sanbu　town，35°39’N　140°22’E，50　m　alt．，　Chiba　Pref，1eg．　E．

Ishitani．

7｝rieh　osia（7｝1ゴbhosia）sp。5

　　　　　　　　　（Fig．23）

Male．　Head：Pre丘ons　with　setae，　clypeus　bare．　Scape　dark　brown　with　2

setae，　pedicel　dark　brown　with　9・11　setae，且agellomeres　brown；4th

且agelo］【nere　2．4　ti皿es　as　long　as　wide，　neck　portion　about　1／90f　its　whole

length，　hairs　brown　almost　as　long　as　or　slightly　longer　than　width　of

且ageloエnere．　Palpus　brown，2（a　speci皿en丘om　Miyagi　Pref．）or　3（a

speci皿en　from　Tochigi　Pref．）segmented，1st　segment　with　1・3　setae　with
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indistillct　brownish　sensory　a℃ea　bearing　minute　sens皿a．

Thorax：Mesonotum　and　pleuヱa　pTedo皿inantly　dark　brown；mesonotum　with

both　long　and　short　dark　brownish　setae；scutellum　with　some　setae，40f

them　longer　than　the　others；posterior　pronotum　with　setae．　Coxae，　fe皿ora，

and　tibiae　p　redominantly　yellowish　brown，　tarsi　brown；each　tibia1　vestiture

with　differentiated　spine－like　short　setae；fore　tibial　spur　1．4　t皿es　longer

than　width　of　tibial　apex；claws　untoothed．　Wing　with　brownish　anterior

veins　and　light　brownish　posterioヱveins；wing　membrane　b　are；M1，　M2，　CuAl

and　CuA2　with　dorsal　macrotrichia，　stem　of　M　bare　or　with　a　few　dorsal

macrotrichia，　tip　of　R5　with　both　dorsal　and　ventra1　macrotrichia，　x　bare，　y

with　3・4　dorsal　macrotrichia；1ength　of　R1　＝　O．5・0．6R，　stem　of　CuA　ab　scent，　x

＝1．1－1．5y，　c＝　O．7－0．8w；R1　ending　before　level　of　branching　point　of　M．且alter

brown，　knob　with　setae．

Abdomen：Tergites　and　sternites　dark　brown　with　dark　brownish　setae，

membrane　between　tergites　and　sternites　brown．　Gonostylus　longer　than

wide，　nearly　ovoidal　in　shape，　with　many　spines　on　inner　surface　of　distal

1／2．

Wing　length：2．2・2．7　mm．

Specimens　examined’

1♂，30．IV．－29．V．2002，　Mukaiyama，38°14’N　140°52’E，70　m　aユt．，　Sendai　city，

Miyagi　Pref．，　le　g．　M．　Sutou（emerged　from　a　rotten　wood　of　Tsuga　sp．）；1♂，

18．VI．2000，　near　lake　Yuno，36°48’N　139°26’E，1500皿alt．，　Mkko　city，

Tochigi　Pref．，　leg．　K．　Uesugi．

7］kfoh　osia（、召ぼθoseiara）seo　tiea（Edw　ards，1925）

　　　　　　　　　　　　　　　　（new　to　Japan）

Specimens　examined

1♂，25．X．1998，　Makizono　town，31°52’N　130°45’E，240血alt．，　Kagoshima

Pref．，1eg．　M．　Sutou；1♂，27．V．2002，　Takasaki　town，31°54’N　131°03’E，200　m

alt．，　Miyazaki　Pre£，　le　g．　M．　Sutou．

宜ieh　osiar！（ノlfo　u∠絡孟∠刀！a）sp．6
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Male．　Head：Prefrons　with　setae，　clypeus　bare．　Scape　dark　brown　with　3

setae，　pedice1　dark　brown　with　about　18　setae，且agello皿eres　dark　brown；4th

flagelo皿ere　2．8　times　as　long　as　wide，　neck　portion　1／90f　its　whole　length，

hairs　yelowish　brown　almost　as　long　as　width　of且agelo皿ere．　Palpus

yellowish　brown，2・seg皿ented，1st　seg皿ent　with　4　setae　on　its　outside　and

with　brownish　sensory　area“bearing皿inute　sensilla，2nd　segment　with　ll

setae．

Thorax：Mesonotum　and　pleura　p　redominantly　dark　brown；mesonotu皿with

both　long　and　short　dark　brownish　setae；scutellum　with　some　setae；

posterior　pronotum　with　setae．　Legs　predominantly　brown，　each　tibiaユ

vestiture　with　some　differentiated　spine－like　short　setae；fbre　tibial　spur　1．2

times　longer　than　width　of　tibial　apex；claws　untoothed．　Wing　with　brownish

anterior　veins　and　light　brownish　posterior　veins；wing　membrane　b　are；M1，

M2，　CuAI　with　dorsal　macrotrichia，　CuA2　and　ste皿of　M　bare，　dista1　2／30f　R5

with　both　dorsal　and　ventral　macrotrichia，　x　bare，　y　with　g　dorsal

macrotrichia；length　of　R1　＝　1．3R，　stem　of　CuA　very　short，　x＝0．5y，　c＝　O．9w；

R1　ending　at　same　leve1　of　branching　point　of　M．　Halter　dark　brown，　distal

1／2with　setae．

Abdomen：Tergites　and　sternites　brown　with　dark　brownish　setae，

membrane　between　tergites　and　sternites　yellowish　brown．　Gonostylus　short

and　robust，　outersurface　rounded　and　inner　apex　pro七ruding　inward　with

many　spilles．　Ofthese，　one　spine　appaヱently　thicker　than　the　other　ones．

Wing　length：4．1　mm．

Specimens　examined
1♂，18．VI．2000，　near　lake　Yuno，36°48’N　139°26’E，1500皿alt．，　Nikko　city，

Tochigi　Pref．，　le　g．　K．　Uesugi．

niiと？ho8t’a　sp．7

　　　（Fig．24）

Male．　Headl　Pre丘ons　with　setae，　clypeus　bare　or　with　a　fbw　setae．　Scape

dark　brown　with　5－6　setae，　pedicel　dark　brown　with　10・11　setae，

且agellomeres　dark　brown；4th　flagello皿ere　4．4・4．7　ti皿es　as　long　as　wide，
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neck　portion　about　1／6・1／50f　its　whole　length，　hairs　brown　1．3－1．4　times　as

long　as　width　of　flagellomere．　Palpus　brown，3－segmented　with　length　ratio

of　1．3：1．0：1．2，1st　seg皿ent　with　2・3　setae　with　indistinct　brownish　sensory

area　bearing皿inute　sensilla，2nd　seg皿ent　with　3　setae，3rd　segment　with

4・5setae．

Thorax：Mesonotum　and　pleura　predominantly　dark　brown；mesono七um　with

both　long　and　short　dark　brownish　setae；scutellum　with　some　setae，2・30f

the皿10nger　than　the　others；postei・ior　pronotum　bare　oT　with　a　feW　setae．

Coxae，　fbmora，　and　tibiae　predominantly　yellowish　brown，　tarsi　brown；each

ti“bial　vestiture，　especially　hind　tibia，　with　differentiated　spine－1ike　short

setae；fore　tibial　spur　1．3・1．4　times　longer　than　width　of　tibial　apex；claws

untoothe　d．　Wing　with　brownish　anterior　veins　and　light　brownish　posterior

veins；wing　membrane　bare；M1，　M2，　CuAI　with　dorsa1皿acrotrichia，　CuA2

bare，　stem　of　M　with　a　few　dorsa1　macrotrichia，　tip　of　R5　with　both　dorsal　and

ventral　macrotrichia，　x　b　are，　y　with　a　few　dorsa1皿acrotrichia；1ength　of　R1＝

0．5－0．7R，　stem　of　CuA＝0．2x，　x＝1．2y，　c＝0．6－0．7w；RI　ending　lbefbre　level　of

branching　point　of　M．　Halter　brown，　knob　with　setae．

Abdomen：Tergites　alld　sternites　dark　brown　with　dark　brownish　setae，

membrane　between　tergites　and　sternites　brown．　Gonostylus　longer　than

wide，　attenuated　apical又and　with　apical　spines．　Teg皿en　with　210ng　setae・

Wing　length：2、2－2．5皿m．

Specimens　examined
1♂，29．V．2000，　Yaen・touge，35°37’N　139°20’E，160　m　alt．，　Hachioji　city，　Tokyo，

1eg．　M．　Sutou；1♂，15．IV．－9．V．2002（emerged　f士om　soi1），4♂1♀，

14．VrlO．VI．2002（emerged　from　soi1），1♂，12．VI．－6．VII．2002（emerged丘o皿

soi1），1♂1♀，3．VI．2002，　Tbkiwadai，35°28’N　139°35’E，60　m　altっHodogaya－ku，

Yokoha皿a　city，　Kanagawa　Pref．，1eg．　M．　Sutou；1♀，26．V．1999，　Izu皿ino，

35°25’N139°30’E，50　m　alt．，　Y（）koha皿a　city，　Kanagawa　Pref．，1eg．　M．　Sutou・

7｝ゴとehosia　sp．8

　　　（Fig．25）

Male．　Head：Prefrons　with　setae，　clypeus　bare．　Scape　dark　brown　with　5・7

setae，　pedicel　dark　bエown　with　7－8　setae，且agelomeres　dark　brown；4th
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且agellomere　4．1　times　as　long　as　wide，　neck　portion　about　1／4　of　its　whole

length，　hairs　brown　1．5　ti皿es　as　long　as　width　of　fiagellomere．　Palpus　brown，

3－segmented　with　length　ratio　of　1．3：1．0：1．2，1st　segment　with　1・2　setae

with　in（hstinct　brownish　sensory　area　bearing　minute　sens皿a，2nd　and　3rd

segment　each　with　3　setae．

Thorax：Mesonotum　and　pleura　predominantly　dark　brown；mesonotum　with

both　long　and　short　dark　brownish　setae；scutelum　with　some　setae，20f

them　longer　than　the　others；posterior　pronotum　bare．　Coxae，　femora，　and

tibiae　predo皿inantly　brown，　tarsi　dark　brown；each　tibiaユvestiture，

especially　hilld　tibia，　with　differentiated　spine・like　short　setae；fore　tibial

spur　1．3－1．4　times　longer　than　width　of　tibial　apex；claws　untoothed．　Wing

with　small　anal　area　and　with　brownish　anteヱior　veins　and　hght　brewnish

posterior　veins；wing皿embrane　bare；Ml，　M2，　CuA1，’CuA2　and　stem　of’M

bare，　tip　of　R5　with　both　dorsa1　and　ventral　macrotrichia，　x　and　y　bare；length

of　R1＝0．4・O．5R，　stem　of　CuA　＝　O．3・O．4x，　x＝1．5・2．Oy，　c＝　O．6－O．7w；RI　ending

before　level　of　branching　point　of　M．　Haker　brown，　stalk　long　without　setae，

㎞ob　with　setae．

Abdomen：Tergites　and　sternites　dark　brown　with　dark　brownish　setae，

membrane　be七ween　tergites　and　sternites　brown．　Gonostylus　longer　than

wide，　distal　1／3　attenuated　and　bending　inward　with　apical　spines』egmen

with　210ng　setae．

Wing　length：1．6・1．7皿m．

Speci皿ens　examined

1♂，14－28．IV．1996，　Tokiwadai，35°28’N　139°35’E，60　m　alt．，　Hodogaya・ku，

Y（）kohama　city，　Kanagawa　Pref．，1eg．　M．　Sutou；1♂，25．VIII．1998，　Yamadera，

38°19’N140°27’E，400　m　alt．，　Yamagata　city，　Yamagata　Pref，1e　g．　M．　Sutou．、

7｝ゴとrhosia’！sp．9

　　　（Fig．26）

Male．　Head：Prefrons　with　setae，　clypeus　bare．　Scape　dark　brown　with　3

setae，　pedicel　dark　brown　with　10　setae，且agellomeres　brown；4th

且agellomere　4．8七imes　as　lollg　as　wide，　neck　po士tion　about　1／90f　its　whole

length，　hairs　yelowish　brown　abou七1．5　times　as　long　as　width　of
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且agelomere．　Palpus　brown，3・segmented　with　length　ratio　of　1．4：1．0：1．4，

1st　segrnent　with　2　setae　with　brownish　sensory　area　bearing皿inute　sensl皿a，

2nd　segment　with　8　setae，3rd　segment　slender　with　6　setae．

Thorax：Mesonot㎜and　pleura　predo皿inantly　dark　brown；皿esonotum　with

both　long　and　short　dark　brownish　setae；scutellum　with　so皿e　setae，20f

them　longer　than　the　otheエs；posterior　pronotu皿bare．　Legs　elongated；coxae，

femora，　and　tibiae　predominantly　brown，　tarsi　dark　brown；each　tibial

vestiture，　especially　hind　tibia，　with　differentiated　spine－hke　short　setae；

fbre　tibial　spur　1．2　times　longer　than　width　of　tibial　apex；claws　untoothed．

Wing　with　small　anal　area　and　with　brownish　anterior　veins　and　light

brownish　posterior　veins；wing皿embrane　b　are；Ml，　M2，　CuAi　and　CuA2　with

dorsal　macrotTichia，　stem　of　M　bare　or　with　a　macrotrichium，　dista11／50f　R5

with　bo七h　dorsal　and　ventra1皿acrotrichia，　x　with　a　macrotrichium，　y　with　6

dorsal　macrotrichia；1ength　of　R1＝0．7R，　stem　of　CuA　O．3x，　x＝1．4y，　c＝0．8w；

R1　ending　before　level　of　branching　point　of　M．　Halter　brown，　stalk　elongated，

knob　with　setae．

Abdome皿：Tergites　and　sternites　dark　brown　with　dark　brownish　setae，

membrane“between　tergites　and　sternites　brown．　Gonostylus　longer　than

wide，　dorsally　with　a　distinct　concavity　oll　which　so皿e　spines　present・

Teg皿en　with　210ng　setae．

Wing　length：2．1皿皿．

Specimens　examined
1♂，13．XI．2000，　Yakushima　lsland，30°18’N　130°38’E，150　m　alt．，　Kagoshima

Pref．，1eg．　M．　Sutou．

tz「｝ゴ「ehoβ1’没sp．10

　　　（Fig．27）

Male．　Head：Prefξons　with　setae，　clypeus　with　a　seta．　Scape　hrown　with　2

setae，　pedicel　brown　with　ll　setae，　flagello皿eres　dark　brown；4th

且agelornere　long，6．3　ti皿es　as　lollg　as　wide，　neck　portion　1／4・1／50f　its　whole

length，　hairs　yelowish　brown，．10ng，3．0・4．O　ti皿es　as　long　as　width　of

且agellomere．　Palpus　brown，3・seg皿ented　with　length　ratio　of　1．4：1．0：2．0，

1st　seg皿ent　with　3　setae　with　indis七inct　brownish　sensory　area　bearing
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皿inute　sensl皿a，2nd　segment　with　8　setae，3rd　seg皿ent　slellder　with　9　setae・

Thorax：Mesonotunl　and　pleura　predominantly　dark　brown；mesonotum　with

both　long　and　short　dark　brownish　setae；scutellum　with　some　setae；

posterior　pronotum　with　setae．　Legs　elongated；coxae，　femora，　and　tibiae

predo皿inantly’brown，　tarsi　dark　brown；each　tibial　ve　stiture，　especially　hind

tibia，　with　differentiated　spine－1ike　short　setae；fore　tibial　spur　1．3　times

longer　than　width　of　tibial　apex；claws　untoothed．　Wing　with　small　ana1　area

and　with　brownish　anterior　veins　and　hght　brownish　p　osterior　veins；wing

皿embrane　b　are；M1，　M2，　CuA1　and　CuA2　with　dorsaユ皿acrotrichia，　stem　of　M

’bare，　dista11／60f　R5　with’both　dorsal　and　ventra1皿acrotrichia，　x　bare，　y

with　a　few　dorsal　macrotrichia；1ength　of　Ri　＝　O．6R，　stem　of　CuA　O．5x，　x＝1．1y，

c＝　O．8w；R1　ending　before　level　of　branching　point　of　M．　Halter　brown，　sta工k

elongated，　knob　with　setae．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Abdomen：Tergites　and　sternites　dark　brown　with　dark　brownish　setae，

皿e血brane『between　tergites　and　sternites　brown．　Gonostylus　longer　than

wide，　dista11／3　with　some　spines　and　broader　than　b　asal　2／3・Teg皿en　with　2

10ng　setae．

Wing　length：2．2皿m．

Specimens　examined
1♂2♀，13．XI．2000，　Yakushi皿a　lsland，30°18’N　130°38’E，150　m　alt・，

Kagoshima　Pref．，1eg．　M．　Sutou．

Remarks　for　niehosia　sp．7－10

　　7｝Tj’と，hosia　sp．7，　sp．8，　sp．9，　and　sp．10　provisionaly　described　above　does

not　丘t　to　any　sub　genera　of　the　genus　7］richosia．　These　sp　ecies　are

chaエacteristic　in　having　fbllowing　characters：Foi皿th　flagelo皿ere　of　antenna

long，皿ore　than　4　times　as　long　as　wide，　and　on　which　the　hairs　also　long；

hind　tibia　with　a　row　of　diffごentiated　spine・1ike　short　setae；anal　area　of

wing　small；RI　short　ending　befbre　level　of　branching　point　of　M；stem　of　CuA

relatively　long，0．2－0．5x；stalk　of　halter　long；tegmen　with　2　long　setae；body

size　smal，　wing　length　less　than　2．5皿皿．　A　new　subgenus　of七he　genus

7｝iehosia　wi11　be　proposed　b　ased　on　these　species　in　the　future　study．
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（5）Genusぷcアth」popoc血roa

（和名新称　ホソミクロバネキノコバエ属）

（Figs．28－30）

Ab　stract

　　Seythroρoehroa　radialis　Lengersdorf，1926　is　recorded　fξo皿Japan

（Honshu　and　Kyushu）as　the　first　representative　of　this　genus　fξom　East

Asia．　The　fe皿ale　of　this　species　is　redescribed『based　on　the　Japanese

specimens，　and　compared　with　a　closely　resembling　species丘gressitti

Steffan，1969　fro皿Microne　sia．　The　e　g9　and　xylop　hagous　la　rva　of　S・　ra　diafis

are　described　for　the　first　ti皿e．　Biology　and　larval　morphology　of

Scythroρoehroa　are　brie且y　discussed．

Key　Woxds：Diptera，　Sciaridae，　Seythroρoehroa，　new　record，1arva，　Jap　an．

IntrodUC七ion

　　The　genus　Seythroρochroa　Enderlein，1911　is　wel　defined　by　the

unsegmented　short　p　alpi（Fig．29C）and　longer　RI　of　the　wing，　which　ends

beyond　the　level　of　the　branching　point　of　M（Fig29A）．　This　genus　consists

of　21　known　species　in　the　world：two　fro皿the　Palaearctic　regiol1，0ne　from

Nepa1，0ne　fro皿A血ica（Seychelles　Islands），　two　fro皿India，　ten　from

Southeast　Asia，　one　from　New　Zealand，　and　four　from　Pacific　islands．，　Two

Palaearctic　specie　s，　S．　ra　dialis　Lengersdorf，　1926　and　S．　quereieola

（Winnertz，1869），　have　been　recorded　from　Europe　and　Russia（Menze1　et　al

1990；Metzner　and　Menze1　1996；Menze1　and　Mohrig　2000）．

　　Morphology　of　the　i皿mature　stages　of　this　genus　is　very　poorly　known・

’］Niomiko　ski（1957）brie且y　de　s　crib　e　d　the　p　up　ae　of　S．　ra　dialt’s　and　S．　a　uereieo7a

fro皿Finland．　Wisely（1959）described　the　laエva　and・pupa　ofぷm’tida

Edwards，1927　from　New　Zealand．　The　present　study　rep　orts　S．　ra　diak’s　from

Japan　as　the丘rst　representative　of　this　genus　f士om　East　Asia，　along　with　the

血st　descrtption　of　its　egg　and　fourth（fina1）・instar　larva．

Materiaユs　and　Methods
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　　The　adu1七s　of　S．τa磁訪這were　colected　outdoors　by　insect　net．　About　25

fourth・instar　larvae　were　also　collected　from　rotten　wood　in　a　forest　in

Kagoshima　Prefecture．　Of　these　1arvae，　siX　were　preserved　in　80％ethano1，

and　the　others　were　r6ared　to　adults　in　a　plastic『box　under　room

te皿perature．　It　was　fi皿ed　with　a　mixture　of　dry　sawdust　and　chopped　rotten

wood　collected　at　their　original　habitat．　Three　fbmale　s　of　ten　emerge　d　adults

were　reared　in　a　plastic　box　with　wet　cotton　to　obtain　their　e　ggs．

　　All　adUlts　were皿ounted　on　glass　slides　with　xylo1－based　Canada　Baユsam

after　dehydration．and　clearing　ill　creosote　oil．　The　head　aエLd　spiracles

dissected　out　of　a　larva　were　cleared　in　10％KOH　solution，　and　mounted　on　a

glass　shde　with　Gum・Chlo主a1且uid．　Morphological　terminology　fbr　adult　and

larva　fbllows　Menzel　and　Mohrig（1997）．

　　　　　　　　　　　Seyt五roρoehroa　ra　di’a」b’s　Lenge］rsdorf，1926

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（new　to　Japan）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Figs　29，30）

Seアthropoehroaヱ’a　di，∂b’s　Lengersdorf，1926：123，　fig．2（typ　e　locality：Penther，

　　　Vermosa　Village，　Alb　ania）；Tuo皿ikoski　1957：5，28，丘9・1；Menzel　and

　　　　Mohrig　1993：69，　figs　17－21．

Adult（Fig．29）．

　　Fernale．　He　ad　ovoid　in　lateral　view．　Prefrons　setose；clypeus　b　are　or　with　a

few　setae．　Anter皿a　brown　except　fbr　light　brownish　neck　of　each

且agellomere；scape　with　6－8　setae；pedicel　with　10－15　setae；4th

且agellomere（Fig．29B）皿ore　or　less　variable　in　length，1．46－1．94　times　as

long　as　wide，　with　neck　O．14－0．17　times　as　long　as且agellomere　length，　and

with　hai℃s　O．5－0．8　times　as　long　as且agellomere　width．　Palpifer（Fig．29C）

with　l　seta；palpus（Fig．29C）yelowish　brown，　unsegmented，　covered　wholly

with皿inute　setulae，　with　7－10　setae　on　outer　side　and　many　sensilla　on

indistinct，　brownish，　circular　area．

　　Anterior　pronotum　dark　brown，　with　short　setae；posterior　pronotum

brown，　bare　or　with　1－5　setae；mesonotu皿，　scutellum，　and　pleura　dark

brown；scutellum　with　bristles　apParently　longer　than　those　on皿esonotu皿・

Legs　predominantly　yellowish　brown，　with　brownish　tarsi；fore七ibia　with

dense　bristles　on　inner　side　near　apex，　and　with　apica1　spur　of　1．1－1．2　times
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10ng　of　tibial　width（Fig．29D）．　Haユter　brown，　with　short　setae．　Wing　venation

as　shown　in　Fig．29A；vein　x（distance　between　roots　of　CuA　and　M）bare；y

（distance　between　root　of　M　and　junction　of　Rs　on．Rs）as　long　as　or　shghtly

longer　than　x，　with　3－15’皿acrotrichia；CuA　O・7－1・0　ti皿es　as　long　as　x；c

（perpendicular　distance　between　ends　of　Rs　and　C）0．7－0．8　times　as　long　as

w（perpendicUlar　dis七ance　between　ends　of　R5　and　M1）（Fig．29A＞；wing

length　ranging　3．43－5．04　mm（mean±SD＝3．97±0．47　mm，　N＝12）・

　　Abdo皿en　brown　with　short　setae，　gradually　attenuated　in　last　3－4

segments；membrane　between　terga　and　stema　yelowish　brown　in　shde

specimens，　but・range　br・wn　when　alive；Cercus　21・segmented，　sec・nd

segment　lobate．

　　Male．　See恥omikoski（1957）and　Mellzel　and　Mohrig（1993）．

Egg（Fig．30G）．

　　Sma11，0．29－O．31皿皿10ng（N＝12），　ovoid，　crea皿y　white　throughout・

Fourth・instar　larva（Fig．30A－F）．

　　Body　length　ranging　8．74－10．12　m皿（mean＝9．77　mm，　N＝6）．

　　Head（Fig．30B，　C）dark　brown．　Frontal　plate　with　14　sensory　pits，　of　these，

6　on　anterior　blackish　brown　strip　es，　remaining　8　arranged　in　4　p　airs（p　1－

p4）．　Gena　wel・chitinized　in　p　osterior　rim，　with　8　dorsal，1ventrolateral，　and

lventral　sensory　pits，50f　8　dorsal　sensory　I）its　located　along　dorsal　suture

（p5－p9）．　Antennal　plate　heart－shaped　in丘ontal　view，　with　4－5皿1nute

sensory　spots　on　upPer　concaVity．　Labrum　with　10皿inute　peg’hke　sensory

pr・cess　d・rsally．　Clypeus　with　blackish　br・wn　transverse　band　P・s七eri・rly

and　4　sensory　spots　dorsaly．　Epipharynx且eshy，　with　2　rows　of　denticles　and

lsensory　spot　oll　each　side．　Mandible（Fig．30D）with　5　teeth　and

well－developed　brush－1ike　prostheca　attached　inside．　Maxila　consisting　of

card。，　stipes，　gale・lacinia，　and　vestigia1　maxillary　palpus；card・nearly

triangUlar，　with　2　sellsory　pits；stipes　fingerlike，　bearing　circular　sensory

sp・t　ventrally，　fused　basely　with　gale・1acinia；gale・lacinia　with　7　teeth・2

ventral　sensory　pits，　and　basal　projec七ion　hidden　under　cardo；皿ax皿ary

palpus　unseg皿ented，　degeneヱated　t・circular・sens・ry・rgan・a七apex・f　stipes・

bearing　5－6皿inute　sens・エy　sp・七s　and　l　s皿a且papila・H）？・pharynx　with　2

anteriorly　extending　arms；pharynx皿e皿branous，　located　just　above

hyp。pharynx；chitin・us　semicircular　structure　present　just　behind
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hypopharynx，　extending　posteriorly，　and　suppoTting　phaヱynx　together　with

hypopharyエ）x．

　　Thorax　and　abdomen（Fig．30A）creamy　white，　translucent，　s皿ooth　with

no　setae．］Loco皿otory　pad　poorly　developed，　lacking　皿inute　hooks・

Prothoracic　spiracles（Fig．30E）with　crescent　ecdysial　scar　anteriorly　and

circUlar　op　ening　p　osteriorly．　Ab　domina1　spiracles　on　lst　to　7th　seg皿ents（Fig．

30F）0．6－0．7　times　as　laヱge　in　diameter　as　prothoracic　spiracles，　with

circular　opening　anteriorly　and　crescent　ecdysial　scar　posteriorly．

Spec皿ens　examined．　Adult（al　on　slides）：1♂，20．VII．1998，3♂，29．V．2000，1

♂，4．VL2002，　Yaen・toge，35°37’N　139°20’E，160皿alt．，　Hachioji，　Tokyo，　forest

most　predominantly　occupied　by　euθreusロ四～飴創゜」ma　Carruthers　and

euθrcus　serrata　Thunberg；1♀，6．V．2002，1♀，8．VII．2002，　Tbkiwadai，

35°28N　139°35’E，60皿alt．，　Yokoha皿a，　Kanagawa　Pref．，　fores七most

prea。minantly・c6upied　by　Pinus　taeda　Linnaeus；1♀，17・VI・2002，

Manazuru，35°08’N　139°10’E，60　m　alt．，　Kanagawa　Pref．，　forest　most
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ
predominantly　occupied　by　Cinnaヱnom　um　eamaphora　Siebold；2♂，7．VI．1998，

Kirishi皿a，31°50’N　131°60’E，320　m　alt．，　Kagoshi皿a　Pエe£；4♂6♀，29・IV・　－

4．V．1999，　reared　from　larvae　co］ユected　on　11．IV．1999　in　Goino，31°28N

130。28・E，40malt．，　Kagoshi皿a，　Kagoshima　Pref．；2♀，25．VI・2000，1♀，

29．VI．2000，　Tbso，31°35’N　130°32’E，70　m　alt．，　Kagoshi皿a，　Kagoshima　Pref・，

on　a　he　dgerow；1♂，30．VI．2000，　Higashi－ichiki，31°39’N　130°20’E，80皿aユt”

Kagoshima　Pref．

　　Fourth・instar　larva：6exs．（30n　shdes，3in　ethanol），11JV　1999，　Goino，

31°28’N130°28’E，40　m　alt．，　Kagoshima，　Kagoshima　Pref．，　forest　most

predo皿inantly　occupied　by　Oastanoρsis　euspidata　Schottky　var・田勧01m

Nakai．

　　All　the　speci皿ens　examined　were　collected　by　M　Sutou・

　　Remaヱks．　Seythroρoehroa　radialis　has　been　recorded　fro皿Finland，

Germany，　Alb　ania，　and　the　Russian　FaエEast（Menzelθt　al．1990；Metzner

and　Menze11996）．　It　is　heエe　recoエded丘o皿Jap　an　for　the　frst　time．

　　This　species　closely　rese皿bles＆鰺力坦ρoロヱoa　gresSttti　Steffan・1969

descエibed　based　on　three　fbmales　from宜uk　and　Gua皿islands　in　Micronesia．

We　exa皿med　the　holotype　ofぷ8τθ8田伽（Mt．　Unibot，390　m　alt・，　Ton　Island

in　Truk　Islands，2．1．1953，1eg．　J．　L．　Gressitt；Bishop　Museu皿，　no　8221），　and
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con血皿ed　that　it　is　sepairable　from　S．盟疲泌5　by　the　fbllowillg　charac七eヱ

states：three　setae　present　on　the　scape（s土x　to　eight　in　S．ヱ没虚～1磁），　nine　setae

on　the　pedice1（10　to　15＞，　and　a　shorter　CuA　which　is　O．6　times　as　long　as　x

（0．7－1．O　times）．

Discussion

Biology

　　Habitat　prefbrence　of　the　Septhroρoehroa　larva　was　investigated　by

several　authors：the　larvae　of　S．　nitida　were　found　from　a　rotten　w皿ow　lo　g　in

New　Zealand（Wisely　1959）；those　of　S．4uereieola　inhabit　rotten　oak　wood　in

Germany（Winneエtz　1869）；those　of　S．　m曲品were　collected　fro皿rotten

alder　wood　and　rarely　from　rotten　birch　or　poplar　in　Finland（Tuomikoski

1957）；and　those　of　S．」昭辺a1お1ive　in　rotten　alder　or　birch　as　well　in　Kurile

Islands（Mohrig　et　al　1982）．　Ir皿ler　e　t　al（1996）reported　that　the　adUlts　of　S．

τa〔故蛤had　emerged　from　rotten　alder　or　spruce　in　Germany　In　the　plesent

study，　grre　garious　larvae　of　this　sp　e　cies　were　collected　from　a　rotten　wood　in　a

evergreen　broad－1eaved　forest　predominantly　occupied　by　Oastanoρsis

euspτdata　Sch・ttky　var．　siθboldrk’　Nakai（Japanese　name：Sudal亘）・These

larvae皿ade　rough　cocoon　and　pup　ated　in　rotten　wood，　and　finally　four皿ales

and　six　fbmales　emerged　under　laboratory℃earing．　It　sharply　contrasts　with

Tuomikoski’s（1957）ob　servation　in　Finland　that　the　larvae　from　a　gregaTious

colony　of　this　species　usuaUy　beca皿e　adults　in　one　sex，　males　or　fe皿ales，

under　rearing　condltion．　Such　a　drastic　bias　of　the　sex　ratio　depending　on

each　larval　colony　was　not　o右bserved　in　the　pエesent　study．　Xylophagy　fbr　the

fbod　habit　of　Scythropoehroa　larvae　is　strongly　supported　in　our　observation

as　we11　as　in　the　previous　studies　mentioned　above．

Larval　morρhology

　　Since　Blaschke・Berthold（1988）appealed　scarcity　of　taxonomic　hterature

on　the　sciarid　larvae，　this　situation　has　not　changed“basicaly　until　now．

Detailed　discussion　on　the　larva1皿oエphology　is，　therefbre，　stil　a　difficult

goal　to　achieve．　Only七wo　species　of　Seythroρoehroa　larvae　are　known：S．

nitida　by　Wisely　q　959）and　S．　ra　dialis　de　scrib　e　d　herein・Co皿p　arison　of　the

morpholo　gy　of　these　larvae　reveale　d　that　the　stip　es　of　the　maxilla　bears　one

long　seta　in　S．　m’tide～，　but　lacks　it　in　S．τa曲2短．　Although　the　nu皿ber　and

arrange皿ent　of　sensory　pi七s　on　the　head　ofぷ皿’亙（抱was　insuf丘ciently　given
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in　Wisely’s（1959）description，　we　fbund　that　the　distance　between　p4　and　p6

is　distinctly　shorter　inぷm直誠5（Fig．30B）than　in丘加ゴ丘The　taxonomic

impoxtance　of　the　arrangement　of　pl　to　p9　could　be　discussed　in　detail　in

fUture　studies．

　　Sphacle　structure　of　the　sciarid　larvae　is　also　poorly　known（Menzel　and

Mohrig　1997）；no　previous　study　has　been　pubhshed　on　this　subject　except

for　that　of　Madwar（1937）．　Both　thoracic　and　abdo皿inal　spiエacles　of　S．

τa庇∂五glarvae（Fig．30E，　F）have　a　crescent　ecdysial　scar　and　a　circUlar

opening，　and　the　pro’thoracic　spiracles　are　larger　than　the　abdominal　ones．　It

should　be　note（1　that　the　scar　of　the　prothoracic　spiracle　is　situated　anteriorly，

but　contrary，　that　of　the　ab　domina1　spiracle　is　situated　posteriorly．　Not　only

the　number　and　arrangement　of　the　spiracles　but　also　spiracle　structure

itself　could　be　important　morphological　characters　in　analyzing　systematic

relationship　among　the　sciarid　species．
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（6）Genus　Seh　wen　ekfeZdi’na

（和名新称　ザラメクロバネキノコバエ属）

（Figs．31－32）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Seh　wen　ekfeZdina　sp．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fig．32）

Male．　Head：Prefrons　with　setae，　clypeus　bare．　Scap　e　dark　brown　with　6・10

setae’C　pedicel　dark　br・wn　with　ab・ut　18　setae，且agel・meres・br・wn・r　dark

brown；4th且agellomere　1．4－1．5　times　as　long　as　wide，　neck　portion　very

short，　hairs　yellowish　brown，　O．40．5　times　as　long　as　width　of且agello皿ere・

Palpus　yellowish　brown，3’seg皿ented　with　length　ratio　of　1・3：1・0：1・4，1st

se　g皿ent　with　7・9　setae　mainly　on　its　outside　and　with　brownish　sensory　area

bearing　minute　sensilla，2nd　segment　with　about　20　setae，3rd　segment

slender　with　13・18　setae．

Thorax：Color　predominantly　dark　brown；dorsocentral　and　dorsolateral

setae　on　mesonotum　brownish；scutellum　with　so皿e　setae，　usually　60f　them

1。nger　than　the・thers；P・s七eri・r　pr・n・tu皿with　setae・Legs　pred・皿inantly

brown；each　tibial　vesti七ure　with　so皿e　diff巨en七iated　spine・1ike　short　setae；

fore　tibial　spur　1．1－1．2　ti皿es　longer　than　width　of　tibiaユapex；claws

untoothed．　Wing　with　brownish　anterioヱveins　and　light　brownish　posterioエ

veins；wing皿embrane　without　macrotrichia；M1，　M2，　CuA1，　CuA2，　and　stem

of　M　bare，　dista11／3・2／50f　R5　with　both　dorsa1　and　ventral　macrotrichia，　x

bare，　y　b　are　or　with　a　few　dorsa1皿acrotrichia；1ength　of　Rl＝1・4ロ1・7R・stem

of　CuA＝0．4・0．6x，　x＝0．6・1．2y，　c＝0．8w；RI　long　ending　well　beyolld

branching　P・int・fM．　Stalk・f　halter　yell・wish・br・wn　and　bare・　kn・b　br・wn

with　setae．

Abdo皿en：Tergites　and　ste血ites　dark　brown　with　dark　brownish　setae，

皿embrane　between　tergites　and　sternites　yellowish　brown．　Ventroapica1　1／3

。f　g。n・c・xite　with　large　inner　1・bes　alm・st・neeting　a1・ng　centra1　axis・ver

tegmen．　G・n・stylus　r・bust，　attenuated　distaly　and　bending　inwa・d・

characteristic　two　b　atches　of　sp　ines　located　at　inside．

Wing　length：3．7’4．5　m皿・
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Specimens　exa皿ned
3♂，1－6．VIユ995，23♂1♀，12－19．VI．1995，　Kawanishi，　42°51’N　143°11’E，70　m

alt．，　Obihiro　city，　le　g．　A．　Ohkawa．
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　　　　　　（7）Genus　Chaetoseiara

（和名新称　ウスゲクロバネキノコバエ属）

　　　　　　　　　　　　　（Fig．33）

Chaetosαiara　estian　diea（Lengersdo㎡，1929）

　　　　　　　　　　　　（new　to　Japan）

Speci皿ens　examined
1♂，20．VII．1998，　Yaen・touge，35°37’N　139°20’E，160　m　alt．，　Hachioji　city，

Tbkyo，1eg．　M．　Sutou；3♂，21．VIユ998，　Matsuwa，35°09’N　139°40’E，40皿alt．，

Miura　city，　Kanagawa　Pref．，1eg．　M．　Sutou．

Chaθtoseiara　takahas血il’　S　asakaw　a，1992

Specimells　examined
1♂1♀，24．V．2000，’ rizukUishi，39°41’N　141°02’E，200　m　alt．，　Sizukuishi　towl1，

Iwate　Pref．，1eg．　M．　Sutou；35♂18♀，6－7．IV．2004，　Hachijyo　Island，

33°04’・・33°08’N139°46’－139°50’E，65・430　m　alt．，　Tokyo，　leg．　M．　Sutou　and　M．

Ito．
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（8）まとめ

　本研究で所見した種のリストを以下に示す。全35種のうち、4属9種については未成熟

期の形態を、また、4属12種については未成熟期の生息環境を明らかにした。本研究の結

果、目本産SCI’ara属群の既知種数は4属11種から6属37種に増加した（Fig．34）。

　　　　　　（＊：日本初記録種、＊＊：未記載種、Habitat：未成熟期の生息環境）

　　Seiara　th　oraeiea　Matsumura，1916（踊あり）（Habita七：±壌i）

　　Seiaraヱn　elan　ostyla　Mohrig　and　Krivo　sheina，1990

　　Seiara　h　umerak’s　Zetterste　d七，1851（幼虫・輔あり）（Habitat：土壌）

　　Seiara　la　eksehθwitm’（Lengersdorf，1934）

　＊Seia」ra　kemerobioides（Scop　oh，1763）（幼虫・踊あり）（Habitat：土壌）

　＊Seiara　hθ1vola　Winner七z，1867（幼虫・踊あり）（Habitat：土壌）

　＊Sciara　m　ultisρiη　ulosa　Mohrig　and　Ko　zゑnek，1992　　　　　　　　　　　　　．

　　飽泣z2ρθo血左ヱ2θalis　Su七〇u，2004

　　Seiara　kr’takamiθnsis　Sutou，2004

　　Lyeoria（＝Seiara）ノ即α互zヒa　E　nderlein，1911七ransferred七〇genus　Bra　dysia

　　Seiara　fagi　Shinji，1938　Nomen　dubiu皿

　＊Lep　toseiareUa（、Lep　toseiareUa）pilosa（Stae　ger，　1840）（幼虫・踊あり）（Habitat：土壌）

　＊Leρ　toseia」rella（Leρtosei’arella）θψρ砲8a（E　dwards，1925）

　＊Lep　toseiarella（Lep∂toseiarella）∫印εo彪（Winner七z，1867）

＊L・pt・sciarella（Lept・seiarella）dimera（’1’ti．・mik・ski，　1960）

＊＊Lξ畑8斑屹（Lept・5磁・lla）sp．1（nea・L，磁』）

＊＊Lept・磁τθ故（Lept・sαiarella）・p．2（n・a・・L・opaea）

＊＊Leρ　toseiarella（Lep　toseiarella）sp．3（near　L　opaea）（Habita七：土壌）

　　Leρ　toseiarθlla（Leρ　tospina）loboden　ta　ta　Mohrig　and　Menze1，1997

　＊7］rieh　osia（niehosia）h　Vp　ertrieha　Menzel　and　Mohrig，1997

＊＊7］richosia（7］richbsia）sp．1（幼虫・蠕あり）（Habitat：土壌・朽ち木）

＊＊正ichosia（7］riehos」’a）sp．2（幼虫・蜻あり）（Habita七：朽ち木）

＊＊71rfehosia（71riehosia）　sp．3（near　T　morio）（踊あり）（Habita七：朽ち木）

＊＊71richosia（伍とrhosia）sp．4（near　T　splen　dens　and　T　eonfUsa）

＊＊7Jriekosia（7］riehosia）sp．5（Habi七at：朽ち木）

　＊ク］rich　osi’a（Ba　eoseia」ra）seotica（E　dw　ards，1925）

＊＊7｝riehosia（Mo　uffe　tina）sp．6

＊＊7］rich　osia　sp．7（且abi七at：土壌）

＊＊tz｝iehosia　sp．8

＊＊fZ｝riekosia　sp．9

＊＊7｝ゴとrろosia　sp．10

　＊Scythropoekroa　ra　dialis　Lengersdorf，1926（幼虫あり）（Habitat：朽ち木）

＊＊Seh　wen　ekr7eldina　sp．（near・S．・amb・naTia）

　＊Chaθtoseiaraθs～flan　diea（Lengersdorf，1929）

　　　Chaθtosciara　takahashti　S　asakawa，1992
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第3章　系統解析

　　　　　　　　　　　（1）研究背景及び方法

　第1章、緒言で述べたように、現在、クロバネキノコバエ科の系統分類学的

研究は、α段階、すなわち記載分類学的研究が最も重視される段階にある。し

かし近年、Menzel　and　Mohrig（2000）は初めてクロバネキノコバエ科の属及び

亜属レベルの包括的な系統解析を試みた。この研究は本科の属及び亜属レベル

の系統類縁関係を推測する先駆的な研究であったが、コンピュータープログラ

ムを用いない、いわば手書きにより作成された系統樹であり、また、特定の外

群を選定していない（この場合理論的には無根系統樹とならなければならない）

という欠点を持っていた。また、Vilkamaa　and　Hippa（2004）もクロバネキノ

コバエ科の50属52種を対象として包括的な系統解析を試みた。この研究では、

コンピュータープログラムNO　NA、　Ratchet及びWinCladaを用い、最節約基

準に基づく近代的な手法により解析されたが、各属からわずか1・2種しか材料

が得られていないのが難点である。そのため本研究では特に、旧北区産27属約

800種の知見に基づく包括的な解析結果であったMenzel　and　Mohrig（2000）

との比較検討を試みた。これら2つの先行研究は、本科の属レベルの系統類縁

関係に関して互いに大きく異なる見解を示しており、今後多くの議論の待たれ

るところである。Vilkamaa　a：nd　Hippa（2004）はクロバネキノコバエ科を、多

くの非相同同形（homoplasy）形質を持っているため、双翅目昆虫の中では最も

系統解析の難しいグループとしており、また、今後多くの系統類縁関係の「仮

説」を提示する前に、インベントリーや種や属の記載を更に進めて行く必要性

があると述べている。本科の系統分類学的研究の現状を的確に指摘していると

いえるだろう。

　最節約規準（maximu皿parsimony　criterion）又は最節約原理（principle　of

parsimony）とは、形質matriX（データ行列）からi導き出された複数の系統樹

の中から、系統樹全体を通して形質進化の回数が最も少なくなるような系統樹

を選択する方法である。これはまた、形質の収敷と逆転の回数を最小に見積も

ることに等しい。解析に用いる形質の数や対象となる分類群が増えれば、候補

として導き出される系統樹の数も多くなり、この中から最節約的な系統樹を探

すことは手作業では困難である。そのため通常、この作業はコンピュータープ

ログラムを用いて行われる。本研究では、現在最節約基準に基づく系統解析ソ

フトとして広く知られているPAUP★4．0（Swofford，2000）を用いて、ぷc元am属

群を構成する6属の系統類縁関係の推測を試みた。なお、系統樹探索基準には
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heuristic　seaエchを用いた。

　系統解析の際の極性決定（原始的な形質、派生的な形質を定義すること）は、

通常、どのような分類群を外群（outgroup）として選択するかに大きく影響され

る。外群には、理想的には解析の対象となっている分類群（＝内群又はOTU、

本研究ではSciara属群）の姉妹群が選択されるべきである。しかしながら、扱

う分類群によっては何が姉妹群であるかに関する知見がほとんど存在しない場

合がある。系統解析に関する先行研究の非常に少ないクロバネキノコバエ科で

も、やはりそれ相当の根拠をもって姉妹群を選定できないという困難が生じる。

一般に研究対象となっている内群のすぐ外側に適切な外群が見つからない場合

には、通常、もう一つ外側の姉妹群を探索することになる。ただし、このよう

にして系統をさかのぼるうちに、次第に内群と外群の形態の比較において、相

同性の判別が困難になって行くので、その点には注意を要する。以上のような

理由で本研究においては、Wood　and　Borkent（1989）など多くの研究によって

クuバネキノコバエ科に近縁であることが示されているキノコバエ科
（Mycetophihdae）の中からその模式属Myee　tophila及びそれに近縁の属を外群

として選択した。なお、この外群の選択は、双翅目昆虫の系統解析の専門家で

あるPekka　Vilkamaa博士（Finnish　Museum　of　Natural　History）とHeikki

Hippa博士（Swedish　Museum　of　Natura1　History）の助言に基づくものであ

る’。

　Menzel　and　Mohrig（2000）はSciara属群の系統類縁関係推測において、各

属の単系統性を支持する計28の成虫形態における共有派生形質を指摘した。本

研究ではこの28形質とその形質状態を引用した（下記の形質番号1・28）。ただ

しこれらのうち一部の形質状態については日本産種によって得られた知見を加

えて再検討し、Menzel　and　Mohrig（2000）の見解とは異なる形質状態を用いて

解析した（Fig．35a）。更に本研究では成虫形態に関する12の新形質を解析に加

えた（下記の形質番号29・40）。これらの形質の多くは、第2章（2）のDiscussion

で、その系統分類学的重要性を議論している。解析に用いた計40形質は以下の

とおりである。（0）は原始的な形質、（1）は派生的な形質、（2）は更に派生的な形質

を表す。冒頭の数字は形質番号である。各属の形質状態はFig．35aに示した。

1．雄の触角梗節：先端が一様に丸みをおびる（0）、先端が角ばっている（1）．

2．雄の触角鞭節：横幅より縦幅の方が明らかに長い（O）、横幅より縦幅の方

　　がわずかに長い（1）．

3．雄の触角鞭節の首部1円錐形（0）、円柱形（1）．

4．雄の触角鞭節の首部：触角鞭節基部との境界部分は角ばっている（0）、境

　　界部分はなめらか（1）．
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5．雄の触角第4鞭節の首部：縦幅と横幅はほぼ同じ長さ（0）、縦幅は横幅の

　　1／2かそれより短い（1）．

6．雄の触角鞭節の基部：表面はざらざら（でこぼこ）している（0）、表面は

　　なめらか（1）．

7．雄の触角鞭節の基部：ハチの巣状の表面構造を持たない（0）、ハチの巣状

　　の表面構造を持っ（1）．

8．雄の触角第4鞭節の基部の毛の長さ：第4鞭節基部の幅の2／3より長い（0）、

　　第4鞭節の基部の幅の1／2より短い（1）．

9．小顎髪の節数：3節（0）、2節（1）、1節（2）．

ユO．小顎髪第1節の形状：細長い（0）、短くて太い（1）．

11．前脚脛節の形状：表面に分化した多くのとげを持つ（0）、表面に分化した

　　とげを持たない（1）．

ユ2．翅：膜面に微剛毛を持つ（0）、膜面に微剛毛を持たない（1）．

13．翅：翅脈M及びCu上に微剛毛を持つ（0）、翅脈M及びCu上に微剛毛

　　を持たない（1）．

14．翅：翅脈stem　of　Cuは翅脈xより短いか同じ長さ（0）、翅脈stem　of　Cu

　　は翅脈xより長い（1）．

15．雄交尾器gonocoxite：腹面内側には剛毛がまばらに生える（0）、腹面内側

　　には剛毛が密生している（1）、腹面内側の剛毛密生域は二次的に退化して

　　いる（2）．

16．雄交尾器gonocoxite：腹面基部にはこぶ状突起がない（o）、腹面基部には

　　こぶ状突起がある（1）．

17．雄交尾器gono　stylus：基部は幅が広い（0）、基部は細い（1）・

18．雄交尾器gonostylus：内面にはせいぜい太い剛毛があるのみ（0）・内面に

　　は広範囲に長いとげがある（1）、内面の長いとげは二次的に退化している

　　か1本のとげが先端にあるのみ（2）．

19．雄交尾器gonostylus：内面には長い剛毛はない（0）、内面には多くの長い

　　剛毛がある（1）、内面の長い剛毛の数や長さは二次的に退化している（2）．

20．雄交尾器gonostylus：先端には剛毛を有した突起を持たない（o）、先端に

　　は剛毛を有した突起を持っ（1）．

21．雄交尾器gonostylus：先端にはくちばし型の突起を持たない（o）、先端に

　　くちばし型の突起を持つ（1）、先端部のくちばし型突起は二次的に消失し

　　ている（2）．
22．雄交尾器gonostylus：先端に｝ま剛毛があるがとげはない（0）、先端に、尾

　　方を向いた長くて湾曲したとげを持つ（1）、先端のとげは二次的に退化し

　　ている（2）．
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23．雄交尾器gonostylus：先端内方には小さくて細かな毛かとげがある（O）、

　　先端内方には顕著なとげがある（1）、先端内方のとげは二次的に退化して

　　いる（2）．

24．雄交尾器tegmen：縦幅は横幅と同じかそれより短い（0）、縦幅は横幅よ

　　り長い（1）．

25．雄i交尾器teg皿en：先端は円くアーチ型（0）、台形（1）、円錐形（2）・

26．雄i交尾器tegmen：半円形に近い形（0）、横長の長方形に近い形（1）．

27．雄交尾器tegmen：小さな指状の突起物を持つ（O）、指状の突起物を持た

　　ない（1）．

28．雄i交尾器tegmen：表面は滑らかで、左右相称の円形の構造を欠く（0）、2

　　対のこぶの」二うな硬化した突起を持つ（1）．

29．雌のpostgellaの幅：広い（0）、狭い（1）．

30．雌の前肢脛節端のspurの長さ：前肢脛節端の幅の1．5倍より長い（0）、’1．5

　　倍より短い（1）．

31．翅脈R1の長さ：M脈の分岐点の奥まで伸びる（0）、　M脈の分岐点と同じ

　　位置まで伸びる（1）、M脈の分岐点の手前で終わる（2）．

32．雄交尾器第9背板の彫刻：なし（0）、あり（1）．

33．雄i交尾器gollocoxite先端の分化したlong　seta：なし（0）、あり（1）．

34．雄交尾器gonocoxite背面部の窪みの深さ：浅い（0）、やや深い（gonocoxite

　　そのものの長さの1／2よりは浅い）（1）、深い（gonocoxiteそのものの長

　　さの1／2より深い）（2）．

35．雄交尾器paramereの色：こげ茶色（0）、茶色（1）、黄色（2）．

36．雄交尾器paramereのしわの有無：なし（0）、あり（1）．

37．雄交尾器paramereの先端の突起の数：1つ（0）、2つ（1）、3つ（2）．

38．雄i交尾器paramere内部の交尾針：明瞭（0）、不明瞭または見えない（1）．

39．雄交尾器parameral　apodemeの色：こげ茶色（O）、茶色（1）、黄色（2）．

40．雄i交尾器parameral　apodemeの湾曲：強く曲がる（O）、弱く曲がる（1）、

　　曲がらない（まっすぐ）（2）．

　　　　　　　　　　　　（2）結果及び考察

　解析結果はFig．35bに示すとおりである。6属の系統類縁関係はMenzel　and

Mohrig（2000）が手書きで導き出したのと同じ結果になった。すなわち、彼ら

の推測が、外群を導入した最節約原理に基づく解析結果で支持されたことにな

る。
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　緒言で述べたように、クロバネキノコバエ科の最古の化石は中生代白亜紀の

地層から産出しており（EvenhUis，1994）、本科に近縁なキノコバエ科も、最古

の化石は中生代中期から知られている（Evenhuis，1994；Blagoderov　and

Arillo，2002）。そのため、クuバネキノコバエ科とそれに近縁なキノコバエ科、

タマバエ科、ケバエ科などの科の分化はおそらく中生代の前半におこったであ

ろうと推測されている（Matiユe，1997）。しかしながら、クロバネキノコバエ科

の属分化の具体的な年代の推測は、やや困難である。なぜなら、本科の属同定

は一般には堆積岩中に保存された化石では不可能であり、状態のよい琉珀化石

の場合にのみ可能だからである。これまでに、岩手県久慈市を含め、世界各地

で中生代の琉珀昆虫化石が発見されている。しかし、これらの中には、現在の

ところ属同定のなされたクロバネキノコバエ科の化石は知られていない。一方、

Mohrig　and　R6schmann（1994）、　R6　sch皿ann　and　Mohrig　（1994）は・ヨーロ

ッパの新生代第三紀（始新世・漸新世）のバルト琉珀から4属（nichosia．

Coryn　oρtθra，　Epidaρus，　Plastsciara）計22種のクロバネキノコバエを記録し

ている。つまり、Seiara属群の構成属の1つである盈ieh　osia属は新生代第三

紀の中ごろには存在していたことが証明されており、Seiara属群内の属分化は

中生代末・新生代初期ころに起こったと推測するのが妥当ではないかと考えてい

る。なお、有翅昆虫はすでに古生代石炭紀から多くの化石種が知られているが、

多くの昆虫が、新生代第三紀初期に、被子植物の分布拡大にともなって爆発的

な適応放散を遂げたことが知られている（速水・森1998）。キノコバエ類の属

分化も、おそらくこのような環境下で起こったものと思われる。なお、Seiara

属群幼虫の食性進化について、第5章で考察した。
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第4章　クロバネキノコバエ科の土壌からの

　　　　　　　発生個体数と季節消長

（1）研究背景及び方法

　　　　　　　　　　　　　　　研究背景

　双翅目昆虫は古くから、土壌から羽化してくる昆虫の中では個体数において

非常に大きな割合を占めることが知られている。Thiede（1977）は、ドイツのト

ウヒ林における研究で、双翅目が常に羽化トラップで捕獲される全節足動物の

60・90％を占めると述べており、Jones（1976）はイングランドの小麦畑に冬季に

設置した羽化トラップで、多くの双翅目昆虫が捕獲されることを示している。

また、近年、日本の広葉樹林とマツ林における羽化トラップを用いた調査でも、

双翅目昆虫の占める割合が極めて高いことが示されている（Shimazaki　and

Miyashita，2000）。

　羽化トラップで捕獲される双翅目昆虫の中でも、特にクロバネキノコバエ科

はしばしば個体数において最も優占する分類群となることが知られている
（H6vemeyer，1999a）。緒言で述べたように、　Menze1　and　Mohrig（2000）によれ

ば、本科は現在世界で58属1709種、旧北区からは28属836種が知られてい

る。本科の幼虫の大半は土壌中か朽ち木中に生息し、やがてそれらの中に荒い

繭を作って蜻化し、羽化して陸上へ移動する。AltmUller（1979）はドイツのブ

ナ林で年間1㎡当たり4114個体の双翅目昆虫を捕獲しそのうち3205個体（約

78％）はクuバネキノコバエ科であった。Binns（1981）によれば、　Bailiot

（1975）は土壌からの羽化昆虫の個体数に占めるクロバネキノコバエ科の割合は、

ヒースとモチノキの優占する林で88％、ヌカボ（イネ科）の草原で75％、地衣

類やウシノケグサ（イネ科）、ヌカボ（イネ科）の優占するパイオニアフロラで

33％であったと報告している。また、同じくBinns（1981）によれば、Brunel　and

Deleporte・Bailliot（1978）が有機肥料をまいたトウモロコシ畑で行った調査で

は、羽化トラップで捕獲した節足動物の個体数に占めるクロバネキノコバエ科

の割合は72．5・85％であった。

　本研究では、双翅目やクロバネキノコバエ科の土壌からの発生個体数の他に・

特にクロバネキノコバエ科の中で最も優占していた種、OtenOSdi’ara／aponlea

Sutou　and　Ito，2003（Seiara属群には属さない）の季節消長にも着目した。

Ctθnoseiara　JNは現在世界で18種が知られており（Menzel　and　Mohrig，2000；

Sutou　and　lto，2003）、これらのうち旧北区に分布するC．　hya！il　ennisとハワイ
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に分布するC．ha　matiensisについては、いくらかの生態的知見が明らかになっ

ている。C．」hyalt；　ennfsは特にヨーロッパでは普通種で、例えば、　Thiede（1977）、

AltmUller（1979）、　H6vemeyer（1992）は、本種がドイツの森林で、土壌に設置

した羽化トラップにより多数採、集されることを示している。また、Irmler　et　al．

（1996）、H6ve皿eyer（1998）は、本種成虫が朽ち木からも発生することを示して

おり、Laurenceθ∂aZ（1992）、　Laurence（1994）は、本種成虫をイングランド

の湿地から、Hack皿an（1963）はフィンランドでハタネズミの巣から採集して

いる。一方、ハワイに生息するC．ka　rvafiensisは主にアカシアの倒木から発生

すると言われている（Steffan，1973a，　b）。　C．　iaponieaは関東地方から多くの個

体が採集されており、羽化トラップで非常に多くの個体が採集されることから、

幼虫は土壌中で腐植質を摂食していると推測されている（Sutou　and　Ito，2003）。

　　　　　　　　　　　　　　　　研究目的

　本研究の目的は以下の2点である。1．土壌から羽化してくる有翅昆虫に占め

る双翅目やクロバネキノコバエ科の個体数の割合、それらの年間1㎡当たりの

発生個体数、及び季節消長を調べ、過去の知見と比較し考察する。2．調査地に

おけるクnバネキノコバエ科の優占種Ctθn　oseiara　7’aρonieaの発生個体数、生

息地選好性、季節消長、性比の季節変化、翅長の季節変化など、基礎的な生態

的知見を蓄積し、海外で知られている同属他種の生態と比較する。

　　　　　　　　　　　　　　　　研究方法

　調査地は横浜市保土ヶ谷区横浜国立大学構内（35°28’N　13ge35’E，60　m　ak・）

の2地点（以下調査地1、調査地2と呼ぶ）である。調査地1はスダジイの優占

する小さな環境保全林（環境情報1号棟裏）で、林床にはアオキなどが生えて

いる。調査地2は体育館裏の小さな林で木本ではテーダマツが優占し、林床に

はアズマネザサが多い。

　採集は羽化トラップ法及びスイーピング法（すくいとり法）によって行った。

羽化トラップ（e皿ergence　trap，　photoeclec七〇r）は、虫が暗い所から明るいとこ

ろへ、低いところから高い所へと向かって行く性質を利用したトラップで、ヨ

ーロッパではFunke（1971）以来、森林の土壌から羽化して来る昆虫を定量的に

捕獲したり、それらによるエネルギー循環に関する生態学的研究を行う目的で

しばしば用いられてきているものである。これまで考案されてきた羽化トラッ

プのほとんどはピラミッド型をしているが（例えばShimazaki　alld　Miyashita，

2000）、本研究では平面型の羽化トラップを設計した（Fig・36）。大きさは40c皿

×40cmで外枠は木製、上部は目の細かい網戸用の網で覆ってある。網を張る面

積がピラミッド型よりかなり小さいため、作成か簡単であるうえに丈夫な構造
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とすることができる。トラップ内の虫はホV－一・一スの中を通り、アルコールで満た

された小型ペットボトルの中に落ちる仕組みになっている。ホースやペットボ

トルは透明なビニールテープで接着されており、必要に応じて取り外しが可能

である。そのため、調査地への持ち運びには非常に便利なデザインであるとい

える。2002年4月から2003年4月までの13ヶ月間、調査地1にこの羽化ト
ラップを6個、毎月20日間設置し、土壌から羽化してくる飛翔性昆虫を捕獲iし

た。羽化トラップ設置の際には、中に生きた植物や太い枝がまぎれ込まないよ

うにし、土壌から羽化してくる昆虫のみが捕獲されるよう留意した。なを、ペ

ットボトル内のアルコールの蒸発は遅く、偶然直射日光のあたるところにトラ

ップを設置した場合を除き、毎月20日間の設置期間中にアルコールを補給する

必要はなかった。また、カラスや台風によって破壊されることもほとんどなか

った。

　得られた昆虫は、有翅昆虫（双翅目以外）、双翅目（クロバネキノコバエ科以

外）、クロバネキノコバエ科の3群に分け、更にクロバネキノコバエ科を優占種

C．　7aponieaとそれ以外の種に分類した。なを、クロバネキノコバエ科は一般に

雌の種同定が困難であるが、0鬼ρo垣oaは小型種で体色が明るい茶色であり、

なおかつ翅脈M及びCu上に微剛毛を有するという点が、調査地で採集される

クロバネキノコバエの中では唯一のものであったため、雌の種同定が可能であ

った。

　また、羽化トラップで得られるデータとの比較のため、2002年4月から2003

年3月まで、スイーピング法（捕虫網によるすくい取り法）によってもクロバ

ネキノコバエを採集した。採集はそれぞれの月の前半と後半に1度ずつ、晴れ

又はうす曇りの日の午前10時から午後4時までの間に調査地1と調査地2のそ

れぞれで90分間ずつ行い、地表面から約1mを目安に網を振った。スイーピン

グ法による採集を行った日付は以下のとおりである。2002年4月7日、4月20

日、5月6日、5月24日、6月11日、6月19日、7月8日・7月26日・8fi　9
日、8．月26日、9．月11．日、9月25日、10．月13日、10．月27日、11．月9日、

11月23日、12月12日、12月23日、2003年1月13日、1月25日、2月5

日、2月18日、3月8日、3月18日。

（2）結果及び考察

　　　　　　　　　　　　　　　　結果

・羽化トラップで捕獲された双翅目及びクロバネキノコバエ科
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　（Fig．37，　Table　1，2）

　13ヶ月間の調査で合計3787個体の有翅昆虫が捕獲され、そのうち双翅目昆

虫は3315個体で、全有翅昆虫の88％を占めた。また、双翅目昆虫のうち、ク

ロバネキノコバエ科の個体数は1497個体（全有翅昆虫の40％、全双翅目の

45％）にも達し、土壌から羽化してくる昆虫として、本科が極めて優占的であ

ることが示された。月別の発生個体数では6月にピークが見られ、合計831個

体の昆虫が捕獲され、そのうちクロバネキノコバエは673個体（全有翅昆虫の

81％）であった。すなわち6月には1㎡から1日当たり約34個体のクロバネキ

ノコバエが土壌から羽化してきたことになる。2番目のピークは7月に見られ、

合計791個体の昆虫が捕獲され、そのうちクロバネキノコバエは227個体（全

有翅昆虫の29％）であった。

　本研究では羽化トラップが月に20日間設置されたこと、調査期間が13ヶ月

であったこと、設置した羽化トラップ6個の合計面積が0．96㎡であったことに

基づき、年間1㎡当たりの土壌からの羽化個体数が算出してある（Table　1，2）。

双翅目は年間1㎡当たり4781個体、クロバネキノコバエ科は年間1㎡当たり

2159個体と見積もられた。

・優i占SS　Cten　os（？iara　7aρ　onieaの季節消長（Tables　2・4，　Figs．　38・40，）

　羽化トラップ法によって捕獲したクロバネキノコバエ1497個体のうち、個体

数において最も優占していたαθ刀08〈泌斑ノ卯o垣oaは13ヶ月の調査期間中、910

個体が捕獲された（Table　2）。　Fig．38は羽化トラップによって捕獲された本種

の季節消長を示している。6月に646個体という著しく大きな個体数が記録さ

れたが、これは、本種の幼虫が土壌中で非常に不均一に分布していることによ

ると思われる。

　羽化トラップ法によって得た季節消長のデータとの比較のため、調査地1（ス

ダジイの優占する混交林）と調査地2（テーダマツの優占する混交林）において、

スイーピング法による定量的な採集を行った（Tables　3，4，　Figs．39，40）。調査

地1では全部で415個体のクロバネキノコバエが捕獲され、このうちC
／4ρo皿τ（nは142個体（34％）であった（Table　3）。また、調査地2では全部で

801個体のクロバネキノコバエが捕獲iされ、このうちC．　7aρonicaは206個体

（26％）であった（Table　4）。　Figs．39，40は本種の季節消長を示しており、調

査地1、2のいずれにおいても5月に発生個体数が顕著に増加することが示され

た。スイーピング法は林内を歩き回りながら捕虫網を振る方法であるため、一

地点に定置する羽化トラップ法（Fig．38）に比べて分布の不均一性の影響を受

けにくく、本来の季節消長を反映しやすいと思われる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　考察

・土壌からの双翅目及びクロバネキノコバエ科の発生個体数

　Thiede（1977）は、ドイツのトウヒ林で双翅目昆虫の土壌からの発生個体数を

年間1㎡当たり2168－3475個体と見積もり、一方Altmi皿er（1979）はドイツの

ブナ林で4114個体というデータを得た。H6vemeyer（1999a）は、双翅目昆虫

の土壌からの発生個体数に関する研究を広汎にレビューし、その数は、過去の

研究の71．6％において年間1㎡当たり1000・4000個体の範囲におさまると述べ

ている。本研究では、双翅目昆虫の発生個体数を年間1㎡当たり4781個体と見

積もったが（Table　1）、上記の先行研究で算出された値と比較すると、やや高い

値である。このことは、調査地1が土壌性双翅目幼虫にとって好適な生息環境

であることと、新規にデザインされた平面型の羽化トラップが、少なくとも双

翅目成虫を捕獲するための装置としては、良好な採集効率を持っていることを

示している。

　すでに述べたように、双翅目昆虫の中でもクロバネキノコバエ科は土壌から

の発生個体数が非常に多いことが知られている。年間1㎡当たりの発生個体数

に関しては、これまでヨーロッパで、様々なハビタットにおけるデータが得ら

れている。森林ではThiede（1977）がドイツのトウヒ林で年間1㎡当たり

1083・2612個体のクuバネキノコバエが発生するとしている。また、Alt皿Uller

（1979）はドイツのブナ林で3205個体というデータを得た。本研究では調査地1

（スダジイの優占する混交林）で年間1㎡当たり2159個体が発生すると算出し

た（Table　2）。これらのことから、一般に温帯の森林では年間1㎡当たり

1000・3000個体程度のクロバネキノコバエが発生すると推測することができる

だろう。一方森林以外のハビタットでは、Heller（1996）（in　Nielsen　and　Nielsen，

2004）が北ドイツのトウモロコシとカラスムギの栽培された畑で、年間1㎡当

たり878個体のクロバネキノコバエを捕獲している。Nielsen　et　al（1994）は

デンマークのi穀物畑の土壌で、4月から6月の間に、1㎡あたり65－214個体の

発生を記録している。また、Nielsen　and　Nielsen（2004）は、デンマークにお

ける4月から10月までの調査で、大麦畑で1㎡当たり480－527個体、休閑地で

1㎡当たり369－433個体の発生を記録している。このように、農業環境におけ

るクロバネキノコバエの発生個体数は、一般に森林における発生個体数よりも

少なく、一般には年間1㎡当たり1000個体以下である。また、Hartmannθ搬1

（1989）によれば、ドイツの酸性化が進み環境が劣化したトウヒ林では、クロバ

ネキノコバエが年間1㎡当たりわずか約80個体しか捕獲されない。

・Otθnoseiara属の生態及び季節消長

本研究では乙戊即omoaの発生個体数を年間1㎡当たり1312個体と推測した
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（Table　2）。一方、Thiede（1977）は、ドイツのトウヒ林における3年間の調査で、

羽化トラップにより3種のCtenosciara属成虫、　O　thiθdei、乙五顕砲θ刀旭、

乙1励θaを捕獲し、それぞれの種の年間1㎡あたりの発生個体数を2－1833個体、

22・354個体、0・40個体と見積もった。このように発生個体数に幅があるのは、

やはり土壌における本属幼虫の分布が不均一なことによるだろう。なお、Menzel

and　Mohrig（2000）によれば61伽θ∂θτという種名は裸名（nomen　nudum、命

名法上不適格な学名）であり、これまでヨーロッパでC．　thiedeiと同定されてき

た種は実際には0輌砲θ刀刀垣と同種である。

　a．7ap　onieaのスイーピング法による捕獲個体数は、調査地2（テーダマツの

優占する混交林）において調査地1（スダジイの優占する混交林）の約1．5倍で

あった（Table　2）。ただし、本種に限らず、調査地2では調査地1よりも多くの

クロバネキノコバエが捕獲されており（Tab　le　2）、本科にとってはより好適な生

息環境であったといえる。一方旧北区に広く分布する0力顕砲θ刀斑旬ま、研究

背景で述べたように様々なハビタットから記録されている種であるが、Menzel

and　Mohrig（1997）、　Mohrig　and　Jaschhof（1999）によれば、ヨーロッパでは特

に針葉樹林を好むとされている。また、Metzner　and　Menze1（1996）は、　C．

力照⑳θ皿isが酸性の腐植土を持つ森林を好むと述べている。

　c．　iaponieaの季節消長はFigs．39，40に示すとおりである。羽化トラップ法

では、6月から12月まで継続して土壌から羽化して来る本種の成虫が採集され

ているため（Table　2）、本種の生活史はおそらく初夏に発生個体数の増加する多

化性であろう。また、数個体であるが、冬季にも成虫が採集されているため

（Table　2）、本種の越冬は成虫のステージ、もしくは成虫を含めて卵、幼虫、踊

など複数のステージが混在して行われるのではないかと思われる。Thiede

（1977）は、ドイツのトウヒ林でC．hyahPθnnisの捕獲個体数が5－6月に、　O

thiθdθiが8－10月に増加することを示している。ただし上記のようにこれらの

2種は現在では同種と考えられている。一方Steffan（1973a）同属の乙

ha　rvaitensisの生態を研究し、実験室（20℃）では本種が産卵から成虫の羽化ま

でに22－34日を要することを明らかにした。また、ハワイのマウナロアとキラ

ウエアで本種の季節消長を調査し、多化性であることとマウナロアでは2月に

顕著に発生個体数が増加することを示し、本種の発生消長は降水量と最も強い

正の相関を持つと述べている。Frouz（1999）は土壌の双翅目幼虫に最も強い影

響を及ぼす環境要因はリター流入量と土壌の水分含量であると述べている。こ

のようなことからも、降水量とCten　oseiara属の季節消長との関係は興味深い。

なお、0鬼ρo垣caとC．　hama．．施刀皿5は形態的にはよく似ており・その識別点は

Sutou　and　lto（2003）が角翠説している。

　本研究で捕獲されたC．　7aponieaの性比は総個体数で見ると、およそ1：1、も
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しくは若干雌のほうが多かった（Tables　2－4）。しかし、季節ごとに性比を見てみ

るといずれの場合も10月は顕著に雄の個体数が優占していた（Figs．38－40）。一

般にクロバネキノコバエでは移動分散は雄成虫よりもむしろ雌成虫の役割であ

ると考えられている（Binns，1979）。また、且eller（1996）（in　Nielsen　and

Nielsen，2004）によれば、クロバネキノコバエ科における性比の雌への偏りや

単為生殖は、しばしば環境条件の悪化した時に生ずる。だとすると、C／aρo盟己

の雌の割合が著しく減少した（雄が増えた）10月というのは、あまり移動分散の

必要性のない、本種の生育にとっては好適な季節であると考えることができる

かもしれない。たたし、Figs．38－40が示すように本種の発生消長のピークは初

夏である。

　　　　　（3）羽化トラップで捕獲されたSeiara属群

　羽化トラップで捕獲された1497個体のクnバネキノコバエのうち、上記のよ

うに910個体はCten　oseiara　iaρ　onieaであった。残りの587個体のクロバネキ

ノコバエのうち、Sciara属群に属するものは以下の3種25個体であった。

Leptos（7iarθlla．pilosa：2002年4月（7♂1♀）、2003年4月（5♂2♀）

7Jriehosia　sp．　1：2002年4月（2♂）、2003年4月（1♂）

7］riehosia　sp．7：2002年4月（1♂）、5月（4♂1♀）、6月（1♂）

全ての個体が春先から初夏にかけて捕獲されている点が興味深い。また、地表

面に仕掛けた羽化トラップで採集されたことから、これら3種については未成

熟期を土壌中で過ごしていると考えられる。ただし、nichosia　sp．1については、

横浜国大構内で朽ち木からも幼虫を採集している。土壌、朽ち木の両方から発

生するか、又は幼虫期を朽ち木で過ごし、踊化する時だけ土壌へもぐるか、2

つの可能性が考えられる。
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第5章　総合考察

・新たな幼虫抽出法の必要性

　現状ではクロバネキノコバエ科の幼虫は、飼育して成虫にすることによって

のみ同定が可能であるため、未成熟期にも着目した系統分類、生態の研究にお

いては、いかにして同じ種類の幼虫を生きたまま複数個体採集するかというこ

とが、常に大きな障壁となる。本研究では肉眼での直接採集を試みたが、これ

は同種の幼虫が、1ヶ所に群れて生息している場合のみ有効である。では群れ

ていない場合にはどのような方法が考えられるだろうか。第2章（ユ）で述べ

た水洗ふるい方と浮遊法の併用による抽出はLadell（1936）やSalt　and　Holick

（1944）によって開発され、その後様々なタイプが考案されている（G6rny　and

GrU皿，1993）。初期の浮遊法では浮遊液として硫酸マグネシウムが用いられたが、

その後、食塩、砂糖、グリセリンなどの水溶液なども用いられており、虫に害

のない溶液を用いれば、本科幼虫を土壌サンプルから生きたまま抽出すること

も可能であろう。多くのクロバネキノコバエでは、同種の幼虫はかなり狭い範

囲に集中分布する傾向がある（Kevan，1955，1962；Binns，1981）。そのため浮遊

法で同種の幼虫を多数抽出できる可能性もある。また、このようにして抽出し

た幼虫、もしくは野外で土壌や朽ち木ごと採集した幼虫であっても、飼育を試

みると、たいてい第1世代では複数種のクロバネキノコバエが発生するが、そ

のまま放置すると第2世代、第3世代では多化性の単一種のみが発生を繰り返

すようになるということがしばしばある。このようにして特定の種の未成熟期

の標本を得ることも可能である。

・日本における血iehosia属の多様性

　Seiara属群を構成する6属のうち、特に71rieh　osia属は、本研究において日

本から10未記載種を記録し、そのうち5未記載種（7｝Tiehosia　sp・6－sp・10）

に基づき新亜属の設立を提案した。この新亜属は、前肢脛節端の構造や翅脈上

の微剛毛の状態、また、子顎髪が3節からなるという特徴などから、正ieh　osia

属に属するものと判断できるが、翅のanal　areaの減退傾向や長く伸びた平均棍

などはSeiara属群の構成属ではない2Jrfchodaρus属との強い姉妹群関係を示唆

する。今後更に日本産種に関する情報を蓄積し、Seiara属群とそれに近縁の属

とを含めた属分類体系の再検討が必要であろう。　　　　　　　　　　　　“

・Seiara属群未成熟期の生息環境と幼虫の食性進化（Fi　g．41）

本研究では、幼虫や蜻の直接採集、又は羽化トラップを用いた採集などによ
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って、日本産Seiara属群のうち、以下の4属12種の未成熟期の生息環境（こ

こでは幼虫の食性とほぼ同義）を明らかにした。

Sciara　th　ora　eiea（土壌）、Sciara　h　um　eralis（土壌）、5毎aτa加血θ抱βjoゴ也5（土

壌）、Seiara　hθ1vola（土壌）、Lep　toseiaτella　，geコiZosa（土壌）、Lep　tosciarelZa　sp・3

（土壌）、frichosia　sp．1（土壌、朽ち木）、　niehosia　sp．2（朽ち木）、7｝fiehosia

sp．3（朽ち木）、鑑’訪05ゴ∂sp．5（朽ち木）、斑c加皿a　sp．7（土壌）、Seythropoehroa

ra（dr’alis（朽ち木）（第2章（8）「まとめ」も参照）。

すなわち土壌に生息しているものはそこで腐植を摂食して、朽ち木に生息して

いるものはそこで朽ち木を摂食して成長している。本属群の未成熟期の生息環

境に関する過去の知見は極めて乏しいが、本研究では特に7｝rich　osia属が朽ち木

だけでなく、土壌からも発生することを初めて明らかにした。また、本研究の

第3章で示した系統解析の結果と、過去の知見と本研究の結果によって得られ

た本属群の未成熟期の生息環境（食性）に関する知見とを照合すると、Fig．41

のようになる。ここから推測する限り、おそらくSeiara属群内では土壌性の種

から一部のものが朽ち木中へと生息環境（食性）を変化させた（又は現在も変

化している）傾向がある。キノコ食に関しても、おそらく土壌性、朽ち木性の

双方からごく一部のものが適応した習性であると考えている。Binns（1981）は、

クロバネキノコバエ科における朽ち木食やキノコ食が2次的な適応であること

を示唆している。本論文は、このことを、特定の属群に限定し、系統分類学的

研究と実際に幼虫を採集することとに基づき説明した初めての試みであるとい

える。

・クロバネキノコバエ科及び近縁諸科の幼虫の食性進化

　第1章緒言で述べたように、クロバネキノコバエ科の生息地選好性に関して

は、過去の研究によってある程度の知見が蓄積している。今後、例えば土壌、

朽ち木といった大まかな類別を、より細かく具体的なマイクロバビタットとし

て類別するなど、より詳細な考察を行う必要があるだろう・生息地選好性に関

する研究がある程度なされてきたのに対し、本科の幼虫が実際に何を摂食し、

何を消化しているかに関する研究は、現在までのところほとんど皆無であると

いってよい。今後、消化管内容物の分析や摂食実験によってこの点を明らかに

していく必要があるだろう。本科に近縁のケバエ科幼虫では、この点に関して

いくらかの先行研究があるためにそれを以下に述べる。Karpachevsky　et　aZ

（1968）は、ケバエの1　fS　Bibio　sp．の幼虫に摂食されたリターと摂食されていな

いリターを比較し、炭素、窒素、アンモニア、リグニン、セルロースなどの含

有量を比較検討した。Szab　6　and　Marton（1966）、　S　zab　6θεaZ（1967）はヨーロ

ッパ産ケバエBibio　m　arctを用いて、消化管内、糞、周辺の土壌のバクテリア相
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を比較し、消化管内においては数種のStreρtomyeθs属の放線菌が優占的となる

傾向を示した。Frouz　et　al．（1999）は、ケバエ科幼虫が活発に自身の糞を摂食

する習性（coprophagy）を持っていること、これにより消化管内及び糞に含ま

れるバクテリア量が段階的に増加することを示し、バクテリアそのものも栄養

源としている可能性を示唆した。

　クロバネキノコバエ科幼虫は土壌生態系における機能という点からは、落葉

変換者（litter　transfbr皿er）（金子，2004参照）に分類される。このようなこと

から、落葉に含まれる有機質が本科幼虫にとって重要な栄養源となっているこ

とが予想される。Binns（1981）は、本科幼虫が消化管内の微生物の働きによっ

て、リグニンやセルロースも分解できる可能性が高いことを述べている・本科

幼虫の発達した大顎では、確かに落葉を破砕することが可能であろう。しかし、

その大顎の内側に、細かな粒子だけを選択的に摂取するフィルターのような機

能を有すると思われる房状の構造物が発達していること、小顎の形状は筋肉の

付着の仕方なども含めて剥ぎ取り摂食型の口器として解釈することが可能と思

われること（須島、未発表）には注意を要する。すなわち、本科幼虫は落葉を

バリバリと破砕すると言うよりはむしろ、落葉の表面に付着した細かい腐植質

を剥ぎ取って摂食する傾向が強いという可能性もある。本科幼虫のこのような

摂食様式は“browser”として、　Binns（1981）によっても言及されている。また、

緒言で述べたH6vemeyer（1999b）の食性分類ではsu℃face　scraperに相当する

だろう。以上の知見や上記のケバエ科幼虫に関する知見なども考慮すると、ク

ロバネキノコバエ科幼虫は、落葉と一緒に取り込んだバクテリアや糸状菌・又

は自身の糞なども積極的に栄養源として取り込んでいる可能性がある。KUhnelt

（1961）は、本科幼虫がバクテリアが少なく糸状菌の多いmor型土壌に多いと指

摘している。特に体の小さな（1mm前後）初齢幼虫の場合には、菌糸を選択的

に摂食しているという可能性も考えられるだろう。

　第1章緒言においては、現在、土壌性双翅目幼虫の食性が一般にどのように

分類されているかを説明した。上記の知見も踏まえると、特にクロバネキノコ

バエ科幼虫の食性は以下のように分類することが可能であろう。腐植質食者（自

身の糞を摂食するcoprophagesを含む）（phytosaprophages，　humus　feeder，

1itter　transfor皿er）、朽ち木食者　（saproxylophages，　xylophages，

xy1。皿ycet・phages）、微生物食者もしくは菌食者（皿yc・phages・皿ycet・phages・

micrograzer，　hyphae　piercer）、キノコ食者　（macromycetophages，
macrofungivore）、根食者（root　feeder，　root　grazer）、植食者（phytophages）、（大

型動物の）糞食者（dung　feedeエ）。以上は同じ食性に対して複数の英語の用語を

当てることが可能であることを示しているが、特に朽ち木食に対しては、近年、

xylophagousよりもsaproxylicの用語を用いることが多いようである。なお、
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緒言でも述べたように、クロバネキノコバエ科幼虫では、根食者、植食者、糞

食者は比較的少数派である。

　これまでの知見を総合すると、本科幼虫の、特に土壌、朽ち木、キノコなど

をめぐる食性進化は、今後の研究においては菌類やバクテリアとの関わりを含

めて、より包括的に説明することが可能ではないかと考えている。更にクロバ

ネキノコバエ科に近縁なケバエ科、キノコバエ科、タマバエ科（これらの4科

をまとめて一般にケバエ群、Bibionomorphaと呼ぶ）までを含めれば、より大

きな視点での食性進化の議論が可能である。ケバエ群の中で最も原始的な科で

あるケバエ科（世界の既知種約700種）の幼虫は、大半が土壌で腐植質を摂食

しており、クロバネキノコバエ科（世界の既知種約1800種）の幼虫も、これま

で見てきたように腐食質食が主要な食性である。一方キノコバエ科（世界の既

知種約4000種）の幼虫は、腐植質よりもむしろキノコ食や捕食性を進化させ、

大きな種分化を遂げた。また、タマバエ科（世界の既知種約5000種）では、腐

植質食の他に幼虫が生きた植物体上に虫瘤を作る習性が進化し、植物との
host－sp　e　cificな関係によって大きな種分化を遂げている。なお、　Matile（1997）

はツノキノコバエ科（Keroplatidae：キノコバエ科の1亜科Keroplatinaeとさ

れることも多い）の捕食性を中心としたケバエ群の食1生進化を議論しており、ま

た、Gagn6（1986）はタマバエ科における腐植性から食植性への食性進化を幼

虫の形態的適応を含めて解説している。このように、中生代以来のケバエ群の

壮大な適応放散（既知種約1万種）は、特に幼虫の食性という視点から考察す

るとたいへん興味深い。

・生物指標としての可能性

　これまでに、土壌動物を指標とした自然の豊かさの評価が青木（1989，1995）、

原田・青木（1995，1996）によって提案されている。ここでは、その土地の極相

林を「最も豊かな自然」と想定し、そこに出現する土壌動物に点数を与えて集

計することにより自然の豊かさを判定する方式がとられている。一般に、土壌

動物によって指標されるものは、たとえば水生昆虫が水質をよく反映している

のに比べてあいまいであると言われている（金子ら，2001）。上記の「自然の豊

かさ」や「自然性」の考え方をさらに発展させ、具体的にどのような環境要因

を指標するのかに関しての議論が、今後の研究では重要なのではないだろうか。

　土壌性双翅目幼虫を生物指標として想定する場合、Frouz（1999）も再三指摘

しているように、まず分類と同定の難しさが問題となる。双翅目昆虫は約100

科からなるが、幼虫で属同定が可能である科は非常にまれである。次に、クロ

バネキノコバエ科についてはこれまで見てきたとおりであるが、幼虫の生息地

選好性や食性に関する知見がまだかなり不足している。本論文は日本産Seiara
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属群の未成熟期に関する知見を大きく増やしたが、今後尚一層の知見の集積が

急務である。幼虫の分類の難しさを考慮すれば、むしろ土壌から羽化してくる

成虫の方を生物指標として想定するほうが現実的であるかもしれない。成虫期

に翅をもつ双翅目昆虫は一生を土壌中で過ごす他の無脊椎動物よりも移動力が

あり、環境の変化に対する反応が早いという仮説を立てることもできるのでは

ないだろうか。Heler（2003）は、ドイツのSchleswig－Holsteinsから知られて

いる217種のクロバネキノコバエの成虫の生息地選好性を、農地、湿地、森林、

荒地及び乾燥地の4つに分類した。新しい試みとして今後が期待される。また、

Frouz（1999）によれば、これまでに、土壌に蓄積した銅、カドミウム、マンガ

ン、鉛、亜鉛などの重金属の双翅目幼虫体内への蓄積に関する研究がいくつか

なされており、酸性雨や大気汚染なども含めて様々な環境汚染に対する生物指

標として、双翅目昆虫はいくつかの可能性を持っている。これらの試みには個

体レベルから群集レベルまでのアプローチが可能である。例えば個体レベルで

は、汚染された地域における奇形個体、例えば体の特定のパーツの変形

（deformation）や体の非対称性（left－right　asymmetry）を示す個体の出現する

割合でその地域の汚染の強さを指標するということが可能であろう。一般に昆

虫は本来の生息環境とは異なる、不適切な環境下で生育すると、容易に軽微な

形態的奇形を生じうる。本論文の研究過程でも、野外から採集して室内で飼育

した幼虫からは、しばしば、例えば片方の触角が1節だけ欠損したり、片方の

翅の翅脈の1部が曲がったり欠損するなどした個体が羽化することを確認した。

群集レベルのアプローチとしては、例えばFrouz（1999）は、安定した自然環境

よりも撹乱された環境においては特定の優占種の占める割合が増すことを示す

研究例のあることを指摘している。同定の困難さを除けば、双翅目昆虫、とり

わけ第4章で示したように土壌からの発生個体数の非常に多いクロバネキノコ

バエ科などは、生物指標としても大きな可能性を持っていると言えるだろう。
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Fig．4Sciara属の翅の特徴
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Fig．5Seiara　thoTa（rica　Ma七sumura，1916・A：Geni七alia，　ventral

view；Bi　Gonostylus，　ventral　view；C：Pup　a（female），　lateral　view；

D：Pup　a（fe皿ale），　ventral　view；E：Pup　a（皿ale），1ateral　view；F：

Pupa（エnale），　ventral　view．　Scale：0．1皿m　fbr　A’B
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Fig．6　Seiara　hemθrobioides（S　copoh，’1763）．　A：Goエ10　stylus，

ventral　view；B：Teg皿eコi，　aedeagus，　para皿ere，　parameral

apode皿e，　ventral　view；C：Final　ins七ar　larva，　head，　dors　al　view；

D：Pupa（fe皿ale），1ateral　view；E：Pupa（female），　ventral　view．

Scale：0．11nエn　for　A・B．
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．Fig．7胡c鋤a五θ1遁Wi㎜ertz，1867．　A：Genitalia，　ventral　view；

　B：Gonostylus，　ventral　view；C：Pup　a（fem．ale），1ateral　view；D：

Pupa（fb皿ale），　ven七ral　view．　Scale：0．1皿m　for　A・B．
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Fig．8Setara　peetilinθaZis　．　Sutou，2004　A：4th且agello皿ere；B：

Palpus；C：Genitalia，　ventral　view；D：Gonostylus，　ventral　View・　．

Scale：0．1皿皿．
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Fig．9Seiara　melanosty7a　Mohrig　and　Krivosheina，1990．　A：

Genitalia，　ventral　view；B：9th　tergum，　dorsal　view；C：Gonostylus，

ventra1　View．　Scale：　O．1mm．　　　　　　　　　　　　’
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Fig．10　Seiara　M　Ultispin　u70●a　Mohrig

Genitalia，　ventral　view；B：Gonostylus，

皿m　for　A・B．

and　Koz白nek，1992．　A：

　　　ヤventral　view．　Scale：0．1
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Fig・11　Sciava」krtakamieLnstθ　Sutou，2004　A：4th且agello皿ere；B：

Palpus；C：Genitalia，　ventral　view　D：Gonostylus，　ventral　view．

Scale：0．1皿皿．
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Fig．12　SeiaTa　k　umθra！is　Zetterstedt，1851．A：Gonostylus，　ventral

view（Holarctic　type）；B：Gonostylus，　ventral　view（Orient　al　typ　e）；

C：Te　g皿en，　ventral　view；D：Pup　a（fbmale），　ventral　view；E：Pup　a

（fe皿ale），1ate’r　a1　View．　Scale：0．1皿皿for　A・C．



B

Fig．13　Bra　dysia／aραα顧（Enderlein，1911）　　　　　　A：4th

且agellomere；B：Palpus；C：Inner　apex　of　fbre　tibia　D：Wing．

Scale：0．1　mm　for　A・C．　　　　　　　・
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Fig．14　Leptosciarella属の翅の特徴



．乙6リワtoseiarella（Lep　tosetarellE～）sp．1

Lep　toseiaz「θ27已（Zシep　tDseiar「θ」17a）sp．2

Gonostylus，　ventra1　view

診

Fig．17
L〈元ρε05α辺」5θ」肱（Lep　tosciarθlla）sp．3

Gonostylus，　ventral　view

ノ
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膜面｛多くの微毛

Fig．18　Tri’chosia属の翅の特徴



Fig．19
71rrilと迫08z2～（Tirrilとrh　ost　2）sp．1

Gonostylus，　ventTal　view

Fig．20
7｝2’とrh　osia（IZIrrilとrh　osia）sp．3

Gonostylus，　ventral　view
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Fig．21伍c力o品a（　　　　　　ぼ7｝Tiehosta　　　　　　’）sp．2．　A：Gonostylus，　dorsal　view；B：

Final　instar　larva。　he　a（1，　dorsa1　view；C：Pup　a（male），1atera1　view．



Fig．22
2｝ゴと必o鼠z逗（ク］コich　osia）sp．4

Gonostylus，　dorsal　view

Fig．23
2！lnilと正～osta（正iehosia）sp．5

Gonostylus，　ve耳tra1　view



Fig．24
7｝rilと遥～osia　sp．7

Gonostylus，　ventral　view

Fig．25
ク｝コ1’と必o甜逗sp．8

Gonostylus，　ventral　view



Fig．26

71riehosia　sp’．9

Gonostylus，　dorsal　view

Fig．27

7｝1iehosia　sp．10

Gonostylus，　ventral　view
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Fig28 ScythroρOchroa属の翅の特徴
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Fig．29　Scyth」roρoehroa」昭〔飽砲Lengersdorf，1926（adult）．　A：

Wing；B：4th且agellomere；C：Palpus；D：Inner　apex　of　fbre　tibia．

Abbreviations：C，　costa；CuA，　anterior　branch　of　cubitus；M，

media；R，　radius；Rs，　radial　sector；c，　perpendicular　distance

between　ends　of　R5　and　C；w，　perpendicular　distance　between

ends　of　R5　and　M1；X，　span　between　roots　of　CuA　and　M；y，　span

between　root　of　M　and　junction　of　Rs　on　R5．　Scale：0ユmm　fbr　B－D．
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　　　l

Fig．30　Seythr・！、P・ehr・a　raCh’a7is　Lengersd・rf，1926（fina1　instar

larva）．　A：Ha1〕itus；B：Head，　dorsal　view；C：He　ad，　ventral　view；

D：Left皿andible；E：Prothoracic　spiracle；F：Abdominal　spiracle；

G：Egg．　AbbreViations：　ap，　antennal　plate；cd，　cardo；c1，　clypeus；£p，

fr　ont　al　plate；ge，　gena；g1，　gale　olacinia；hp，、　hypopharynx；lb，

labru皿；皿d，皿andible；皿P，皿axillary　palpus；st，　stipes；P1’P9，

sensory　pits　1・9．　Scales：0．1皿m　for　B・D，10　pm　for　E　and　E

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、



非常に長い

翅脈上に微毛なし

Fig．31　Schwenclefeldina属の翅の特徴



Fig．32

Seh　weneldθldina　sp．

Gonostylus，　ventral　view
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　　　Fig．33　chaetoci．ara属の翅の特徴
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　　　　　　　　　　　　　　系統解析に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用いた形質マトリクス　　　　　　Fig．35a
形質番号1－28とその形質状態はMenzel　and　M。hrig（2000）からの引用（＊は一部改変した部分）．

形質番号29－40は本研究で新たに加えた形質（第3章参照）．
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　　　　　　　　　　　　　　　Fig．35b系統解析結果

系統樹推定基準：parsim。ny．系統樹探索基準：heurisセic・search，数字は解析の際のn。de　number．



Fig．36林内に設置した羽化トラップ
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